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序文

Methodology Management モジュールを利

用すると、組織は経験から学び、その結

果を新たなプロジェクトに適用してプロ

ジェクト管理プロセスを改善できます。

このモジュールは、プロジェクト計画の

基盤としてメソドロジを確立したり、プ

ロジェクトのサイクル全体を通して継続

的にプロジェクト計画や管理プロセスを

改善したりする際に使用できます。 

Methodology Management モジュールは

Project Management モジュールとスムー

ズに統合し、組織全体に標準化された

プロジェクトの作成、管理方法を提供

します。

序文の内容：

Primavera 製品

ドキュメンテーションとヘルプの
使用

サポート窓口
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Primavera 製品

Primavera は、あらゆるチームメンバーのニーズや責任、スキル
に合わせたロール特有のツールで構成された統合プロジェクト
管理ソリューションを提供します。このソリューションでは、
標準的な Windows インターフェース、クライアント / サーバ
アーキテクチャ、Web ベースの技術、スタンドアローン型 (SQL 
Server Express) またはネットワークベース（Oracle および
Microsoft SQL Server）のデータベースを使用しています。当製
品は、以下のコンポーネントで構成されています。

Project Management  Project Management を利用すると、ユー
ザはパフォーマンスをトラッキングして分析できます。これは
複数のユーザおよびプロジェクトに対応できるシステムです。
複数層から成るプロジェクト階層構造をサポートするスケ
ジュールおよびリソース管理能力とともに、役割やスキルに注
力したリソースのスケジュール機能、実績データの記録機能、
カスタマイズが可能な表示、ユーザが定義できるデータを備え
ています。

Project Management モジュールは、複数のプロジェクトを同時に
管理し、部署または組織全体で複数ユーザーによるアクセスを
サポートする必要のある組織に最適です。また、プロジェクト
数に制限のないエンタープライズプロジェクトストラクチャ
(EPS)、アクティビティ、ベースライン、リソース、ワークブ
レークダウンストラクチャ (WBS)、組織ブレークダウンストラ
クチャ (OBS)、ユーザ定義コード、クリティカルパスメソッド
(CPM) のスケジュールおよびリソースの平準化をサポートしま
す。 組織全体のプロジェクト管理を行うような大規模に Project 
Management モジュールを実装する際は、プロジェクトのデータ
ベースとして Oracle または SQL Server を使用します。小規模な
実装では、SQL Server Express を利用できます。

また、このモジュールは、リソースタイムシートの承認、およ
び Primavera Progress Reporter を使用するプロジェクトリソース
との連絡機能を含む、統合的なリソース管理機能を提供します。
さらに、Project Management モジュールは統合リスク管理や、イ
シューのトラッキング、しきい値による管理などの機能も備え
ています。トラッキング機能を利用すると、ユーザは複数のプ
ロジェクトにまたがるコストやスケジュール、アーンドバ
リューのダイナミックなロールアップを実行できます。プロ
ジェクトの作業成果物とドキュメントは、アクティビティに割
り当てて集約的に管理できます。「レポートウィザード」では、
カスタマイズされたレポートを作成してデータベースから特定
のデータを抽出できます。
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Methodology Management  Methodology Management モジュー
ルは、メソドロジやプロジェクト計画テンプレートを中央で作
成、保存するためのシステムです。プロジェクトマネージャは、
カスタムプロジェクト計画を作成するためにメソドロジを選択
したり、組み合わせて調整したりすることができます。カスタ
マイズされたメソドロジは、Project Architect を使って Project 
Management にインポートし、新規プロジェクトのテンプレート
として使用できます。これにより、組織は新規プロジェクトご
とにメソドロジアクティビティや見積、その他の情報を継続的
に改善、調整できます。

Progress Reporter  Primavera Progress Reporter は、Web ベース
のプロジェクト間コミュニケーションおよび、タイムシートシ
ステムです。プロジェクト参加者向けのチームレベルのツール
として、複数プロジェクトにおける今後の任務の実行項目リス
トを使い、チームメンバーが自分の作業に注力できるよう支援
します。また、プロジェクト変更やマネージャ承認用のタイム
カードの表示機能も備えています。チームメンバーはこのモ
ジュールを使って自らの任務に関する最新情報を入力し、作業
負荷に対する時間を記録するため、プロジェクトリーダーは可
能な限り最新の情報を把握しているという自信を持ってプロ
ジェクトに関する重要な決定を下すことができます。

P6 Web Access  P6 Web Access は、組織全体でブラウザベース
のプロジェクト、ポートフォリオ、リソースデータへのアクセ
スを提供します。Web ユーザであれば誰でもカスタマイズされ
たダッシュボードを作成できます。このダッシュボードでは、
特定のプロジェクトについて個別化した集中的な表示が可能な
ほか、プロジェクトやリソースの管理においてロールに最も関
係のあるプロジェクトデータを分類できます。プロジェクト
ワークスペースやワークグループでは、特定のプロジェクト
チームメンバーはひとつのプロジェクトまたはプロジェクト内
のアクティビティのサブセットに関わるデータの一貫したチー
ム用ビューを作成できるため、カスタマイズされた集中的な
データ表示モデルを拡張できます。P6 Web Access では、広範な
データ表示や機能へのアクセスが可能です。Web ユーザは最初
のコンセプトのレビューや承認から完了にいたるまでプロジェ
クトを管理できます。



10    序文

Oracle Primavera P6 - Methodology Management

Primavera Web Services  Web Services： Primavera Web Services 
へのアクセスを提供します。これにより、XML、SOAP、WSDL 
などの標準ファイル形式を利用して、Primavera のプロジェクト
管理機能を他のアプリケーションにスムーズに統合できます。 
Primavera Web Services を利用すると、オペレーティングシステ
ムやプログラミング言語に関係なく、Primavera プロジェクト管
理データをアプリケーション間で共有できるようになります。 詳
細については、『Primavera P6 Web Services アドミニストレータガ
イド』を参照してください。

Primavera 統合 API  Primavera 統合 API (Application Programming 
Interface) は Java ベースの API およびサーバです。これにより、
開発担当者は Primavera のプロジェクト管理データベースにス
ムーズにアクセスできるクライアントコードを作成できます。 詳
細については、『Primavera P6 統合 API アドミニストレータガイ
ド』を参照してください。

ソフトウェア開発キット  Primavera ソフトウェア開発キット 
(SDK) を利用すると、外部データベースとアプリケーションを
利用して Project Management のデータベースでデータを統合でき
ます。また、スキーマや、ビジネスロジックを規格化するため
に保存されているプロシージャにアクセスできるようになりま
す。SDK は、プロジェクト管理データベースに接続できるよう
ODBS (Open Database Connectivity) 規格および ODBC 準拠イン
ターフェース（OLE-DB や JDBC など）をサポートします。
SDK はデータベースと統合する必要のあるコンピュータすべて
にインストールしなくてはなりません。 詳細については、
Primavera SDK ヘルプを参照してください。

ProjectLink  Primavera ProjectLink は、Microsoft Project（MSP）
ユーザが Primavera のエンタープライズ機能に接続している間に
MSP 環境で作業を行えるようにするプラグインです。MSP ユー
ザは、MSP アプリケーション内から Project Management データ
ベースを開いたり、プロジェクトを当該データベースに保存し
たりすることができます。さらに、MSP 環境内で Primavera の
リソースを管理できます。ProjectLink は、大量のデータを MSP
に保管している企業で、さらなる機能や、Primavera アプリケー
ション内で利用できる最適化されたデータ構成が必要なユーザ
がいる場合に有用です。



 序文    11     

Oracle Primavera P6 - Methodology Management     

ドキュメンテーションとヘルプの使用
Methodology Management 
モジュールのこのバージョンに含
まれている新機能の一覧について
は、オンラインヘルプの
「Methodology Management 
の新機能」のトピックを参照して
ください。

本書では、 Methodology Management モジュールを使ってメソド
ロジやプロジェクトテンプレートを設定する手順を説明します。
第 1 章を読んでメソドロジについて学び、Project Management モ
ジュールを使ってプロジェクト管理プロセスでメソドロジを使
用する方法を習得してください。次に、後続の章の説明に従い、
メソドロジを構築、管理します。本書は、以下のように構成さ
れています。

パート 1: 概要と設定  Methodology Management モジュールを
使ったプロジェクトメソドロジの概要、すみやかに作業を始め
るための簡単な手順、プロジェクトデータの表示に利用できる
標準的なレイアウトに関する情報について説明します。この
パートでは、このモジュールについて簡単に紹介します。この
中には、Methodology Management の多くのプロセスを実行する
ウィザードに関する情報や、ユーザワークステーションの設定
方法が含まれています。

パート 2: メソドロジの構成  新しいメソドロジの作成や、既存
メソドロジの開き方、メソドロジのプロパティ定義などの基本
について説明します。この章では、コストや時間の見積値（メ
ソドロジ）を Methodology Management モジュールから Project 
Management モジュールにインポートできる Project Architect につ
いても紹介します。さらに、パート 2 では以下について説明し
ます。

■ メソドロジ内で作業を項目別に分ける際の基準としてワーク
ブレークダウンストラクチャ (WBS) を設定、使用する方法

■ 各プロジェクトを効果的に管理するため、メソドロジに関わ
る組織ブレークダウンストラクチャ (OBS) を使用する方法

■ 作業に必要な人員と装置を設定し、グループ化やロールアッ
プ用に制限のない階層的なリソースコードを定義し、あらゆ
るメソドロジのリソースやアクティビティに割り当てられる
スキル要件に基づいて標準的なロールを作成する方法
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パート 3: メソドロジの実装  メソドロジのアクティビティを整
備、グループ化、選択、集計するための分類に使用できるコー
ドの定義方法について説明します。また、パート 3 では以下に
ついても説明します。

■ メソドロジを構成するアクティビティを設定し、期間や日付、
リソース情報、アクティビティのタイプ、アクティビティ接
続関係、アクティビティのその他の詳細を適用する方法

■ メソドロジに関係する経費または非リソースコストを設定
し、アクティビティのコストをトラッキングするために経費
の全体的なカテゴリを作成する方法

■ メソドロジのスケジュールやコスト、期間に対するプロジェ
クトのリスク（プロジェクトに関する懸念や不確実性、また
はコンポーネントのひとつ）の影響を計算する方法

■ メソドロジに関連するあらゆるドキュメントと成果物を分
類、トラッキングする方法

■ 利用可能な最新のメソドロジデータを維持するためにモ
ジュール内外のプロジェクトをチェックする方法

パート 4: メソドロジのカスタマイズ  分析や、より簡単なデー
タ入力のためにレイアウトをカスタマイズする方法、モジュー
ル内のメソドロジについて特定の情報を表示する方法について
説明します。また、パート 4 では Methodology Management モ
ジュールデータベースに保管されている情報を詳述または要約
したレポートの作成方法についても説明します。

Methodology Management ヘルプ  印刷されている書面を補足
するために広範なオンラインヘルプシステムを提供します。ヘ
ルプを利用すると、Methodology Management オプションに関す
る一般的な情報のほか、ウィンドウやダイアログボックスの詳
細な説明、特定のタスクの詳細な実施方法にアクセスできます。
また、さまざまなウィンドウにおける列の値に関するヒントヘ
ルプが含まれています。ヒントヘルプにアクセスするには、「レ
イアウト」または「オプション表示」バーをクリックし「ヒン
トヘルプ」を選択してから、列の値をクリックします。
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サポート窓口

Oracle Primavera 製品の使用について、ドキュメントやヘルプの
情報で解決できない問題がある場合は、テクニカルサポート 
(http://www.oracle.com/primavera/support.html) からサービスリクエ
ストを送信してください。 

プロンプトが表示されたら、製品のシリアル番号を入力してく
ださい。 問題をすみやかに解決できるよう、お客様からのお問い
合わせをすべて記録しています。

米国では、お客様が最高のサポートを得られるよう
Primavera は定期的かつランダムにテクニカルサポートにか
かってきた電話をモニタリングしています。 

あらゆる Primavera 製品は、包括的なサポートとトレーニングに
支えられています。

http://www.oracle.com/primavera/support.html
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クイックツアー

ユーザ設定

内容

パート 1

概要と設定



このパートではメソドロジについて詳細に紹介し、

企業で「ベストプラクティス」を取り入れるプロジェク

ト計画テンプレートを構築する際のメソドロジ使用方法

について説明します。また、グローバルおよびメソドロ

ジのパラメータ、モジュールの使用をカスタマイズする

ためのユーザ特有の設定を定義する方法についても説明

します。

「クイックツアー」はメソドロジタイプの概要を提供する

とともに、新規メソドロジを開く、ウィザードを使うと

いった基本的なタスクの実行方法を示します。

「ユーザ設定」では、特別なニーズを満たすようモジュー

ルをカスタマイズする方法について説明します。
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Methodology Management モジュールは、

メソドロジやプロジェクト計画テンプ

レートを作成、保存するシステムです。

このモジュールを利用すると、企業は

「ベストプラクティス」を収集して集約

的な場所に保存することができます。新

しいプロジェクトごとにプロジェクト計

画を最初から作成する代わりに、このよ

うなベストプラクティス、またはメソド

ロジを使うとカスタマイズされたプロ

ジェクト計画を作成できます。

本章ではメソドロジの概要について説明

し、ワークスペースを紹介します。ま

た、データを表示するレイアウトのアプ

ローチについて説明し、独自のレイアウ

トを作成できるよう表示をカスタマイズ

するための情報を提供します。さらに、

モジュールを起動してメソドロジを開

き、ウィザードを使って作業を迅速化さ

せるための基本的なステップについて習

得できます。

本章の内容：

メソドロジの概要

はじめに

言語の選択

ワークスペース

レイアウト

表示のカスタマイズ

ウィザードの使用

クイックツアー
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メソドロジの概要

メソドロジは、アクティビティや関連情報のセットであり、プ
ロジェクト計画のテンプレートまたはプロジェクト計画の一部
として機能します。メソドロジには単一または複数のアクティ
ビティを含むことができます。このモジュールでは、ひとつの
メソドロジに含むことのできるアクティビティの数が制限され
ていません。アクティビティのほかにも、メソドロジにはワー
クブレークダウンストラクチャ (WBS)、組織ブレークダウンス
トラクチャ (OBS)、アクティビティ接続関係、アクティビティ
ロール、リソース割当、経費、作業成果物とドキュメント、ア
クティビティコード、見積データを含むことができます。

メソドロジを整理しやすいように、このモジュールでは 3 つのタ
イプのメソドロジをサポートしています。基本メソドロジ、プラ
グインメソドロジ、そして、アクティビティライブラリです。

基本メソドロジ  は、プロジェクト中に実施されるアクティビ
ティの基本的なインフラを提供します。基本メソドロジには、
WBS、OBS、作業成果物およびドキュメントの割当を含むこと
ができます。ひとつのプロジェクト計画では、単一の基本メソ
ドロジを使用できます。

プラグインメソドロジ  は特定の開発ニーズに対応し、必要に応
じて基本メソドロジに「プラグイン」またはリンクできます。
プラグインメソドロジは、プロジェクトに必要な、または必要
のない特殊なトピックです。プラグインメソドロジには、品質
保証、独立監査、追加セキュリティなどがあります。プロジェ
クト計画では、基本メソドロジに単一または複数のプラグイン
メソドロジを組み合わせられますが、プラグインメソドロジを
使わないこともあります。

アクティビティライブラリ  は一般的に使用されるアクティビ
ティや関連情報を保存、編集できる便利な手段です。アクティ
ビティライブラリは再使用可能なタスクまたはアクティビティ
のセットで、一度定義した後、必要に応じてメソドロジで無制
限に再使用できます。プロジェクト計画の策定では、直接アク
ティビティライブラリを使用しません。

メソドロジや見積ファクタのライブラリを構築した後、これを
新しいプロジェクトの基準として Project Management モジュール
にインポートできます。インポートプロセスでは、Project 
Architect により Project Management モジュールに追加するデータ
やファクタを指定できます。より現実的なプロジェクトを設定
するために、Methodology Management モジュールからコストや
時間の見積値を得ます。
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はじめに
インストール手順では、コンピュータ上にモジュールを設定す
る方法を説明します。詳細な方法については、アドミニスト
レータガイドを参照してください。

Methodology Management モジュールの起動 「スタート」をク
リックして「プログラム」、「Primavera」、「Methodology 
Management」を選択します。

ログイン  このモジュールを使用する前に有効なログイン名とパ
スワードを入力する必要があります。ログイン名やパスワード
がわからない場合は、システム管理者に問い合わせてください。

ログイン名とパスワードでは、大文字と小文字が区別され
ます。 システム管理者が設定したパスワード設定によって、
パスワードは最低 8 字 ( アルファベット 1 字と数字 1 字を
含む ) でなくてはならないか、または最高 20 字にすること
ができます。

Welcome ダイアログを使って以下を行います。

■ メソドロジを作成する

■ 既存のメソドロジまたは最後に開いていたメソドロジを開く

■ グローバルデータのみを開く

1 ログイン名を入力します。

2 パスワードを入力します。

4 クリックして「ようこそ」ダ
イアログボックスを開きます。

3 表示されているデータベー
スを承認するか、別のデー
タベースを選択します。
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モジュールを開くたびに「ようこそ」ダイアログボックスが表
示されないようにするには、「次回からこのウィンドウを表示し
ない」チェックボックスを選択します。このモジュールは起動
時に、前回使用したメソドロジを自動的に開きます。このオプ
ションを再度有効にするには、「編集」、「ユーザ設定」を選択し
てから「適用」タブをクリックし、「起動時の Welcome ダイアロ
グの表示」というチェックボックスにマークを入れます。

「新規メソドロジ作成ウィ
ザード」を起動して新規メソ

ドロジを追加します。

「メソドロジを開く」ダイアロ
グボックスを表示して、開き
たい既存のメソドロジを選択

します。

最後に使用したメソドロジ
を開きます。

メソドロジを開いたり作成
したりせずにモジュールを
開きます。グローバルデー
タおよび管理機能のみを使

用できます。
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言語の選択

「言語設定」ダイアログボックスを使うと、メニューやダイアロ
グボックス、メッセージで情報を表示する言語を選択できます。 

このオプションは、入力するデータには影響を与えませ
ん。情報は入力されたとおりに表示されます。

言語の選択  「ツール」、「言語設定」を選択します。

言語の変更を適切に作動させるためには、Methodology 
Management モジュールを再起動します。
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ワークスペース

最初にメソドロジを開くと、このモジュールで利用できる主要
な機能が「ホーム」ワークスペースに表示されます。例えば、
「アクティビティ」をクリックするとアクティビティデータに焦
点を当てたりレイアウトをカスタマイズしたりできます。各主
要ウィンドウのワークスペースは、メニューバー、ナビゲー
ションバー、ディレクトリ、ツールバー、コマンドバーで構成
されています。

ナビゲーションバーを使うと、開いている
ウィンドウ間を移動したりディレクトリを
表示・非表示にしたりできるほか、特定の
ウィンドウのヘルプをすばやく開けます。

ツールバーを使うと、表示されているウィンド
ウのオプションにすばやくアクセスしたり、レ

イアウトの表示を変更したりできます。

メニューを選択
するとコマンド

リストを
開けます。

ディレクトリを使う
と、フォーカスを変

更できます。

コマンドバーのボタンをクリックすると、開示中のウィ
ンドウに特有のさまざまな機能を実行できます。
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ディレクトリバーの表示  ディレクトリを使うと、ウィンドウを
すばやく表示できます。また、「表示」、「ツールバー」、「ディレ
クトリ」を選択すると、ディレクトリバーを表示または非表示
にできます。ディレクトリバーボタンのテキストを表示または
非表示にするには、「表示」、「ツールバー」、「ディレクトリボタ
ンテキスト」を選択します。

「アクティビティ」ウィンドウを表示します。開示中のメソドロ
ジのアクティビティを作成、編集、作成するために使用します。

「ワークブレークダウンストラクチャ」ウィンドウを表示しま
す。開示中のメソドロジのワークブレークダウンストラク
チャ (WBS) を作成または編集するために使用します。

「リソース」ウィンドウを表示します。組織内のリソース階層
構造や個々のリソースを維持し、リソースをメソドロジのア
クティビティに割り当てるために使用します。

「メソドロジ経費」ウィンドウを表示します。開示中のメソド
ロジの経費アイテムを追加、編集、または削除するために使
用します。

「ドキュメント」ウィンドウを表示します。開示中のメソドロ
ジの作業成果物とドキュメントを作成、編集、割当、または
削除するために使用します。

「メソドロジリンク」ウィンドウを表示します。基本メソドロ
ジのワークブレークダウンストラクチャ (WBS) とプラグイン
メソドロジのアクティビティまたは WBS 間のリンクを作成、
表示、除去するために使用します。

「ロール」ダイアログボックスを表示します。メソドロジのア
クティビティに割り当てるためにロールを作成、編集、削除
するために使用します。

「リスク」ウィンドウを表示します。開示中のメソドロジのリ
スクを追加、削除、または計算するために使用します。

エンタープライズレベ
ルでデータを表示

メソドロジレベルでデー
タを表示
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ナビゲーションバーの表示  ナビゲーションバーを使うと、開い
ているウィンドウ間を移動できます。また、ナビゲーションバー
ではディレクトリを表示、非表示にしたり、現在のウィンドウま
たはダイアログボックスのヘルプを開いたりできます。ナビゲー
ションバーは、「表示」、「ツールバー」、「ナビゲーションバー」を
選択すると表示または非表示にできます。ナビゲーションバーボ
タンのテキストを表示または非表示にするには、「表示」、「ツール
バー」、「ナビゲーションバーボタンテキスト」を選択します。

ショートカットメニューの使用  標準的なメニューやボタンを使
う代わりに、マウスの右ボタンを使って頻繁に使用するコマン
ドにアクセスすることができます。ショートカットメニューを
使用するには、ウィンドウ内のエレメントや白いスペースを右
クリックして、適切なコマンドを選択します。

複数の項目を選択  表示で隣接している一群のグループを選択す
るには、Shift キーを押しながらグループの最初の項目をクリッ
クした後、グループ内の最後の項目をクリックします。表示で
隣接していない複数の項目を選択するには、Ctrl キーを押しな
がら、選択したい各項目をクリックします。

最後に開いていたウィンドウを表
示します。

開いている一連のウィンドウの次のウィンド
ウを表示します。「進む」ボタンは、前の

ウィンドウを再度表示するために「戻る」ボ
タンを使った後にのみ利用できます。

「ホーム」ワークスペースを表示します。

ディレクトリを表示または非表示にします。

Methodology Management ヘルプを開きます。 
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レイアウト

レイアウトは、メソドロジのアクティビティおよびアクティビ
ティ情報を示すカスタマイズ可能な表示です。特定のニーズを
満たすようレイアウトをカスタマイズするには、広範なメソド
ロジ情報、列、色、フォント、アクティビティのグループ化の
中から選択します。このデータは上部や下部のレイアウトに表
示できます。例えば、上部のレイアウトに「アクティビティ
テーブル」、下部のレイアウトには「トレースロジック」を表示
できます。データを上部および下部のレイアウトに表示する方
法を変更するたびに、独特なレイアウトが作成されます。レイ
アウトを閉じると、レイアウトを保存するよう自動的に指示さ
れます。これにより、レイアウトに固有の名前をつけて、現行
メソドロジや異なったメソドロジで再度このレイアウトを使用
することができます。

アクティビティテーブル  はスプレッドシート形式でアクティビ
ティ情報を表示します。このタイプのレイアウトを利用すると、
メソドロジをすばやく更新できます。また、フィルタやグルー
プデータを使うと、特定タイプのアクティビティのみを表示で
きます。アクティビティテーブルの列はカスタマイズできます。
アクティビティテーブルのアクティビティはソート、フィルタ、
グループ化できるほか、アクティビティ情報のフォントやテー
ブルの背景色を変更できます。アクティビティテーブルは上部
および下部のレイアウトに表示できます。

アクティビティネットワーク  は、ロジカルな接続を含むアク
ティビティをグラフィックなかたちで表示します。どの情報を
表示するか指定したり、アクティビティネットワークの色や
フォントを変更したりできます。また、アクティビティをグ
ループ化したりフィルタしたりできます。アクティビティネッ
トワークは上部レイアウトにのみ表示できます。

トレースロジック  は、「アクティビティテーブル」または「ア
クティビティネットワーク」のいずれかで選択したアクティビ
ティの依存関係をグラフィックなかたちで表示します。トレー
スロジックは、下部レイアウトにのみ表示できます。
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アクティビティ詳細  は、「アクティビティテーブル」または「ア
クティビティネットワーク」のいずれかで選択したアクティビ
ティの詳細な情報を表示します。「アクティビティ詳細」を利用
すると、コードやリソース割当、先行および後続作業の接続など
のアクティビティ情報を入力、編集することもできます。「アク
ティビティ詳細」は、下部のレイアウトにのみ表示できます。

このようなタイプのレイアウトはすべて「アクティビティ」
ウィンドウで表示できます。その他のレイアウトは、「ワークブ
レークダウンストラクチャ」や「リソース」など、他のウィン
ドウで利用できます。

この例では、ウィンドウ最上部の「アクティビティテーブル」
にアクティビティデータ、ウィンドウ下部には「アクティビ
ティ詳細」が表示されています。

各ペーンで情報を非表示に
したり、追加情報を表示し
たりするには、2 つのレイ
アウト間の水平分割バーを

ドラッグします

下部のレイアウトを完全に
閉じて、上部のレイアウト
内のデータのみを表示する

には、「下部ウィンドウの表
示 / 非表示」ボタンをク

リックします

ツールバーのボタンを使うと、レイアウトをカスタマイズできます
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表示のカスタマイズ

主要ウィンドウでは、
「ビュー」、「表示オプショ
ン」を選択して利用可能な
コマンドのメニューにアク
セスできます。

ほとんどのウィンドウとダイアログボックスでは、画面最上部
に「表示オプション」または「レイアウトオプション」バーが
あり、現在の表示をカスタマイズできるコマンドが含まれてい
ます。このバーをクリックすると、そのウィンドウまたはダイ
アログボックスで利用できるコマンドのメニューが表示されま
す。このコマンドの多くには「表示」メニューからもアクセス
できます。

「レイアウトオプション」
バーをクリックすると、

「アクティビティ」ウィン
ドウで利用できるオプ

ションのメニューを表示
できます。
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レイアウトのカスタマイズおよび
印刷の詳細については、 207
ページの「レイアウトのカスタマ
イズ」を参照してください。

このモジュールでは、リソースやワークブレークダウンストラ
クチャなどの異なったレベルに配置された情報を表示する際、
階層表示から一覧表示に切り替えることもできます。階層表示
から一覧表示に切り替えるには、左端の列のラベルをクリック
します。

一覧表示に変更した後、任意の列のラベルをクリックすると表
示された情報をソートできます。

左端の列のアウトライン記号（ ）
は、階層表示を示します。 左端の列の三角形の記号（ ）は、一

覧表示を示します。
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ウィザードの使用

ウィザードは、作業を迅速化する上で非常に有用です。反復する
手順をすばやく説明し、ほとんどの作業を自動的に実行します。

このモジュールには、新規メソドロジの作成、アクティビティ
の追加、リソースの作成、レポート構築用のウィザードが備え
られています。

ウィザードを使うと、アクティビティやリソースを追加したい
かどうか指定できます。他にメソドロジのデータをエクスポー
ト、インポートしたり管理設定を定義したりするためのウィ
ザードが用意されています。ウィザードについては、本書の適
切な章またはオンラインヘルプで詳細に説明します。

ウィザードを使いたくない
場合は、各ウィザードの最
初のダイアログボックスに

表示されるこのチェック
ボックスにマークを入れる

か、「編集」、「ユーザ設定」、
「アシスタンス」を選択して
「ウィザード」のセクション

で選択を設定します。



30    パート 1：概要と設定

Oracle Primavera P6 - Methodology Management

ウィザードオプションの設定  「編集」、「ユーザ設定」を選択し
ます。「補助」タブをクリックします。

ナビゲーションウィザード  異なったウィザードのウィンドウ間
を移動するには、「戻る」または「次へ」をクリックします。変
更内容を保存してウィザードを閉じるには、「終了」をクリック
します。変更内容を保存しないでウィザードを閉じるには、
「キャンセル」をクリックします。

「新規アクティ
ビティウィザー
ド」を使用する
にはここを選択
します。

「新規リソース
ウィザード」を
使用するにはこ
こを選択します。
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Methodology Management モジュールで

は、特定のニーズに沿うようオプション

を調整できます。例えば、時間単位や日

付を表示するフォーマットを決めたり、

コストの表示に使用する通貨を指定した

り、起動時の表示を設定したりできます。

本章では、このようなオプションを

「ユーザ設定」ダイアログボックスで設

定する方法について説明します。

本章の内容：

期間単位のフォーマット

日付のフォーマット

リソース計算の設定

表示通貨と記号の設定

ウィザードの実行

起動オプションの設定、タスクログ
の作成、グループおよびソートオプ
ションの設定

パスワードの変更

ユーザ設定



32    パート 1：概要と設定

Oracle Primavera P6 - Methodology Management

期間単位のフォーマット

期間単位の設定は、モジュールが期間単位の値をレイアウトや
アクティビティ期間、リソース単価、アベイラビリティ、作業
進捗を表示する方法に影響を与えます。「編集」、「ユーザ設定」
を選択して、「期間単位」タブをクリックしてください。

期間単位オプションの設定  「単位形式」のセクションでは、作
業工程やリソース価格、アベイラビリティの表示に使用する単
位を選択します。「所要期間の書式」のセクションでは、アク
ティビティ所要期間の値の表示に使用する単位を選択します。

「サブユニット」を選択すると、選択した単位の次に小さい間隔
が含まれます。フィールド名は適宜変更されます。例えば、「単
位」フィールドで「日」を選択すると、「サブユニット」フィー
ルドには「時間」が表示されます。また、モジュール全体で単
位の表示に含む小数点以下の数字の数も選択できます。

「単位工数の書式」のセクションでは、1 回あたりのリソース工
数をパーセントまたは所要期間あたりの工数として表示するよ
う選択できます。選択内容によって、レートの表示方法が決ま
ります。例えば、「4h/d」は 1 日 8 時間の 50% に相当します。

ここを選択すると時間 /
所要期間の値とともに期
間単位の略称が表示され

ます。

このオプションは、
「単位の表示」また
は「所要期間の表
示」ラベルにチェッ
クマークが入れられ
ていない場合は使用
できません。
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日付のフォーマット

「編集」、「ユーザ設定」を選択し、「日付」タブをクリックして
日付の表示方法を指定します。

日付書式の指定  「順序」エリアで、使用する日付の形式を選択
します。次に、「オプション」エリアに適宜チェックマークを入
れ、選択した日付形式の表示方法を指定します。「区切文字」
フィールドで、日、月、年の分離に使用する文字を選択します。

書式設定の例を表示
します。
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リソース計算の設定

「編集」、「ユーザ設定」を選択し「計算」タブをクリックして、
複数のリソース割当を追加または削除する際にコストや工数を
割り当てる方法を指定します。また、既存のアクティビティ割
当でリソースやロールを別のものに取り替える場合の既定動作
を選択することもできます。

リソース割当既定の選択  新しいリソース割当がアクティビティ
に追加されたり削除されたりした場合に、残りの値を計算する
方法を指定できます。所要期間のタイプに関係なく、残所要期
間、残工数、残単位工数は、既存の割当では変更されません。 

最初の割当を追加すると、アクティビティの所要期間タイ
プに基づいて単位 / コストが計算されます。
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■ 割当済み工数、所要期間、単位工数を保持

アクティビティ上の複数のリソース割当を追加または削除す
る際には、追加リソースがアクティビティに割り当てられて
も変化しないよう工数、所要期間、単位工数用にこのオプ
ションを選択します。アクティビティの所要期間タイプに関
わりなく、常に以下の公式が適用されます。

残工数 = 残所要期間 x 残単位工数

■ 既存の割当については、アクティビティの期間タイプに基づ
いて単位、期間、単位工数を再度計算します。

アクティビティ上の複数のリソース割当を追加または削除す
る際は、アクティビティ詳細「全般」タブに指定されている
ように、アクティビティの所要期間タイプに基づいてリソー
ス割当の残りの値を計算するためにこのオプションを選択し
ます。

既定割当スタッフを選択  「スタッフ割当」セクションでは、既
存のアクティビティ割当でリソースを別のリソースに交換する
際のモジュールの既定動作を選択できます。

リソースを既存のアクティビティ割当に割り当てる際は、既存
の割当の新しいリソースまたは現在の割当（交換するリソース
など）の単位工数を常に使用するよう選択できます。また、既
存のアクティビティ割当でリソースを交換するたびにどの単位
工数を使用するか選択する指示を出すよう選べます。
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表示通貨と記号の設定

「編集」、「ユーザ設定」を選択し「通貨」タブをクリックする
と、コストデータを表示する通貨のほか、コストや価格フィー
ルドの通貨記号や小数点の値を表示または非表示にするか指定
できます。 

「ユーザ設定」で選択した表示通貨にはあらゆるコストデー
タを入力する必要があります。 

金銭的な単位の表示に利用できる通貨は、Methodology 
Management モジュールの管理者が「通貨」ダイアログ
ボックスで定義できます。

ここを選択すると通貨に使用する
記号を表示できます。

ここを選択すると
コストの小数点を
表示できます。

ここをクリックするとコ
スト表示用通貨を選択で
きます。これは金額の保
管に使う基準通貨と異な
る通貨でも構いません。
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ウィザードの実行

「編集」、「ユーザ設定」を選択し「アシスタンス」タブをクリッ
クすると、リソースやアクティビティを追加する際にウィザー
ドを利用できます。 

アシスタンスオプションの設定  ウィザードを利用すると、機能
の完了に必要な手順を順番に実行できます。リソースやアク
ティビティを自分で追加できるようになれば、ウィザードを使
用する必要はありません。「ウィザード」セクションのチェック
ボックスにチェックマークを入れて、新しいリソースを追加す
る場合は新規リソースウィザード、新しいアクティビティを追
加する場合は新規アクティビティウィザードを自動的に表示す
るようモジュールに指示します。

チェックボックスの片方
または両方をクリアにし
て、新しいリソースまた
はアクティビティを追加
する場合は、情報を追加
するために現在のレイア
ウトを使用する必要があ
ります。
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起動オプションの設定、タスクログの作成、グループお
よびソートオプションの設定

「編集」、「ユーザ設定」を選択し「アシスタンス」タブをクリッ
クすると、モジュールの起動時に表示される既定のウィンドウ
またはダイアログボックスを設定したり、ファイルをログする
ためにモジュールで実行する動作を記録したりできます。また、
グループ化やソートのオプションも設定できます。

起動およびログファイルオプションの設定  モジュールの起動時
に表示するウィンドウを選択します。作業内容が毎日異なって
いる場合は「ホーム」を選択します。「ホーム」ワークスペース
では、セッションごとに適切なウィンドウやレイアウトを選択
できます。

また、「ようこそ」ダイアログボックスを表示するかどうか、ど
こから新規プロジェクトを作成するか、既存プロジェクトを開
くか、前回のセッションで最後に表示されたプロジェクトを開
くか、グローバルデータのみを表示するかどうかを指定できま
す。

Oracle カスタマーサポートのスタッフから支援を得ている
場合にのみ、ログファイルを使用することをお勧めします。

グループバンドののラベル表示  ID/ コードと名称 / 詳細記述の
双方を含む階層構造でグループ化する場合は、「ID/ コード」ま
たは「名称 / 詳細記述」フィールドはグループ別バンドのラベル
として表示または非表示にできます。このユーザ設定は、「グ
ループとソート」ダイアログボックスにアクセスできないウィ
ンドウやダイアログボックスに影響を与えます。

ここにチェックマークを入れ
ると、モジュールで作業を行

うたびに自動的に
「ERRORS.LOG」と呼ばれる
ログファイルを作成できます。

最も頻繁に作業を行うモ
ジュールのエリアに基づい
て選択します。この設定は
要件の変更に応じて変えら
れます。

「ID/ コードの表示」、「名称 /
詳細記述の表示」のいずれ

か、または双方を選択する必
要があります。
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パスワードの変更

「管理設定」ダイアログボックスの「パスワードポリシーを有効
にする」チェックボックスでは、「パスワードの変更」ダイアロ
グボックスで入力するパスワードのタイプを管理します。

■ 「管理設定」ダイアログボックスの「Password Policy」
フィールドで「Enable Password Policy」の設定を選択した場
合は、最低 8 字のパスワードを入力します。このうち 1 字は
アルファベット文字、1 字は数字でなくてはなりません。 こ
の要件は「パスワードの変更」ダイアログボックスにも表示
されます。

■ 「Enable Password Policy」の設定を選択しない場合は、最高 
20 字のパスワードを入力します。

「編集」、「ユーザ設定」を選択してから「パスワード」タブをク
リックすると「パスワードの変更」ダイアログボックスが開き、
新しいパスワードを入力できます。

1 ここをクリックしてパス
ワードを変更します。

2 新しいパスワードを入力
します。

3 確認のため、新しいパス
ワードを再入力します。

これらのパスワード仕様は、「管理設定」ダイアログボックス
で「Enabled Password Policy」チェックボックスにマークが
入っている場合には必須です。



40    パート 1：概要と設定

Oracle Primavera P6 - Methodology Management

その他の特記事項  

■ Project Management モジュールを LDAP 認証モードで実行し
ている場合、パスワードの管理はディレクトリサーバで行い
ます。 このモジュールでパスワードを変更することはできま
せん。「ユーザ管理」ダイアログボックスには「パスワード」
タブは表示されません。

■ パスワードでは大文字と小文字が区別されます。

■ 新しいパスワードポリシーを有効にする前に設定されたパス
ワードは有効で使用可能です。

これらのパスワード仕様は、「管
理設定」ダイアログボックスで

「Enabled Password Policy」
チェックボックスにマークが
入っていない場合には必須です。



メソドロジの作成とリンク

ワークブレークダウンストラクチャの設定

組織ブレークダウンストラクチャ (OBS)
の設定

リソースとロールの定義

ユーザ定義フィールドの利用

内容

パート 2

メソドロジの構成



このパートでは、メソドロジ作成を開始する方法を紹

介します。「メソドロジの作成とリンク」 では、メソドロ

ジを追加して他のメソドロジにリンクする方法について

説明します。例えば、基本メソドロジをプラグインメソ

ドロジにリンクする方法などです。

「ワークブレークダウンストラクチャの設定」では、ワー

クブレークダウンストラクチャ（WBS）を使ってメソド

ロジ情報を計画、管理する方法について説明するととも

に、「組織ブレークダウンストラクチャ (OBS) の設定」メ

ソドロジの維持に直接責任を負うマネージャの設定方法

を示します。

「リソースとロールの定義」では、リソースとロールの設

定方法を説明します。最後の章の「ユーザ定義フィール

ドの利用」では、ユーザ定義フィールドの設定方法につ

いて紹介します。
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メソドロジはアクティビティで構成され

ていますが、ワークブレークダウンスト

ラクチャ (WBS) や組織ブレークダウン

ストラクチャ (OBS) の定義、アクティ

ビティ接続、ロールやリソースの割当、

経費、作業成果物およびドキュメント、

コード、見積データを含むこともできま

す。また、属性を作成してメソドロジに

割り当てたり、Project Management モ

ジュールのユーザ向けに規模や難易度の

ファクタを定義したりできます。2 つ以

上のメソドロジを設定すると、基本メソ

ドロジとプラグインメソドロジの接続関

係を作成できます。 

本章では、メソドロジとその属性の作成

方法、メソドロジのリンク、規模や難易

度のファクタ追加、ボトムアップ見積

データを計算するための値の定義、メソ

ドロジを Methodology Management モ

ジュールからのプレビルトプロジェクト

計画として Project Management モジュー

ルにインポートする際に Project 

Architect を使用する方法について説明し

ます。

本章の内容：

メソドロジの利用

メソドロジの属性の定義

メソドロジのリンク

見積ファクタの定義

ボトムアップ見積データの使用

Project Architect の使用

メソドロジコードの定義

メソドロジの作成とリンク
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メソドロジの利用

「新規メソドロジ作成」ウィザードを利用すると、全般的な情報
や既定の設定（メソドロジのタイプ、既定アクティビティコス
ト、自動付番値など）を定義することにより、新しいメソドロ
ジをすばやく作成できます。

メソドロジの作成  「ファイル」、「新規」を選択します。

アクティビティに使用する価格（単位はあるが、割り当てられ
たリソースはないもの）を入力します。次にアクティビティ ID
のプレフィックス、サフィックス、増分（メソドロジに追加さ
れる際に自動的に新規アクティビティに割当）を指定します。
「終了」をクリックして、新規メソドロジを作成します。

変更内容を保存して「新規メソドロジ作成」ウィザードを
閉じるには、「終了」をクリックします。このモジュール
は、ユーザの提供した情報に基づいてメソドロジを作成し
ます。

さらなるメソドロジの情報を定義するには、「メソドロジのプロ
パティ」を表示します（「メソドロジ」、「メソドロジのプロパ
ティ」を選択）。 49 ページの「メソドロジの属性の定義」を参
照してください。

メソドロジを識別します。

次に作成するメソドロジのタイプを
選びます。
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プロジェクトを使用してメソドロジを作成  同じような将来のプロ
ジェクト用のテンプレートとして Project Management モジュールのプロジェク
トを使用することができます。「インポート」ウィザードは、インポートする
情報を指定し、利用するメソドロジのタイプを識別するよう指示を出します。

ステータスを使用してメソドロジを分類

Project Management モジュールでプロジェクトを作成する際に、
メソドロジを利用可能または利用不可として識別できます。メ
ソドロジが終了する前、または変更中、あるいは単に現在のプ
ロジェクトの設定では当該メソドロジを使用できない場合に
「利用可能」の既定ステータスを「利用不可」に変更できます。
「メソドロジ」、「メソドロジのプロパティ」を選択し「全般」タ
ブをクリックしてから、「メソドロジのステータス」フィールド
で「利用不可」を選択します。スタータスが利用不可になって
いるメソドロジは、Project Management モジュールではインポー
トできす、Project Architect にも一覧表示されません。

メソドロジを開く  「ファイル」、「開く」を選択します。開くメ
ソドロジを選択します。

メソドロジには、1 度に 1 名のユーザのみが排他的なアク
セスを得られます。

メソドロジを開く方法を選択
します。セキュリティ設定に
よっては、利用できないオプ

ションもあります。

ここをクリックすると、選択されたメソドロジを現
在使用しているユーザが一覧表示されます。

ここをクリック
すると、選択さ
れたメソドロジ
を開けます。



46    パート 2：メソドロジの構成

Oracle Primavera P6 - Methodology Management

モジュールの起動時に表示するウィンドウを選択できます。
「編集」、「ユーザ設定」を選択し、「アプリケーション」タ
ブをクリックします。「起動時の既定ウィンドウ」フィール
ドの一覧から利用可能なウィンドウを選択します。

データ整合性の検査  開示中のメソドロジでエラーや矛盾する情
報を識別、矯正するには、「ツール」、「データ整合性の検査」を
選択します。

結果をログファイルに保存すると、データ整合性検査を行
うたびに既存のログファイルが上書きされます。

メソドロジを開いた後、
あらゆるメソドロジの組織の

グローバルデータを含む
ウィンドウを開きます。

または、当該メソドロジのみ
に関わるデータを含むウィン

ドウを開きます。

ここにチェックマークを入
れると、矛盾した情報を自

動的に修正できます。

ここにチェックマークを入
れると、データ整合性検査

の結果をログファイル
（.txt）に保存して表示でき

ます。 データ整合性検査の結果を保存する
ファイルの名前です。新しいファイ
ルを選択するには「ブラウズ」ボタ
ンをクリックします。

ここをクリックす
ると、選択したオ
プションに応じ
て、開示中のメソ
ドロジの矛盾した
情報を識別、矯正
できます。
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メソドロジのコピー  既存のメソドロジは、新規メソドロジのテ
ンプレートとして使用するためにコピーできます。コピーしたい
メソドロジを開きます。「ファイル」、「コピー」を選択します。

アクティビティの再使用  アクティビティやアクティビティ情報
をメソドロジからコピーし、コピーされたアクティビティと元の
アクティビティの接続またはリンクを維持するには、「現行メソ
ドロジの全アクティビティの再使用」を選択します。再使用され
たアクティビティを変更すると、あらゆるメソドロジで再使用さ
れたアクティビティのインスタンスがすべて更新されます。

アクティビティのコピー  アクティビティやアクティビティ情報
をメソドロジからコピーし、コピーされたアクティビティと元
のアクティビティの接続またはリンクを維持しない場合は、「現
行メソドロジの全アクティビティをコピー」を選択します。ア
クティビティをコピーしたら、アクティビティのひとつのイン
スタンスを変更しても、同じアクティビティの他のインスタン
スには影響を与えません。

新規メソドロジの名
前を入力します。

ここをクリックするとメソ
ドロジをコピーできます。
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アクティビティコアの再使用

このモジュールでは、単一のメソドロジ内および複数のメソド
ロジのアクティビティのコア情報をコピー、リンク、または再
使用できます。コア情報には、アクティビティ名や期間タイプ、
進捗率タイプ、属性、アクティビティタイプ、ステップ、ノー
トトピックが含まれます。割り当てられたリソースやワークブ
レークダウンストラクチャ割当、接続関係、作業成果物とド
キュメント、見積、アクティビティコードなど特定の情報は含
まれず、また再使用されません。

アクティビティのコア情報が変更されると、アクティビティの
マスターコアコピーを編集できます。モジュールは、情報を再
使用したインスタンスすべてに変更内容を適用します。

また、このモジュールには標準的なコピー機能が含まれており、
元のアクティビティとコピーされたアクティビティのリンクま
たは接続を維持しなくてもアクティビティをコピーできます。
アクティビティをコピーしたら、アクティビティのひとつのイ
ンスタンスを変更しても、同じアクティビティの他のインスタ
ンスには影響を与えません。

排他モードで開かれている
メソドロジのみを削除でき
ます。

メソドロジの削除  メソドロジを開いてから「ファイル」、「削
除」を選択します。「はい」をクリックして、メソドロジを削除
したいことを確認します。
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メソドロジの属性の定義

「メソドロジ属性」ダイアログボックスを使うと、メソドロジの
詳細やメソドロジ全体で使用する既定を定義したり、開示中の
メソドロジのプロパティを表示、編集したりできます。「メソド
ロジ」、「メソドロジのプロパティ」を選択します。各タブをク
リックすると、開示中のメソドロジの当該タイプの情報を表示、
編集できます。

見積ファクタ分類の設定の詳細に
ついては、『Primavera アドミ
ニストレータガイド』を参照して
ください。

全般情報  「全般」タブを使用すると、選択したメソドロジに関す
る一般的な情報を表示、編集できます。この情報には、メソドロ
ジの名前やタイプ、見積ファクタ分類の値が含まれています。

ステータスを使うと、アク
ティブ（利用可能）なメソド

ロジまたは閉じられている
（利用不可）メソドロジを識別

できます。利用不可能なメソ
ドロジは、Project Architect を 

使って Project Management 
モジュールでインポートする

ことはできません。

メソドロジに最も適している割当見
積ファクタを含む定義済みの分類を

選択します。

メソドロジがチェックインまたはチェック
アウトされているのか示します。 
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メソドロジのコードおよび値の追
加に関する詳細については、 60
ページの「メソドロジコードの定
義」を参照してください。

メソドロジコード  「コード」タブを使うと、開示中のメソドロ
ジにメソドロジコードの値を割り当てられます。「メソドロジ
コードの割当」ダイアログボックスで適切なコードの値をク
リックしてから、「割当」ボタンをクリックします。最初にメソ
ドロジのコードと値を追加する必要があります（「定義」、「メソ
ドロジコード」を選択）。

ノートトピック  「ノート」タブを使うと、開示中のメソドロジ
にノートトピックや詳細を割り当てられます。このようなト
ピックは、「管理分類」ダイアログボックスの「ノートトピッ
ク」タブで定義できます。

説明フィールドでは、HTML 編集機能を利用できます。こ
の中には、テキストのフォーマットや画像の挿入、他のド
キュメントファイルからの情報のコピーと貼付（書式は維
持）、ハイパーリンクの追加などが含まれます。

ここをクリックすると、メ
ソドロジコードを割り当
て、「メソドロジコードの
割当」ダイアログボックス
でコードを選択できます。

ここをクリックすると、選択した
コードをリストから削除できます。

「閉じ
る」ボ
タン

「割当」
ボタン

ここをクリックすると、
トピックを追加できま
す。その後、「トピック

の割当」ダイアログボッ
クスでトピックを選択
し、「割当」ボタンをク

リックします。
このエリアをクリックすると、

選択したトピックの説明を入力
できます。
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アクティビティ ID  「ID」タブを使うと、開示中のメソドロジの
アクティビティ ID プレフィックスおよびサフィックスを指定で
きます。また、新規アクティビティ用に ID を作成するための増
分も指定できます。

自動付番アクティビティ ID
新規アクティビティを作成すると、自動付番機能によりアク
ティビティ ID が自動的に作成されます。プレフィックスとサ
フィックスは、一意の ID を生成する一連の増分でリンクされて
います。例えば、プレフィックスが「A」、サフィックスが
「1000」、増分が「10」の場合、アクティビティ ID は「A1010」、
「A1020」、「A1030」などとなります。アクティビティ ID のプレ
フィックス、サフィックス、または増分を変更すると、この変
更は既存アクティビティではなく新規アクティビティにのみ適
用されます。
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ボトムアップ見積の詳細について
は、 58 ページの「ボトムアップ
見積データの使用」を参照してく
ださい。

コスト  「コスト」タブを使うと、開示中のメソドロジの労務、
非労務、材料、経費コストの見積合計を表示し、リソースがな
い場合でもアクティビティの既定コストも指定することができ
ます。労務、非労務、材料コストについては、「アクティビティ
詳細」の「リソース」タブで高低見積を設定できます。経費に
ついては、「メソドロジ経費詳細」の「全般」タブで設定できま
す。最低および最高コストの見積により、Project Management モ
ジュールのユーザは Project Architect でボトムアップ見積を実行
できます。

メソドロジ間のリンク設定の詳細
については、 53 ページの「メソ
ドロジのリンク」を参照してくだ
さい。

リンク  「リンク」タブを使うと、開示中のメソドロジにリンク
されているメソドロジのリストを表示できます。基本メソドロ
ジとプラグインメソドロジ間のリンクを設定するには、「メソド
ロジ」、「メソドロジリンク」を選択してください。

:

この設定は、労務 / 非労務工
数が含まれ、割り当てられた
リソースや価格のないリソー
スがないアクティビティのコ
ストを計算するために使用さ

れます。
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メソドロジのリンク

このモジュールでは、基本メソドロジとプラグインメソドロジ
間の接続関係またはリンクを作成できます。基本メソドロジに
は開発プロセス中に実行されたアクティビティの重要なインフ
ラが含まれており、プラグインメソドロジは特定の開発ニーズ
に対応します。プラグインメソドロジの WBS ノードとアクティ
ビティは、基本メソドロジの WBS ノードにリンクできます。

Project Architect を使って Project Management モジュールの基本メ
ソドロジからプロジェクト計画を作成すると、リンクされたプ
ラグインメソドロジを基本メソドロジに含むよう選択できます。

メソドロジのリンク作成  「メソドロジ」、「メソドロジリンク」
を選択します。 

リンクされたプラグインメ
ソドロジすべてのリンクを
表示するには、「リンクさ
れた全プラグインメソドロ
ジを含む」を選択します。

開示中のメソドロジにリ
ンクされているメソドロ
ジすべてのリストを表示
するには、「メソドロ
ジ」、「メソドロジ属性」
を選択してから「リン
ク」タブをクリックし 
ます。 ここをクリックすると、選択

WBS プラグインノードが基本
メソドロジのどこにリンクさ
れているのか確認できます。
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開示中のメソドロジが基本メソドロジの場合は、「プラグインメ
ソドロジを選択」フィールドで「ブラウズ」ボタンをクリック
してから、リンクしたいプラグインメソドロジを選択します。
開示中のメソドロジがプラグインメソドロジの場合は、「基本メ
ソドロジを選択」フィールドで「ブラウズ」ボタンをクリック
してから、リンクしたい基本メソドロジを選択します。

また、プラグインメソドロ
ジの WBS ノードを基本メ
ソドロジの WBS ノードに
ドラッグしてリンクを作成
することもできます。

「基本メソドロジ WBS」テーブルで、プラグイン WBS をリンク
したい WBS ノードを選択します。「プラグインメソドロジ
WBS」テーブルで、リンクしたい WBS ノードを選択してから
「リンクの作成」をクリックします。青い WBS 記号がオレンジ
色に変わり、リンクされた WBS ノードを識別します。

リンクはひとつの基本メソドロジとひとつまたは複数のプ
ラグインメソドロジの間でのみ作成できます。

メソドロジリンクの削除  「メソドロジ」、「メソドロジリンク」
を選択します。開示中のメソドロジが基本メソドロジの場合は、
「基本メソドロジ WBS」表で、削除したい WBS ノードのリンク
を選択してから「リンク解除」をクリックします。また、「基本
メソドロジ WBS」テーブルでノードを選択して「プラグインメ
ソドロジ WBS」テーブルにドラッグすると WBS ノードのリン
クを解除できます。リンクをすべて削除するには「全リンクを
解除」をクリックします。 

開示中のメソドロジがプラグインメソドロジの場合は、「プラグ
インメソドロジ WBS」テーブルで削除したい WBS ノードのリ
ンクを選択してから「リンクに移動」をクリックします。「基本
メソドロジ WBS」テーブルでリンクが選択されます。「リンク
解除」をクリックします。
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見積ファクタの定義

Methodology Management モジュールでは、Project Management モ
ジュールで作業工程やコストのボトムアップ見積を行う際、プ
ロジェクトマネージャがプロジェクトの規模や難易度の決定に
使う見積ファクタを定義できます。各見積ファクタは、ファク
タの名前と詳細記述、ひとつまたは複数の値で構成されており、
ファクタの既定としてひとつの値を指定できます。また、各
ファクタに見積ファクタ分類を割り当てたり、このような分類
を使って複数のファクタを整理したり、規模や難易度を計算す
る際に一度に適用したりできます。

プロジェクトマネージャは、Project Architect の「規模と難易度」
ウィザードを使い、Methodology Management モジュールで確立
されている定義済みの見積ファクタに一致する値を選択して、
Project Management モジュールでボトムアップ見積を行います。
各ファクタにおけるユーザの選択内容に応じて、プロジェクト
の規模や難易度の値が決まります。

規模と難易度の割合を計算するため、Project Architect は選択さ
れたファクタをすべて追加し、その合計を各ファクタの最大値
の合計で割って算出された 0 ～ 1 の間の値に 100 をかけます。

ファクタ分類ごとに無制限の見積ファクタを指定できます。各
ファクタには最高 6 個の値を指定できます。
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見積ファクタの追加  「定義」、「見積ファクタ」を選択します。
「追加」の次に「全般」タブをクリックします。ファクタ名を入
力してから、そのファクタの簡単な説明を入力します。オプ
ションで、新規ファクタの分類を選択することもできます。 

見積ファクタ分類の設定の詳細に
ついては、『Primavera アドミ
ニストレータガイド』を参照して
ください。

ファクタ分類を利用すると、フェーズやその他の特徴に応じて
メソドロジのファクタを整理できます。Project Architect で「規
模と難易度」ウィザードを使用するには、見積ファクタをファ
クタ分類に割り当て、メソドロジで使用したいファクタ分類を
「メソドロジ属性」の「全般」タブで割り当てる必要があります
（「メソドロジ」、「メソドロジ属性」を選択）。

ファクタ分類は、メソド
ロジの関連ファクタを整

理する上で有用です。
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「値」タブをクリックします。

「規模と難易度」ウィザードの使
用に関する詳細については、
『Project Management リファ
レンスマニュアル』を参照してく
ださい。

ファクタ値を追加するには、「追加」をクリックして数値を入力
し、その値の説明を入力します。既定ファクタ値を設定するに
は、「既定」列で値を選択します。各ファクタ値の説明を入力し
ます。このような説明は値の難易度を示すものであり、「規模と
難易度」ウィザードで値を選択する際に表示されます。 

このモジュールのレポート機能の
詳細については、 215 ページの
「レポートのカスタマイズ」を参
照してください。

ファクタ一覧レポートの作成  見積ファクタ分類を使って整理
し、利用可能な見積ファクタを一覧表示した標準的なレポート
を作成できます。このレポートは、Project Architect で規模や難
易度のファクタを選択する際にクイックリファレンスとして使
用できます。「ツール」、「レポート」を選択してから、「管理分
類」レポートグループの「見積ファクタ分類」を選びます。 

ファクタごとに最高 6 個
の値を定義できます。
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ボトムアップ見積データの使用

Methodology Management モジュールでは、各アクティビティの
労務および非労務リソース工数の最低・最高見積、および経費
コストを定義できます。このような値を使うと、Project 
Management モジュールのユーザは Project Architect でボトムアッ
プ見積を実行できます。

ボトムアップ見積の計算  Project Management モジュールで、プ
ロジェクトマネージャはまずプロジェクトの規模と難易度を計
算することによりボトムアップ見積を実行できます。Project 
Management モジュールはプロジェクトの規模と難易度の値を使
い、労務および非労務工数用に定義された最低・最高見積間の
値およびプロジェクトの各アクティビティ用に定義された経費
コストを計算します。 

プロジェクトの規模と難易度の値は、0 ～ 100 です。規模や難易
度の値がゼロの場合、Project Management モジュールは各アク
ティビティの最低見積値を利用します。規模や難易度の値が 100
の場合、Project Management モジュールは各アクティビティの最
高見積値を使います。0 ～ 100 の規模や難易度の値について、
Project Management モジュールは各アクティビティの最低・最高
見積値の中間値を計算します。規模や難易度のファクタを使っ
て計算した値は、各アクティビティの予算計画労務 / 非労務工数
と経費コストにコピーされます。

Project Architect が見積ファ
クタ値を利用して規模や難易度を
計算する方法の詳細については、
前項を参照してください。ボトム
アップ見積の詳細については、
『Project Management リファ
レンスマニュアル』を参照してく
ださい。

規模や難易度の値は指定することもできますが、Methodology 
Management モジュールで指定した見積ファクタ値に基づいて
Project Architect に計算させることもできます。
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Project Architect の使用

Project Management モジュールのユーザは、Methodology 
Management モジュールからプレビルトされたプロジェクト計画
としてメソドロジを選択、カスタマイズ、インポートできます。
Project Architect は、このプロセスを順番に説明して実行できる
ウィザードです。Project Architect を利用すると、新規プロジェ
クト計画を作成したり、既存プロジェクトにアクティビティや
関連情報を追加したりできます。また、メソドロジをカスタマ
イズすると、Project Architect で整備の理由を入力できます。
Project Architect は、Methodology Management のデータベースか
らメソドロジをコピーするため、情報を変更しても元のメソド
ロジには影響しません。

メソドロジへのアクセス提供のほか、Project Architect にはボト
ムアップ見積機能も含まれており、選択したメソドロジのリ
ソース工数やコストを見積もることができます。Project Architect
は見積の際、アーキテクトプロセスで指定されたプロジェクト
の規模や難易度のファクタに基づいて計算します。これにより、
プロジェクトを作成または追加する前に作業工程やコストを見
積もることができます。

インポートするメソドロジの選択およびカスタマイズ後、
Project Architect には削除情報リストなど策定されたプロジェク
ト計画の詳細な概要が表示されます。これにより、プロジェク
トをインポートする前に、以前のウィンドウに戻ってさらなる
変更を加えることができます。

Project Architect の詳細につ
いては、『Project 
Management リファレンスマ
ニュアル』を参照してください。

Project Architect は、Project Management モジュールの「ファイ
ル」メニューから利用できます。
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メソドロジコードの定義

メソドロジコードを使うと、レポート内で分類したり、Project 
Management モジュールの Project Architect を利用したりする際に
メソドロジをグループ化できます。例えば、ソフトウェアなど
特定の製品や結果に関するメソドロジをグループ化するための
コードを作成できます。

メソドロジコードは、あらゆるメソドロジで利用できるメソド
ロジコードディクショナリで設定します。Methodology 
Management モジュールで提供されている定義済みコード用の値
を作成したり、メソドロジで利用する新規メソドロジのコード
や値を作成したりできます。

メソドロジのコードと値の定義  「定義」、「メソドロジコード」
を選択します。「メソドロジコード」ダイアログボックスで「修
正」をクリックし、必要な数のメソドロジコードを定義します。

「追加」をクリックして、メソ
ドロジのコード名と、各コー
ド値で利用できる文字の数を
入力します。
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メソドロジコードに値を追加するには、「メソドロジコード」ダ
イアログボックスで、値を設定したいメソドロジコードを選択
して「追加」をクリックします。次に値と説明を入力します。 

メソドロジコードの階層構造におけるコード値の位置を変更す
るには、コードを選択してから適切な矢印ボタンをクリックし
ます。例えば、「財源」というコードを作成した場合に「公共」
「プライベート」「政府機関」など財源を受け取る異なったセク
ターのコード値を指定したいとします。このようなセクターの
中で、特定の財源用の値を作成できます。セクター内のソース
をインデントするには、まずソースを選択して、このソースが
セクターのすぐ下になるまで上または下向き矢印のボタンをク
リックします。右向き矢印ボタンをクリックして、ソースをイ
ンデントします。

コード値をメソドロジに割り当て
る方法については、 49 ページの
「メソドロジの属性の定義」を参
照してください。

メソドロジコードの階層構造をグラフィックなかたちで表示す
るには、「メソドロジコード」ダイアログボックスの「表示オプ
ション」バーをクリックして「チャート画面」を選択します。
また、「表示オプション」バーの他のメニューコマンドを利用す
ると、表や図の外観を変更することもできます。

矢印をクリック
すると、リスト
の値を上下に変
動させたり、階
層内での選択値
の位置を変更し
たりできます。
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ワークブレークダウンストラクチャ

(WBS) は、プロジェクトの実行中にプ

ロジェクトにより生成された製品やサー

ビスを階層構造に示したものです。各

WBS ノードには、WBS ノードまたはア

クティビティ、あるいは双方の詳細を含

むことができます。Project Management 

モジュールのユーザがメソドロジからプ

ロジェクトを作成すると、メソドロジの 

WBS がプロジェクトの WBS になります。

メソドロジを作成する際は通常、まず 

WBS を作成し、作業成果物とドキュメ

ントを各 WBS ノードに割り当てます。

次に、ノードの作業を実行するためのア

クティビティを定義します。また、

WBS ノードに含まれている全作業に適

用される組織ブレークダウンストラク

チャ (OBS) ノードも定義します。

本章では、WBS の設定、実行方法につ

いて説明します。

本章の内容：

WBS の概要

WBS の表示と編集

見積加重を WBS ノードに適用

WBS ノードの追加とプロパティの
割当

WBS マイルストンの使用

ワークブレークダウンストラクチャの
設定
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WBS の概要

データベース内の各メソドロジは、ワークブレークダウンスト
ラクチャ (WBS) 階層構造に配置されます。WBS は、メソドロジ
の作業を平行させるために必要な数のレベルに分割できます。
WBS のルート（最高レベル）はメソドロジを表します。最初の
レベルのノードはメソドロジ内の別個のマイルストンまたは
フェーズ、2 番目およびその後のレベルはマイルストンやフェー
ズの完了に必要なタスクを示します。Methodology Management
モジュールで構成された WBS は、Project Management モジュー
ルにおけるプロジェクトの基盤となります。

トップダウン見積の詳細について
は、『Project Management リ
ファレンスマニュアル』を参照し
てください。

トップダウン見積  Project Management モジュールのメソドロジ
からプロジェクトを作成する際、各メソドロジの WBS をデータ
のトップダウン見積に使用できます。メソドロジ WBS をプロ
ジェクト WBS に転送する場合、WBS ノードに関係するアク
ティビティの労務、非労務、材料工数およびコスト配分の基準
として Methodology Management モジュールで設定した見積を使
うことができます。

作業をさらに分類して、メソ
ドロジを別のレベルに拡張し
たり、より詳細なプロジェク
ト計画を開発したりできます。

メソドロジを作成すると、自
動的にルート階層レベルで

WBS ノードが作成され、メソ
ドロジと同じ名前がつけられ

ます。WBS は、メソドロジと
は異なったレベルに設定でき

ます。「CMM.1」や「CMM.B」
などの数字や文字を追加して

ください。
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加重マイルストンの詳細につい
ては、 72 ページの「WBS マイ
ルストンの使用」を参照してく
ださい。

加重マイルストン  Methodology Management モジュールでは、
WBS マイルストンを無制限に追加できます。これは、Project 
Management モジュールでアーンドバリューを計算する際に使用
できます。マイルストンは WBS レベルで割り当てられます。各
マイルストンには、プロジェクトのスケジュールに対する重要
性を示す加重が与えられます。WBS マイルストンが「完了」と
マークされた場合、Project Management モジュールはその重要性
を使って、WBS レベルに含まれる全アクティビティのうち完了
したパフォーマンスの割合を計算します。
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WBS の表示と編集

WBS は、チャートまたはテーブルとして表示できます。「メソ
ドロジ」、「WBS」を選択して「ワークブレークダウンストラク
チャ」ウィンドウを開きます。また、開示中のメソドロジ用に
まだウィンドウを選択していない場合は、「ホーム」ワークス
ペースから「WBS」をクリックすることもできます。

ワークブレークダウンストラクチャのチャート表示  「表示オプ
ション」バーをクリックして「チャート表示」を選択します。
表示されている情報を変更するには、「表示オプション」バーを
クリックしてから「ボックステンプレート」を選択し、情報タ
イプを選びます。

WBS の表示を階層構造か
ら一覧に変更するには、
「WBS コード」列のラベ
ルをクリックします。列ラ
ベルのアウトライン記号
（ ）は階層表示、三角形
の記号（ ）は一覧表示
を示します。

ワークブレークダウンストラクチャのテーブル表示  「表示オプ
ション」バーをクリックして「テーブル表示」を選択します。
WBS ノードを一覧表示してソートするには、「WBS コード」列
のラベルをクリックします。テーブルに表示されている情報を
変更するには、「表示オプション」バーをクリックしてから以下
のいずれかを選択します。

■ 特定の WBS ノードに関する詳細な情報を表示するには、
「WBS 詳細」を選択し（コマンドの隣にチェックマークが表
示されます）、表示したい情報を持つ WBS ノードを選択し
ます。「WBS 詳細」を非表示にするには、当該コマンドを再
度選択します（チェックマークは消えます）。

■ WBS 表示の列を変更するには、「列」を選択してから定義済
み表示のひとつを選ぶか、列をカスタマイズします。

表示を変更するには、「表示
オプション」バーをクリック
してから「チャートフォント

と配色」を選択します。
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また、「ワークブレークダ
ウンストラクチャ」テー
ブルの WBS 情報の中には
直接編集できるものもあ
ります。変更したい情報
をダブルクリックしてか
ら、新しい値を入力する
か選択します。

WBS ノードの編集  編集したい WBS ノードを選択します。
WBS 内でのノードの位置を変更するには、「ワークブレークダ
ウンストラクチャ」ウィンドウの右側にあるコマンドバー最下
部で適切な矢印ボタンをクリックします。「表示オプション」
バーをクリックして「WBS 詳細」を選択し、「WBS 詳細」を表
示します。その後、本章で説明されているようにタブに新しい
情報を入力します。

WBS ノードの削除  削除したい WBS ノードを選択して「削除 /
統合」をクリックします。WBS ノードにアクティビティ割当が
ある場合は、WBS ノードとそのアクティビティ割当をすべて削
除するか、WBS ノードを削除してそのアクティビティ割当を当
該ノードの高レベルの WBS ノードに再度割り当てるか統合しま
す。「OK」をクリックしてから「はい」をクリックします。

高レベルの WBS ノードを削除すると、このノードに含まれ
ているノードもすべて削除されます。

この表示には、各 WBS ノードの名前
とアクティビティ合計、見積加重が含
まれます。
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見積加重を WBS ノードに適用
トップダウン見積の詳細について
は、『Project Management リ
ファレンスマニュアル』を参照し
てください。

トップダウン見積データは、メソドロジのワークブレークダウ
ンストラクチャ (WBS) ノードとアクティビティの見積加重で構
成されています。プロジェクトマネージャがプロジェクト計画
を開発するためにメソドロジをインポートする際、Project 
Management モジュールはこのような加重をインポートします。
Project Management モジュールでトップダウン見積を行う際は、
まずプロジェクトに適用する労務、非労務、または材料工数を
指定します。次に、Methodology Management モジュールで定義
された見積加重に応じて、Project Management モジュールは 
WBS によりトップダウンで工数をプロジェクトのアクティビ
ティに分配します。

見積加重を WBS ノードに適用  「メソドロジ」、「WBS」を選択
します。「表示オプション」バーをクリックして「列」、「サイ
ズ」を選択します。「見積加重」列で、開示中のメソドロジ用に
一覧表示されている各ノードの適切な加重を入力します。

右クリックすると、データ入力用に表示する
列を選択できます。

WBS ノードの「列」フィールドに直接タ
イプして、見積加重を入力します。
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WBS ノードの追加とプロパティの割当

メソドロジを作成すると、自動的に WBS 最高レベルのノードが
作成され、メソドロジと同じ名前がつけられます。「ワークブ
レークダウンストラクチャ」ウィンドウを使うと、開示中のメ
ソドロジの WBS を作成、表示、編集できます。「メソドロジ」、
「WBS」を選択します。

WBS ノードの追加   追加するノードのすぐ上にある、同じ階層
の WBS ノードを選択し、「追加」をクリックします。

「表示オプション」バーをクリックして「WBS 詳細」を選択し、
「WBS 詳細」を表示します。

「WBS 詳細」を表示する
と、作成している各 WBS
ノードの情報を追加して割

り当てられます。

必要に応じて、「WBS コー
ド」列レベルをクリックし、

WBS 階層構造を表示しま
す。「WBS コード」列レベ

ルのアウトライン記号（ ）
は階層表示を示します。
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WBS 分類の詳細については、
『Primavera アドミニストレー
タガイド』を参照してください。

全般情報  「全般」タブを使用すると、選択した WBS ノードの一
般的な情報を表示、編集できます。この中には、コードや名前、
WBS 分類（下の例ではプロジェクトフェーズ）、責任マネジャ
（OBS ノード）が含まれています。OBS ノードの WBS ノードへ
の割当に関する詳細については、 75 ページの「組織ブレークダ
ウンストラクチャ (OBS) の設定」を参照してください。

ノート  「ノート」タブを使うと、選択した WBS ノードにノート
トピックや詳細を割り当てられます。このようなトピックは、
「管理分類」ダイアログボックスの「ノートトピック」タブで定
義できます。

詳細記述フィールドでは、HTML 編集機能を利用できます。
この中には、テキストのフォーマットや画像の挿入、他の
ドキュメントファイルからの情報のコピーと貼付（書式は
維持）、ハイパーリンクの追加などが含まれます。

選択 WBS ノードのルート  
OBS ノード名 

WBS 分類名に関連する値は、「管理
分類」ダイアログボックスで設定で

きます。

ここをクリックしてト
ピックを追加します。

このエリアをクリックすると、選択した
トピックの説明を入力できます。



 ワークブレークダウンストラクチャの設定    71     

Oracle Primavera P6 - Methodology Management     

ドキュメントの詳細については、
 151 ページの「ドキュメントラ
イブラリの作成と管理」を参照し
てください。

作業成果物とドキュメント  「ドキュメント」タブを使うと、特
定の WBS ノードにドキュメントを割り当てて、組織または成果
物の基準に従っているか作業をトラッキングできます。このよ
うなドキュメントは「ドキュメント」ウィンドウであらかじめ
設定されており、「管理分類」ダイアログボックスで組織の目的
ごとに分類できます。

ここをクリックする
と、選択された WBS
ノードに作業成果物

やドキュメントを割。

ここをクリックすると、選択
された作業成果物やドキュメ
ントの説明が表示されます。

このドキュメントが作
業成果物であることを
示します。
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WBS マイルストンの使用

Methodology Management モジュールでは、WBS マイルストンを
無制限に追加できます。これは、Project Management モジュール
でアーンドバリューを計算する際にも使用できます。マイルス
トンは WBS レベルで割り当てられます。各マイルストンには、
メソドロジに対する重要性を示す加重が与えられます。メソド
ロジを Project Management モジュールにインポートし、プロジェ
クトスケジュールで WBS マイルストンを「完了」としてマーク
すると、マイルストン加重を使って、WBS レベルに含まれる全
アクティビティのパフォーマンス進捗率が計算されます。パ
フォーマンス進捗率は、WBS レベルの下であらゆるアクティビ
ティに適用され、WBS にロールバックされます。

高レベルのタスク増分がアクティビティを構成している場合に、
WBS レベルでアクティビティをコントロールするには、WBS
マイルストンを使用できます。例えば、最終的なコード準備で
テスト作業をコントロールするために、テスト計画のレビュー
やテスト計画の変更、パフォーマンスのテスト、退行テストな
どのテストを完了するために必要な主要ステップに WBS マイル
ストンを割り当てることができます。このようなマイルストン
にはそれぞれ、完了に必要な詳細なアクティビティが含まれて
います。

「メソドロジ」、「WBS」を選択すると「WBS 詳細」が表示され
ます。

WBS マイルストンの追加  「WBS マイルストン」タブを使用す
ると、無制限の数の WBS マイルストンを WBS ノードに追加で
きます。「追加」をクリックしてマイルストンの名前を入力しま
す。Project Management モジュールでメソドロジをインポートす
る際、WBS ノードのあらゆるアクティビティのパフォーマンス
進捗率算出用に加重を割り当てます。

退行テストは、WBS ノードの他のマ
イルストンやアクティビティの結果
で、より加重の高いものに割り当てら
れます。
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以下の例では、メソドロジ WBS マイルストンを Project 
Management モジュールで利用する方法を示しています。

Project Management モジュールは、選択し 
た WBS ノードに対応するチャイルドアク
ティビティに関わりなく、このタブで「完
了」とマークされた加重マイルストンに基
づいて、このパフォーマンス進捗率、また

はアーンドバリューを計算します。

一覧表示されている他のマイルストンに
関わるこのマイルストンの重要性を示す
番号。マイルストンが「完了」とマーク
されている場合に対応する進捗率を計算
するために使用されます。

マイルストン用にチェックマーク
を入れると、一覧表示されている
他のマイルストンとともにマイル
ストンの加重値に基づいて WBS 
ノードのパフォーマンス進捗率が
計算されます。
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組織ブレークダウンストラクチャ (OBS)

は、プロジェクトの管理ストラクチャを

階層的に配置したものです。

Methodology Management モジュールの

OBS は、複数のプロジェクトマネージャ

が関与している、より大きなプロジェク

トに対応し、Project Management モジュー

ルのエンタープライズプロジェクトスト

ラクチャ (EPS) 環境に適合します。

OBS は、リソースプールとは異なりま

す。リソースはアクティビティに割り当

てられ、OBS ノードはワークブレーク

ダウンストラクチャ (WBS) ノードに割

り当てられます。WBS ノードに割り当

てられる OBS ノードは通常、当該 WBS

ノードを担当するプロジェクトマネー

ジャです。

本章では、OBS を設定し、そのノード

と WBS を関連付ける方法について説明

します。

本章の内容：

OBS の概要

OBS の表示

OBS の設定と割当

OBS ノードの編集

組織ブレークダウンストラクチャ
(OBS) の設定
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OBS の概要

組織ブレークダウンストラクチャ (OBS) は、モジュールのメソド
ロジを担当するマネージャを示すグローバルな階層構造です。
OBS は通常、ビジネスを構成しているトップレベルからさまざ
まなレベルの人員にいたるまで、組織の管理構造を反映します。
責任マネジャを WBS の当該エリアに関連付けることができま
す。責任マネジャを WBS ノードに関連付けると、WBS の該当ブ
ランチに追加するノードが既定で当該マネージャの OBS ノード
に割り当てられます。Project Management モジュールでは、OBS
階層構造を使ってプロジェクトやプロジェクト内の WBS レベル
への特定のアクセス権限をユーザに与えることもできます。

ここをクリックすると、ノードを上下に移動したり
インデントまたはアウトデントしたりできます。
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組織 OBS ノード  「ワークブレークダウンストラクチャ」ウィン
ドウで WBS ノードを作成すると、OBS ノードが責任マネジャ
として作成され関連付けられます。

OBS やその他の標準レポート作
成の詳細については、 215 ペー
ジの「レポートのカスタマイズ」
を参照してください。

OBS に基づいたレポートを作成することもできます。いくつか
の標準的な OBS レポートが本モジュールのサンプルメソドロジ
に含まれています。

このモジュールでは、新規
ノードが追加される WBS
レベルに割り当てられた

OBS を関連付けます。
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OBS の表示

このモジュールでは、チャートまたはテーブルという 2 通りの方
法で OBS を表示できます。「定義」、「OBS」を選択して、「組織ブ
レークダウンストラクチャ」ダイアログボックスを開きます。

組織ブレークダウンストラクチャのチャート表示  「表示オプ
ション」バーをクリックして「チャート表示」を選択します。
チャートに含まれている情報や、情報の表示方法を変更するに
は、「表示オプション」バーをクリックしてから「ボックステン
プレート」、「カスタマイズ」を選択します。
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OBS のテーブル表示  「表示オプション」バーをクリックして
「テーブル表示」を選択します。

「OBS 名」列を一度ク
リックして OBS 階層構
造を表示します。これを

再度クリックすると、
OBS ノードを一覧表示し

てソートできます。

「OBS 詳細」は非表示に
なっているため、テーブル
をよりよく表示できます。
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OBS の設定と割当

「組織ブレークダウンストラクチャ」ダイアログボックスを使う
と、モジュール内のあらゆるメソドロジで利用できるグローバ
ル OBS を作成、表示、編集できます。 

OBS の作成  ルート OBS ノードは、新規メソドロジの作成時に
自動的に作成されます。このため、OBS ノードを利用して、メ
ソドロジに追加する各 WBS ノードに割り当てられます。「ワー
クブレークダウンストラクチャ」ウィンドウを使って WBS をメ
ソドロジの基盤として設定すると、既存のルート OBS を各
WBS ノードの既定として使用できます。または、WBS を構築
する前に OBS を設定できます。その後、WBS ノードの作成時
に実際の責任マネジャを割り当てられます。基本 OBS を設定
し、メソドロジをプロジェクトとして Project Management モ
ジュールに取り込むと、元の組織の OBS ノードに含まれていな
いユーザ向けに特定の EPS ノードやプロジェクト、WBS ノード
へのアクセスを提供できるよう追加の OBS ノードを含むことが
できます。

ルート OBS ノード。組織の
トップまたはグループを代
表する名前に変更できます。
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OBS ノードの追加  「定義」、「OBS」を選択します。追加する
ノードのすぐ上にある、同じ階層の OBS ノードを選択し、「追
加」をクリックします。

OBS は、ひとつのルートノードのみを含むことができます。 

「OBS 詳細記述」エリアをクリックして、OBS ノードの説明を
入力します。HTML 編集機能を利用できます。この中には、テ
キストのフォーマットや画像の挿入、他のドキュメントファイ
ルからの情報のコピーと貼付（書式は維持）、ハイパーリンクの
追加などが含まれます。

選択ノードと同じレベル
に新規 OBS ノードが挿入

されます。

新規 OBS 用に有意な名前
を入力します。

「OBS 名」列をクリックす
ると、この記号で示される

OBS 階層構造が表示され
ます。

この詳細記述にはビッ
トマップが含まれます。
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OBS ノードの WBS ノードへの割当  「メソドロジ」、「WBS」を
選択します。OBS ノードを割り当てる WBS ノードを選択しま
す。「表示オプション」バーをクリックして「WBS 詳細」を選
択し、「WBS 詳細」を表示します。「全般」タブをクリックして
から、「責任マネジャ」フィールドの「ブラウズ」ボタンをク
リックします。割り当てたい OBS ノードを選んで「選択」ボタ
ンをクリックします。

「選択」ボタン
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OBS ノードの編集

OBS はいくつかの方法で編集できます。既存のノードの位置や
情報の変更、OBS ノードの追加（前述）、OBS ノードの削除な
どが可能です。「定義」、「OBS」を選択します。

OBS ノードの編集  「OBS 名」列のラベルをクリックして、OBS
階層構造を表示します。（「OBS 名」列ラベルのアウトライン記
号  は階層表示を示します。）編集したい OBS ノードを選択し
ます。ノードの情報を変更するには、当該ノードの新しい名前
や説明を入力します。OBS におけるノードの位置を変更するに
は、適切な矢印ボタンをクリックします。

 

OBS ノードの削除  「OBS 名」列のラベルをクリックして、OBS
階層構造を表示します。削除したい OBS ノードを選択して「削
除 / 統合」をクリックします。削除したい OBS ノードにワーク
ブレークダウンストラクチャ (WBS) の割当が含まれている場合
は、ノードを高レベルの OBS ノードに統合するよう指示が出ま
す。OBS ノードを削除して、その WBS 割当を当該ノードの上
位 OBS ノードに再度割り当てるには、「ノードの統合」を選択
します。WBS 割当を再度割り当てないで OBS ノードを削除す
るには、「ノードの削除」を選択します。「OK」をクリックして
から「はい」をクリックします。

高レベルの OBS ノードを削除すると、このノードに含まれ
ているノードもすべて削除されます。

右向き矢印ボタンを使って
リソースマネージャ OBS
ノードを右に移動しまし

た。これにより、リソース
管理 OBS ノードになりま

した。
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リソースには、あらゆるメソドロジのア

クティビティで作業を行う人員や装置が

含まれます。Methodology Management 

モジュールでは、組織のリソース構造を

反映しアクティビティへのリソースの割

当をサポートするリソース階層構造を作

成できます。また、グループ化やロール

アップ用に Project Management モジュー

ルで使用できる無制限のリソースコード

を設定できます。さらに、特定のスキル

を持ったロールを設定して、特定のリ

ソースを割り当てるまで、これをリソー

ス割当として使用することもできます。

これにより、プロジェクトの計画段階で

ロール別のコストを計画できます。

本章では、リソース、ロール、リソース

コードについて説明します。

本章の内容：

リソースとロールの概要

リソースの表示と追加

リソースコードと値の定義および
割当

ロールの設定

ロールのリソースへの割当

リソースとロールの定義
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リソースとロールの概要

Methodology Management モジュールを使用すると、リソースと
コストを統合するメソドロジリソース計画を策定できます。こ
れにより、 Project Management モジュールでメソドロジがプロ
ジェクトになる際にメソドロジを効果的にコントロールできま
す。まず、エンタープライズプロジェクトストラクチャ (EPS)
に含まれているプロジェクトの完了に必要なリソースすべての
リストを定義します。各リソースについて、アベイラビリティ
の限度と単価を設定します。また、カテゴリ別にリソースをグ
ループ化することにより、リソースをメソドロジのアクティビ
ティに割り当てる際、特定のリソースを間単に見つけることが
できます。

Project Management モジュールでプロジェクトになったメソドロ
ジ用のリソースをグループ化およびロールアップするには、リ
ソースコードを設定してコード値を割り当てます。この情報を
利用すると、リソース配分を分析する上で有用なリソースレ
ポートやレイアウトを Project Management モジュールで作成でき
ます。

ロール  メソドロジの計画段階にある場合、または特定のリソー
ス割当がコストに与える影響を確認したい場合は、リソース割
当の一時的なプレースホルダとしてロールを割り当てられます。
ロールは、プロジェクト人員の役職やスキルです。これは、特
定の個人ではなく、特定の熟達レベルにあるリソースタイプを
示します。ロールは、当該リソースのスキルをさらに識別する
ために特定のリソースに割り当てることもできます。
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リソースの表示と追加

「リソース」ウィンドウを使い、組織のリソース階層構造と個々
のリソース情報の双方を維持します。 どのメソドロジでもリソー
スをアクティビティに割り当てて、Project Management モジュー
ルのユーザがあらかじめ割り当てられたリソースを使ってプロ
ジェクトを作成できるようにできます。 

リソースは経費とは異なります。リソースは時間ベースで
複数のアクティビティやプロジェクト全体に共有できます
が、経費は必要なときに都度アクティビティに定義する再
使用しない支出になります。

「定義」、「リソース」を選択するか、「ホーム」ワークスペース
の「リソース」をクリックして、「リソース」ウィンドウを表示
します。 

また、「リソース」ウィン
ドウは、メソドロジが開
いていなくてもグローバ
ルレベルで開くことがで
きます。
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リソースの表示  「表示オプション」バーをクリックし、以下の
いずれかを選択します。

リソースの表示を階層から
一覧に変更するには、「リ
ソース ID」列のラベルを
クリックします。この列の
三角形の記号（ ）は一
覧表示を示します。列のラ
ベルをクリックすると、一
覧表示でリソース情報を
ソートできます。

■ 特定のリソースに関する詳細な情報を表示するには、「詳細」
を選択し（コマンドの隣にチェックマークが表示されます）、
表示したい情報を持つリソースを選択します。「リソース詳
細」を非表示にするには、当該コマンドを再度選択します
（チェックマークは消えます）。

■ リソースをチャートとして表示するには「チャート表示」を
選択します。

■ 表示に含むために列を選択するには、「列」、「カスタマイズ」
を選択します。

■ 表示するリソースを選択するには、「フィルタ」を選択して
から「全リソース」を選びリソースをすべて表示するか、
「現行メソドロジ」を選択して開示中のメソドロジの割当が
あるリソースのみを表示します。

■ リソースの階層構造を整理するには、「グループとソート」
を選択して定義済みのグループのひとつを選ぶか、独自にカ
スタマイズします。

リソースの追加  「表示オプション」バーをクリックして「グ
ループとソート」、「既定」を選択し、リソース階層構造を表示
します。追加したいリソースのすぐ上にあり、レベルが同じリ
ソースを選択し、「追加」をクリックします。ユーザ設定に応じ
て「新規リソースウィザード」が起動することもあります。
ウィザードは、「リソース詳細」の各タブに含む情報を追加する
よう指示します。ウィザードを使わない場合、この情報は各タ
ブに直接入力することもできます。「リソース詳細」を表示する
には、「表示オプション」バーをクリックしてから「詳細」を選
択します。

ここでは基本的なリソース情報を設定する方法について説明し
ます。追加情報を指定するには、本章の以下のセクションを参
照してください。

■ コード － 93 ページの「リソースコードと値の定義および
割当」

■ ロール － 95 ページの「ロールの設定」 および 99 ページの
「ロールのリソースへの割当」
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全般情報  「全般」タブを使うと、リソースの ID、名称、タイト
ル、従業員 ID、E-Mail アドレス、事業所の電話番号など選択リ
ソースの一般的な情報を入力できます。

「リソース詳細」を使用する
と、新規または選択リソー
スに関する詳細な情報を追
加、表示、編集できます。

左または右向き矢印をクリックすると、
選択リソースをインデントまたはアウトデントして階層内で
の位置を示すことができます。上下矢印をクリックすると、

選択リソースを階層内で上下に移動できます。

リソースに対応する従業
員識別子
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詳細  「詳細」タブを使うと、リソースの労務分類 ( 労務＝人員、
非労務＝装置、材料＝サプライ ) を指定して、リソースが超過
勤務時間を記録できるかどうかを表し、リソースの標準レート
やアベイラビリティを定義できます。

利用可能な時間の単位は、分、時間、日、週、月、年です。
各時間単位の略語はシステム管理者が「管理設定」ダイア
ログボックスで設定します。

アクティビティで作業するためにリソースを利用できる
時間の最低値

ここにマークを入れる
と、リソースは

Primavera Timesheets 
でアクティビティの超
過勤務時間を記録でき

ます。

リソースの標準単価に対する
リソースの残業単価を算出す
るための数字を入力します  
( 標準単価 x 超過勤務割増率 = 
超過勤務単価 )。

指定された時間枠の各作業期間中に利用できる単位数 ( 時
間、日、週、または月 )。パーセンテージまたは数値の次
に、時間単位のユーザ設定に応じて斜線 (/) と適切な期間

を入力します。 リソースの単価を入力し、
斜線（/）と当該単価の単
位を挿入します。

リソースを追加し
た際には、ユーザ
設定で選択した表
示通貨が既定で表
示されます。リ

ソースに関連付け
るために異なった
通貨を選択するこ

ともできます。

リソースの新たな割当では、
工数が変わるたびにコストが
再計算されることを示す際に
マークを入れます。
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既定単位工数

既定単位工数は時間単位のユーザ設定に応じて、パーセンテー
ジ、または数値の後に斜線（/）と適切な期間を追加したかたち
で入力できます。例えば、選択リソースが 1 人の人員の場合、
妥当な値は 1 日（所要）あたり 8 時間（工数）となります。こ
の場合、デフォルトの単位工数は「8.00h/d」、または 1 日あたり
8 時間の作業になります。パーセンテージを入力する場合は、リ
ソースがフルタイムで働けることを示すために「100」と入力し
ます。同様に、選択リソースが人員 5 人の部署である場合、最
高単位工数は「40.00h/d」、または 500% になります。これは、1
人が 1 日あたり 8 時間の作業を行うのではなく、5 人で 1 日あた
り 40 時間の作業を行うということです。

ディクショナリレベルでのリソース用コスト連動のデフォルト
設定

ディクショナリレベルで「工数からコストを計算」フィールド
を指定すると、特定のリソース向けの新たな割当で工数が変わ
るたびにコストを再計算するかどうか決められます。この
フィールドは新しいリソースの割当のみに適用されます。この
設定は既存リソースの割当には影響しません。デフォルトで、
このフィールドは真に設定されています。 

このフィールドのデフォルトを偽に設定し、リソースの新規リ
ソース割当時のアクションを変更できます。このフィールドを
偽に設定すると、工数の変更とコストの計算は連動しなくなり
ます。

「工数からコストを計算」フィールドは複数のリソースで表示で
きます。このフィールドを複数のリソースで設定するには「定
義」、「リソース」を選択します。「表示オプション」バーをク
リックして「列」、「カスタマイズ」を選択します。「列」ダイア
ログボックスの「全般」グループで「工数からコストを計算」
を選択し、  をクリックします。  および  ボタンを利用して
適宜「工数からコストを計算」列を配置し、「OK」をクリック
します。
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ノート  「ノート」タブを使うと、リソースに関するコメントを
入力できます。HTML 編集機能を利用できます。この中には、
テキストのフォーマットや画像の挿入、他のドキュメントファ
イルからの情報のコピーと貼付（書式は維持）、ハイパーリンク
の追加などが含まれます。
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リソースコードと値の定義および割当

リソースコードは、プロジェクトのリソースを分類するもうひ
とつの方法です。例えば、「責任」と呼ばれるコードを設定し
て、「チームリード」や「エンジニア」といった値を作成できま
す。このような値を適切なリソースに割り当てると、Project 
Management モジュールでメソドロジをプロジェクトとしてイン
ポートした際にあらゆるエンジニアまたはチームリード別にす
ばやくグループ化、フィルタ、またはソートできます。「定義」、
「リソースコード」を選択して「リソースコード」ダイアログ
ボックスを表示します。

リソースコードの設定  「修正」をクリックすると、値を追加す
る予定のリソースコード定義の広範なカテゴリを追加できます。
リソースコード名を入力して、コードに割り当てる値の最高文
字数を入力します。コードや値の文字数を追加し終わったら、
「閉じる」をクリックします。
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リソースコード値の追加  値を設定したいコードを選択して「追
加」をクリックします。リソースコード値の名前を入力します。最
大文字数は、リソースコードレベルであらかじめ設定されていま
す。値の説明を入力します。コード値の階層構造を作成するには、
右向き矢印をクリックして選択値のレベルをインデントします。

リソースコード値の割当  「リソース詳細」の「コード」タブを
使うと、コード値をリソースに割り当てられます。「表示オプ
ション」バーをクリックして「詳細」を選択し、「コード」の次
に「割当」をクリックします。

コード値は階層構造に配
置するとさらに分類でき

ます。

「割当」をクリックして、
選択リソースのリソース
コード値を選択します。
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ロールの設定

ロールは、プロジェクト人員の役職名またはスキルです。例え
ば、ソフトウェアエンジニア、データベース管理者、品質保証
検査官などです。あらゆるメソドロジでリソースやアクティビ
ティに割り当てられる標準的なロールのセットを作成できます。
また、無制限の数のロールを作成し、より簡単に管理したり割
り当てたりできるよう階層構造に整理することもできます。ア
クティビティに割り当てるロールのセットが、アクティビティ
の技能要件を定義します。

メソドロジ設定時およびコスト計画中にリソースと同様にロー
ルをアクティビティに割り当てます。計画が最終的に決定され
ると、各アクティビティのロールと技能要件に基づいてロール
はリソースに置き換えられます。

ロールの表示  「定義」、「ロール」を選択し、「表示オプション」
バーをクリックします。

■ 開示中のメソドロジに割当があるロールのみを表示するに
は、「フィルタ」、「現行メソドロジ」を選択します。

■ すべてのロールを表示するには、「フィルタ」、「全ロール」
を選択します。
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特定リソースのロール表示  「定義」、「リソース」を選択します。
表示したいロールを持つリソースを選択します。「表示オプショ
ン」バーをクリックし「詳細」を選択して、「リソース詳細」を
表示します。「ロール」タブをクリックします。

リソースとロールの他の情報を含むよう「リソース」タブ
の列をカスタマイズできます。タブの「列」エリアを右ク
リックしてから「リソース列の編集」を選択します。
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特定アクティビティのロール表示  「メソドロジ」、「アクティビ
ティ」を選択します。表示したいロールを持つアクティビティ
を選択します。「アクティビティ詳細」を表示するには、「レイ
アウトオプション」バーをクリックして「下部表示」、「アク
ティビティ詳細」を選択します。「リソース」タブをクリックし
ます。

ロールは、計画段階でアクティ
ビティに追加できます。

リソースはまだ、選択アク
ティビティに追加された

ロールに関連付けられてい
ません。
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ロールの追加  「定義」、「ロール」を選択します。追加するロー
ルの直上同階層のロールを選択し、「追加」をクリックします。
ロールの ID と名前を入力します。ロールの階層構造を作成する
には、右向き矢印をクリックして選択ロールのレベルをインデ
ントします。例えば、ディレクタやスポンサなど Project 
Manager に含まれる特定のロールを一覧表示できます。

当該ロールの責任に関する説明を入力します。HTML 編集機能
を利用できます。この中には、テキストのフォーマットや画像
の挿入、他のドキュメントからの情報のコピーと貼付（書式は
維持）、ハイパーリンクの追加などが含まれます。

ハイライトされたテキス
トを新規ロールの ID と名

前に置き換えます。

上下矢印をクリックすると、一覧上
のロールを上下に移動できます。左
右矢印をクリックすると、ロールの

階層レベルを変更できます。
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ロールのリソースへの割当

リソースに割り当てるロールのセットは、リソースの技能を説
明したものです。このようなロールの割当により、ロールに応
じて簡単にリソースをアクティビティに割り当てられます。ま
た、アクティビティを実施するうえで実際にリソースが利用で
きるか不明な場合は、ロールを直接アクティビティに割り当て
られます。その後、ロールを適切なリソースに置き換えられま
す。

ロールによるリソースのアク
ティビティへの割当に関する詳
細については、107 ページの
「アクティビティの利用」を参照
してください。

このモジュールでは、2 通りの方法でロールをリソースに割り当
てられます。「リソース詳細」からロールをリソースに割り当て
るか、「ロール」ダイアログボックスからロールをリソースに割
り当てられます。

「リソース詳細」からロールをリソースに割当  「定義」、「リソー
ス」を選択し、ロールを割り当てたいリソースを選択します。
「表示オプション」バーをクリックして「詳細」を選択します。
「ロール」タブをクリックしてから「割当」をクリックします。
割り当てたいロールを選択して「割当」ボタンをクリックし、
「閉じる」ボタンをクリックします。

選択リソースのリソースロー
ルを表示します。表示をソー
トするために「ロール ID」列
のラベルをクリックします。

「ロール」ダイアログボック
スでロール名を修正できます

（「定義」、「ロール」を選択）。

リソースで複数のロールが一覧
表示されている場合は、既定と
して使用したいロールのチェッ
クボックスにマークを入れます。

プロジェクトマネージャは、メソドロジ内の
ロールの熟達度レベルを使用して、Project

Management モジュールのロールおよび熟達
度利用設定によりリソースとスキルの需要供

給を分析できます。
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「ロール」ダイアログボックスからロールをリソースに割当  「定
義」、「ロール」を選択します。「表示オプション」バーをクリッ
クして「ロール詳細」を選択します。割り当てたいロールを選
択します。「リソース」タブをクリックしてから「割当」をク
リックします。

表示された熟達度レベルをダブルクリックし、適切なレベルを
選択します。

選択ロールを割り当てるリソー
スを選択します。「割当」ボタ
ンをクリックしてから「閉じ
る」ボタンをクリックします。 
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ユーザ定義フィールドを利用すると、

フィールドや値をカスタマイズして、メ

ソドロジのデータベースに追加できま

す。これにより、例えば、納入日や購買

注文番号などの追加アクティビティデー

タをトラッキングできます。また、利益

や分散、修正予算など、リソースやコス

トに関連するデータもトラッキングでき

ます。

本章では、メソドロジのニーズを満たす

ようユーザ定義フィールドを設定する方

法について説明します。

本章の内容：

ユーザ定義フィールドの作成

ユーザ定義フィールドの利用

ユーザ定義フィールドの利用
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ユーザ定義フィールドの作成

ユーザ定義フィールド (UDF) を使うと、無制限の数のカスタム
フィールドや値をメソドロジのデータベースに追加できます。
UDF は、購買注文番号や納入日、図面番号、利益、差異、修正
予算などです。 

データ領域  データ領域では無制限の数の UDF をカスタマイズ
できます。データ領域は、アクティビティ、アクティビティス
テップ、アクティビティリソース割当、リソースのいずれかにな
ります。各データ領域に列を追加し、データ領域に適した UDF
に基づいてデータをグループ化、ソート、フィルタできます。 

データタイプ  作成したカスタムフィールドでは、コスト、整
数、番号、テキスト、開始日、終了日、インジケータなど、当
該フィールドのデータのタイプを指定できます。選択したデー
タタイプによって、フィールドで指定できるデータのタイプが
決まります。例えば、「開始日」を選択すると、「開始日」の列
を作成する際には「開始日」列に日付のみを入力できます。

以下のテーブルは、利用可能なデータのタイプと、ユーザ定義
フィールドにおける使途について説明したものです。

ユーザ定義フィールドの定義  「定義」メニューから「ユーザ定
義フィールド」を選択します。「データ領域の選択」ドロップダ
ウンリストで、新規フィールドを追加するデータ領域を選択し
て「追加」をクリックします。

UDF の追加情報を入力する前にデータ領域を選択する必要
があります。

データタイプ 使途

テキスト テキスト、またはテキストと数字の
組み合わせ

開始日 開始日

終了日 終了日

数値 小数点 2 位までの数値

コスト 通貨の値

整数 数字データ（金銭以外）
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「タイトル」列をダブルクリックして、UDF の名前を入力しま
す。「データタイプ」列をダブルクリックして、適切なデータの
タイプを選択し「閉じる」をクリックします。

ユーザ定義テキストフィールドの最大文字数は 255 字です。 

UDF を編集するセキュリティ権限のあるユーザのみが、
「ユーザ定義フィールド」ダイアログボックスで UDF を追
加、修正、または削除できます。UDF を編集するアクセス
権限のないユーザも、「ユーザ定義フィールド」ダイアログ
ボックスで UDF を閲覧することは可能です。どのユーザで
も列の既存 UDF に値を割り当てられます。また、プロジェ
クトのコストデータを閲覧するプロジェクトセキュリティ
権限のあるユーザのみが「コストのデータタイプ」を持つ
UDF 値を閲覧できます。

 
 
 タイトルまたはデータタイプを

入力する前にデータ領域を選択
する必要があります。

ユーザ定義フィールドの編集権
限がない場合、「追加」、「削除」

ボタンは無効になります。

ユーザ定義フィールドのタ
イトルとデータタイプを入
力します。例えば、タイト
ルとして「変更注文番号」
を入力し、データタイプと
して「数字」を選択するこ

とができます。
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ユーザ定義フィールドの利用

他のデータフィールド同様、UDF 用の列を作成し、UDF データ
に基づいてグループ化、ソート、フィルタして、レポートで
UDF データを表示できます。以下のセクションでは、このよう
な機能の活用についてさらに詳しく説明します。

UDF 列の作成  「アクティビティテーブル」、「アクティビティス
テップ」、「アクティビティリソース割当」、「リソース」の列で
UDF を表示できます。  

列追加の詳細については、 207
ページの「レイアウトのカスタマ
イズ」を参照してください。

UDF の列は、UDF を作成したデータ領域のレイアウトでの
み作成できます。例えば、「リソース」データ領域で「購入
注文番号」と呼ばれる UDF を作成した場合、購入番号番号
UDF は「リソース」レイアウトでのみ表示できます。

データのグループ化、ソート、
フィルタの詳細については、
 195 ページの「データのグルー
プ化、ソート、フィルタ」を参照
してください。

UDF のグループ化、ソート、フィルタ  ユーザフィールドでレ
イアウトをグループ化すると、サマリをグループ化、ソート、
フィルタ、表示できます。UDF に基づいてグループ化および
ソートするには、「表示」、「グループとソート」をクリックしま
す。UDF に基づいてデータをフィルタするには、「画面」、「フィ
ルタ」を選択します。

レポートの詳細については、
 215 ページの「レポートのカス
タマイズ」を参照してください。

レポートで UDF を表示  レポートで UDF を閲覧し、これを列に
表示できます。「レポート」ウィザードで、レポートに含む UDF
を選択できます。また、UDF に基づいてデータをグループ化、
ソート、フィルタできます。レポートの実行後、選択した UDF
が列に表示されます。



アクティビティの利用

メソドロジ経費の利用

リスクの管理

ドキュメントライブラリの作成と管理

モジュールのメソドロジのチェックインと
チェックアウト

内容

パート 3

メソドロジの実装



このパートでは、より完全にメソドロジを定義する

方法について説明します。「アクティビティの利用」で

は、アクティビティや接続関係をメソドロジに追加する

方法を示すとともに、「メソドロジ経費の利用」アクティ

ビティ経費をモニタリングし、メソドロジの潜在的な問

題点を識別する方法を説明します。

「リスクの管理」では、リスクを定義して、ワークブレー

クダウンストラクチャ（WBS）エレメントに割り当てる

方法について説明します。「ドキュメントライブラリの作

成と管理」では、関連ドキュメントと成果物をトラッキ

ングする方法を学びます。

「モジュールのメソドロジのチェックインとチェックアウ

ト」では、Methodology Management モジュールデータ

ベース外で使われているメソドロジのトラッキング方法

を説明します。

「メソドロジデータの転送」では、メソドロジをインポー

トおよびエクスポートする方法、プロジェクトを新規メ

ソドロジとして Project Management モジュールからイン

ポートする方法を説明します。
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アクティビティは、メソドロジの基本的

な構築ブロックです。これは、最低レベ

ルのワークブレークダウンストラクチャ

(WBS) であり、メソドロジの最小区分

です。本章では、Methodology 

Management モジュールでアクティビ

ティとそのプロパティを追加する方法に

ついて説明します。

本章の内容：

アクティビティの概要

アクティビティの追加

全般的なアクティビティ情報の定義

接続関係の設定

割当用にアクティビティ詳細を表示

リソースとロールの割当

ノートトピックの割当

ステップの追加

アクティビティステップテンプレー
トの作成と割当

アクティビティコードと属性の作成
および割当

コア再使用の表示

経費の追加

ドキュメントの割当

アクティビティの利用
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アクティビティの概要

アクティビティは、決められた時間内に発生する必要のある作
業を表します。「アクティビティテーブル」または「アクティビ
ティネットワーク」レイアウトを使うと、アクティビティを追
加してメソドロジを構築できます。このレイアウト内で、以下
のアクティビティ情報を定義できます。

■ アクティビティの ID と名前－アクティビティを独自に識
別、説明

■ 先行作業および後続作業－同じメソドロジ内の他のアクティ
ビティとの関係を定義

■ アクティビティタイプ、期間タイプ、進捗率タイプ

■ Project Architect でのボトムアップ見積用のリソース単位工数
および期間の最小・最大値

■ ワークブレークダウンストラクチャ (WBS) ノード

■ アクティビティのコードと値 － アクティビティを分類

■ アクティビティ属性－アクティビティをソート、フィルタ、
グループ化し、プロジェクト計画で企業基準を維持

■ コアの再使用－単一のメソドロジ内、また複数のメソドロジ
でアクティビティをコピーしてリンク、または再使用

■ 経費

■ 作業成果物とドキュメント

■ リソース

■ ロール － アクティビティの人員補充用スキル要件を識別

■ アクティビティの実行に関する注記

■ ステップ － アクティビティをより小さい単位に分割

■ アクティビティステップテンプレート－多くのアクティビ
ティに共通するステップの再使用可能なセットを指定
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アクティビティの追加

「アクティビティ」ウィンドウを使うと、開示中のメソドロジ用
にアクティビティを作成、表示、修正できます。「アクティビ
ティ」ウィンドウは、上下のレイアウトに分割できます。例え
ば、「アクティビティテーブル」または「アクティビティネット
ワーク」を上部レイアウト、「アクティビティ詳細」、「アクティ
ビティテーブル」または「トレースロジック」を下部レイアウ
トに表示できます。レイアウトは、要件を満たすようカスタマ
イズできます。 

アクティビティのコア再使用の詳
細については、 43 ページの「メ
ソドロジの作成とリンク」を参照
してください。

また、単一アクティビティのコア情報を、単体のメソドロジ内
で、または複数のメソドロジで複数のアクティビティ用に再使
用することもできます。これにより、アクティビティのコア情
報を複数回定義する必要がなくなるため、アクティビティの作
成プロセスを迅速に実行できるようになります。コア情報には、
アクティビティ名や期間タイプ、進捗率タイプ、アクティビ
ティタイプ、属性、ステップ、ノートトピックが含まれます。

「メソドロジ」、「アクティビティ」を選択すると、「アクティビ
ティ」ウィンドウを表示できます。

アクティビティをメソドロジに追加するには、「アクティビティ
テーブル」または「アクティビティネットワーク」を使います。
ユーザ設定に応じて、「新規アクティビティ」ウィザードが起動
してアクティビティの追加を支援します。

レイアウトを開くには、「レ
イアウトオプション」バー

をクリックして「上部表示 /
下部表示」オプションを選
択してからレイアウトのタ

イプを選びます。
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アクティビティテーブルでアクティビティを追加  「アクティビ
ティテーブル」で、新規アクティビティを追加するグループバ
ンドまたはグループバンド内の別のアクティビティを選択し、
「追加」をクリックします。新規アクティビティを追加するに
は、「新規アクティビティを作成」をクリックします。既存アク
ティビティがリンクされたコピーを再使用または追加するには、
「既存アクティビティコアの再使用」をクリックしてからアク
ティビティを選択します。異なったメソドロジのアクティビ
ティを再使用するには、「アクティビティを選択」ダイアログ
ボックスの「表示オプション」をクリックして「メソドロジを
選択」を選んでから、再使用したいアクティビティを持つメソ
ドロジを選択します。

既存アクティビティを選
択して、その情報を新規
アクティビティ用に再使

用します。

「アクティビティ詳細」を
使用すると、アクティビ
ティ情報を完了できます。
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アクティビティネットワークでアクティビティを追加  「アク
ティビティネットワーク」で、新規アクティビティを追加する
グループバンドまたはグループバンド内の別のアクティビティ
ボックスを選択し、「追加」をクリックします。新規アクティビ
ティを追加するには、「新規アクティビティを作成」をクリック
します。既存アクティビティがリンクされたコピーを追加する
には、「既存アクティビティコアの再使用」をクリックしてから
アクティビティを選択します。

「アクティビティネットワーク」で設定されているグループ
がない場合は、アクティビティをレイアウトの最下部に追
加します。

新規アクティビティがトッ
プレベルの WBS グループ
バンドに追加されました。
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全般的なアクティビティ情報の定義

表示する「アクティビティ
詳細」タブとその順序を指
定するには、「レイアウト
オプション」バーをクリッ
クして「下部レイアウトオ
プション」を選択します。

「アクティビティ詳細」で「全般」タブを使うと、期間タイプ、
WBS 割当、アクティビティタイプ、見積最低・最高値などの選
択アクティビティの一般情報を定義できます。

「メソドロジ」、「アクティビティ」を選択してから、全般情報を
定義するアクティビティを選びます。「レイアウトオプション」
バーをクリックして「下部表示」、「アクティビティ詳細」を選
択し、「全般」タブをクリックします。

アクティビティのタイプ  メソドロジにおけるアクティビティの
役割に基づいて、アクティビティのタイプを、また Project 
Management モジュールでプロジェクトとしてメソドロジをイン
ポートし、スケジュール計算を実施する際に使用されるカレン
ダも選択します。

■ アクティビティのリソースがカレンダに基づいてスケジュー
ルされていることを示すには、「タスク依存」を選択します。

■ アクティビティに割当てられたリソースの個々カレンダに基
づいてアクティビティがスケジュールされていることを示す
には、「リソース依存」を選択します。複数のリソースが同
じアクティビティに割り当てられていても別個に作業を行う
場合は、このアクティビティのタイプを使用します。

■ アクティビティの所要期間が先行作業や後続作業に依存して
いることを示すには、「工程依存」(LOE) を選択します。
LOE アクティビティには制約がなく、継続しているものと
みなされます。プロジェクト管理タスクやレビュー、ミー
ティングなどが例として挙げられます。Project Management
モジュールでは、リソースを平準化する際には LOE アク
ティビティは含まれません。

終了→開始、および開始→開始の先行作業、および開始→終
了および開始→開始の後続作業すべてにより LOE アクティビ
ティの開始日が決まります。終了→終了および開始→終了の
先行作業および終了→開始および終了→終了の後続作業すべ
てにより LOE アクティビティの終了日が決まります。
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■ アクティビティがプロジェクトの主要な段階の開始または終
了をマークしていることを示すには、「開始または終了マイ
ルストン」を選択します。マイルストンは時間ベースのコス
トやリソース割当を含みません。このモジュールは、マイル
ストンアクティビティの期間を認識しません。

■ アクティビティ所要期間が、共通の WBS レベルを持つアク
ティビティの最も早い開始日と最も遅い終了日に依存してい
ることを示すには「WBS サマリ」を選択します。

依存リソースを「WBS サマリ」アクティビティに割
り当てることはできません。

所要期間タイプ  メソドロジを使って作成したプロジェクトでア
クティビティを更新する際にリソース、スケジュール、または
コストのいずれが最も重要かに応じて、期間タイプを選択しま
す。所要期間タイプは、リソースがアクティビティに割り当て
られている場合にのみ適用されます。以下の公式は、どのデー
タが更新されるかに関わらず該当します。

残工数（リソース） = 単位工数 x 残所要期間（アクティビティ）

例えば、リソースが 1 日あたり 8 時間のアクティビティに 5 日間
割り当てられている場合、残工数または作業工程は 40 時間として
計算されます。所要期間タイプを利用すると、値を変更した場合
にこの公式のどの変数が計算されるのかコントロールできます。 

■ 「所要期間と単位工数固定」または「所要期間と工数固定」
のいずれかを選択して、プロジェクトにおいてスケジュール
が制限ファクタであることを示します。アクティビティを修
正または更新する際に割り当てられたリソースの数に関係な
く、アクティビティの所要期間は変更されません。通常、タ
スク依存アクティビティを使用する際にこの期間タイプを選
択します。 

アクティビティの残所要期間を更新する際、残工数および期
間ごとの工数のいずれかを計算するよう選択できます。残工
数を再度計算してリソース定数の単位工数を維持する場合は
「所要期間と単位工数固定」を選択します。このモジュール
では以下の公式を使用します。

残工数 = 単位工数 x 残所要期間

残工数の定数を維持して単位工数を再度計算する場合は「所
要期間と工数固定」を選択します。このモジュールでは以下
の公式を使用します。
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単位工数 = 残工数 / 残所要期間

■ 「単位工数固定」を選択すると、リソースのアベイラビリ
ティがプロジェクトの最も重要な面であることを示唆できま
す。この場合、アクティビティの所要期間や作業工程が変
わっても単位工数またはリソース単価は一定のままになりま
す。リソース依存アクティビティを計画する際は、この所要
期間タイプを最も頻繁に使用します。 

■ 「工数固定」を選択すると、予算（単位またはコスト）が制
限ファクタであり、作業の合計量が固定されていることを示
唆できます。アクティビティを更新すると、アクティビティ
の所要期間やリソース単価が変わってもアクティビティの完
了に必要な作業工程は変わりません。通常、このタイプはリ
ソース依存アクティビティと併用します。リソースを増やす
と、アクティビティ所要期間を短縮できます。

WBS  「ブラウズ」ボタンをクリックすると、新規 WBS ノード
を選択アクティビティに割り当てられます。

進捗率タイプ  アクティビティの進捗率はアクティビティ所要期
間、アクティビティ単位、または各アクティビティ用に入力す
る実績進捗率に応じて計算できます。アクティビティごとに進
捗率を定義する必要があります。

■ アクティビティ進捗率を実績工数または残工数から計算する
よう指定するには、「工数」を選択します。

■ アクティビティ進捗率を実績期間または残期間から計算する
よう指定するには、「所要期間」を選択します。

■ 当該アクティビティの進捗率をユーザが入力する場合には、
「業績」を選択します。

労務、非労務、材料の見積
工数高低はアクティビティ
詳細「リソース」タブで修
正できます。

労務工数  選択アクティビティの労務リソース用の高低見積作業
工程です。

非労務工数  選択アクティビティの非労務リソース用の高低見積
作業工程です。 

所要期間  選択アクティビティの完了に必要な高低作業期間数見
積です。 
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接続関係の設定

アクティビティ間の接続を作成すると、他のアクティビティが
開始または終了した後にのみアクティビティを開始できるかど
うか指定できます。このモジュールでは、いくつかの方法で接
続関係を割り当てられます。「アクティビティネットワーク」を
使うと、アクティビティをリンクする際にロジックのフローを
視覚化できます。また、「アクティビティ詳細」の「接続」タブ
を使うと、アクティビティに接続関係を割り当てられます。「メ
ソドロジ」、「アクティビティ」を選択すると、「アクティビ
ティ」ウィンドウを表示できます。「レイアウトオプション」
バーをクリックして「下部表示」、「アクティビティ詳細」を選
択し、「接続」タブをクリックします。

接続タイプとラグ  以下の 4 つのタイプの接続を定義できます。

通常、先行作業から後続作業までの接続を定義します。

先行アクティビティの開始または終了直後に後続アクティビ
ティを開始または終了できない場合は、接続ラグタイムを定義
できます。ラグはアクティビティの開始または終了からその後
続アクティビティの開始または終了までの工数です。ラグは正
負どちらの値でも構いません。例えば、ラグが 3 日間の開始→
開始接続は、先行アクティビティ開始の 3 日後に後続アクティ
ビティを開始できることを示します。

終了→開始 (FS)。後続アクティビティは、先行
アクティビティが完了した場合にのみ開始でき
ます。

終了→終了 (FF)。後続アクティビティは、先行
アクティビティが終了した場合にのみ終了でき
ます。

開始→開始 (SS)。後続アクティビティは、先行
アクティビティが開始した場合にのみ開始でき
ます。

開始→終了 (SF)。後続アクティビティは、先行ア
クティビティが開始されるまで終了できません。
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2 つのアクティビティ間の
接続ラインをドラッグす
ると、ヒントウィンドウ
が表示され、マウスボタ
ンから手を離した際に作
成される接続のタイプが
示されます。

アクティビティネットワークで接続関係を作成  接続したい 2 つ
のアクティビティ間でマウスをドラッグします。先行アクティ
ビティの左または右にポインタを指し、後続アクティビティの
左または右にマウスをドラッグします。接続を定義すると、マ
ウスのポインタが  に変わります。

接続関係を修正または削除するには、接続ラインをダブル
クリックします。

アクティビティ詳細を使って接続を割当  先行または後続作業の
接続を追加するアクティビティを選択します。「レイアウトオプ
ション」バーをクリックしてから「下部表示」、「アクティビ
ティ詳細」を選択、表示して、「接続」タブをクリックします。
「先行」または「後続」のいずれかで「割当」をクリックしま
す。割り当てたい先行または後続アクティビティを選択して
「割当」ボタンをクリックし、「閉じる」ボタンをクリックしま
す。「接続タイプ」フィールドをダブルクリックして、接続タイ
プを選択します。「ラグ」フィールドをダブルクリックして接続
のラグタイム値を入力します。

また、「アクティビティ詳細」の「先行作業」または「後続
作業」タブを使うと、接続を割り当てられます。「接続」タ
ブは、単一のタブに先行および後続情報をまとめたもので
す。「接続」タブに保管されたデータは、「先行作業」およ
び「後続作業」タブの情報と同期化されます。

アクティビティ S2160 の終了からアクティビ
ティ S2170 の開始までマウスをドラッグする
と、終了→開始接続関係を定義できます。

矢印ボタン
を使うと、
ひとつのア

クティビ
ティから次
のアクティ
ビティに移

動できます。
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トレースロジック  このモジュールでは、トレースロジック用に
異なったレイアウトが使われているため、メソドロジ全体を表
示しながらパスをチェックすることができます。「レイアウトオ
プション」バーをクリックして、「下部表示」、「トレースロジッ
ク」を選択します。「アクティビティテーブル」または「アク
ティビティネットワーク」で、ネットワーク内でパスのトレー
スを開始したいアクティビティを選択します。

一連のアクティビティ内を移動するには、選択アクティビティ
の先行作業または後続作業をクリックします。先行 / 後続レベル
の数を修正するには、「レイアウトオプション」バーをクリック
してから「下部レイアウトオプション」を選択します。 

この「トレースロジック」
レイアウトでは、選択ア
クティビティの 3 つの先
行および後続アクティビ

ティが表示されます。
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割当用にアクティビティ詳細を表示

「メソドロジ」、「アクティビティ」を選択すると、「アクティビ
ティ」ウィンドウを表示できます。「レイアウトオプション」
バーをクリックして、「下部表示」、「アクティビティ詳細」を選
択します。以下の「アクティビティ詳細」タブを表示すると、
追加メソドロジ情報を割り当てられます。 

■ コード / 属性：組織やプロジェクトのニーズに応じてアク
ティビティを分類したり、あらゆるメソドロジのプロジェク
ト計画における企業基準に応じてアクティビティを分類する
ために使用されます。

■ リソース：あらゆるメソドロジにはアクティビティの作業を
実行する人員や装置が含まれます。また、ロールと呼ばれる
プロジェクト人員の役職名やスキルを割り当てたり除去した
りできます。

■ ノート：特定の情報分類に基づいてアクティビティについて
さらに説明した追加情報です。

■ ステップ：アクティビティをさらに小さい単位に分割します。

■ コア再使用：選択アクティビティを再使用するメソドロジ
のリストです。また、各メソドロジにアクティビティが表
示される回数やアクティビティオーナのメソドロジを表示
できます。

■ 経費：再使用できないアイテムのための 1 度限りの支出で
す。定義済みのカテゴリを経費に関連付けて分類すること
ができます。

■ ドキュメント：メソドロジに関連するあらゆるドキュメント
と成果物を分類してトラッキングできます。
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アクティビティ詳細タブの修正  「レイアウトオプション」バー
をクリックしてから「下部レイアウトオプション」を選択しま
す。「利用可能タブ」列で、表示したいタブをクリックしてから
右矢印ボタンをクリックします。「アクティビティ詳細」でタブ
を左にシフトするには、選択したタブで上向き矢印ボタンをク
リックします。「アクティビティ詳細」でタブを右にシフトする
には、選択したタブで下向き矢印ボタンをクリックします。

リストに含まれているタ
ブをすべて、ダイアログ
ボックスのひとつの列か
ら別の列にシフトするに
は、適切な二重矢印ボタ

ンをクリックします。
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リソースとロールの割当

「メソドロジ」、「アクティビティ」を選択すると、「アクティビ
ティ」ウィンドウを表示できます。「レイアウトオプション」
バーをクリックして、「下部表示」、「アクティビティ詳細」を選
択します。「アクティビティ」ウィンドウで、リソースまたは
ロールを割り当てたいアクティビティを選択します。「リソー
ス」タブをクリックします。

メソドロジ用のリソースやロール
の設定に関する詳細については、
 85 ページの「リソースとロール
の定義」を参照してください。

「リソースの追加」をクリックして、リソースを選択アクティビ
ティに割り当てます。「ロールの追加」をクリックすると、ロー
ルを選択アクティビティに追加できます。割り当てたいリソー
スまたはロールを選択します。複数のリソースまたはロールを
割り当てるには、Ctrl キーを押したまま、割り当てたいリソー
スやロールをクリックします。「割当」ボタンをクリックしてか
ら「閉じる」ボタンをクリックします。

リソースとロールの他の情
報を含むよう「リソース」
タブ列をカスタマイズでき
ます。「リソース」タブの
「列」エリアを右クリック
してから「リソース列の編
集」を選択します。

詳細な情報を定義するには、適切なセルをダブルクリックして
から選択アクティビティの情報を入力します。アクティビティ
に割り当てられているリソースまたはロールを置き換えるには、
置き換えたいリソースまたはロールを選択して「リソースの追
加」または「ロールの追加」をクリックし、「置換」ボタンをク
リックします。新規リソースまたはロールを選択して「閉じる」
ボタンをクリックします。

「ユーザ定義」の「計算」タブで、アクティビティに割り当
てられたリソースを置き換える際の既定動作を定義できま
す。常に、現行割当の新規リソースの単位工数（置き換え
ているリソースなど）を使用するよう選択するか、既存の
アクティビティ割当でリソースを置き換えるたびに指示を
出すよう選択します。

特定のリソースが識別されるまでスケジュールやコスト計画を
行えるよう、特定のスキルセットを持つロールをリソースに割
り当てることができます。その後、当該ロール用に設定された
熟達度要件に基づいて、正しいリソースを持つロールに置き換
えることができます。
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「ロールによるリソース割
当」ダイアログボックスで
特定のリソースをすばやく
見つけるには、「表示オプ
ション」バーをクリックし
て「グループとソート」を
選択し、リソースに割り当
てられているリソースコー
ドを選びます。リソースの
リストは、ロール内のリ
ソースコード別に再度ソー
トされます。

ロールによるアクティビティへのリソース割当  ロールによりリ
ソースを割り当てるには、少なくともひとつのロールをアク
ティビティに割り当てる必要があります。「ロールによる割当」
をクリックします。「ロールによるリソース割当」ダイアログ
ボックスに、選択アクティビティに割り当てられたロールが一
覧表示されます。各ロールを満たすリソースがロールの下に表
示されます。割り当てたいリソースを選択します。「割当」ボタ
ンをクリックしてから「閉じる」ボタンをクリックします。

リソースまたはロールを割り当てて、アクティビティでの使用
が予測される予算または計画工数を指定すると、プロジェクト
マネージャは Project Management モジュールのこの情報を使って
（メソドロジをインポートする場合）、作業工程およびコストの
ボトムアップ見積を行うことができます。

リソース / ロールラグの指定  Methodology Management モジュー
ルでは、リソースとロール双方の割当用ラグフィールドがありま
す。Methodology Management で利用できるラグは、Project 
Management モジュールの「残ラグ」フィールドに相応します。ラ
グは、アクティビティは開始できてもリソースを開始できない場
合に使用されます。ラグは遅延を相殺するために使われます。

メソドロジで指定したラグは、Project Architect を使って当該メ
ソドロジで作成またはアップデートした Project Management プロ
ジェクトにインポートされます。 
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リソース / ロールのラグを指定するには「メソドロジ」、「アク
ティビティ」を選択します。「アクティビティ詳細」の「リソー
ス」タブをクリックします。ラグの列が表示されない場合は、
以下の手順に従ってください。

• 「詳細」タブの列を右クリックしてから「リソース列の編
集」をクリックします。   

• 「所要期間」グループで「ラグ」を選択し、  をクリック
します。 

•  および  ボタンを利用して適宜「ラグ」列を配置し、
「OK」をクリックします。

次に、ラグを入力するリソース割当を選択し、「ラグ」列に望ま
しいラグを入力します。

リソース割当を選択し
ます

希望するラグを入力します
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割当レベルでリソースのコスト連動設定を指定  割当レベルで
「工数からコストを計算」フィールドを指定すると、リソースの
特定の割当で工数が変わるたびにコストを再計算するかどうか
決められます。これにより、リソース （ディクショナリ） レベ
ルでリソースを定義した場合とは異なるコスト連動が設定され
ているプロジェクトに特定のリソースを割り当てられます。 

割当レベルで「工数からコストを計算」フィールドを指定する
には「メソドロジ」、「アクティビティ」を選択します。「アク
ティビティ詳細」の「リソース」タブをクリックします。「工数
からコストを計算」列が表示されない場合は、以下の手順に
従ってください。

• 「詳細」タブの列を右クリックしてから「リソース列の編
集」をクリックします。 

• 「全般」グループで「工数からコストを計算」を選択して 
 をクリックします。 

•  および  ボタンを利用して適宜「工数からコストを
計算」列を配置し、「OK」をクリックします。

最後に、コスト連動設定を指定するアクティビティを選択しま
す。次に「工数からコストを計算」フィールドをクリアにして
特定の割当のフィールドを偽に設定するか、このフィールドに
マークを入れて真に設定します。
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ノートトピックの割当

「メソドロジ」、「アクティビティ」を選択します。「レイアウト
オプション」バーをクリックして、「下部表示」、「アクティビ
ティ詳細」を選択します。「アクティビティ」ウィンドウで、
ノートを割り当てるアクティビティを選択します。「アクティビ
ティ詳細」の「ノート」タブをクリックします。

ノートトピックは、「管理分類」ダイアログボックスの
「ノートトピック」タブであらかじめ定義できます。メソド
ロジや WBS ノード、アクティビティに割り当てるためにト
ピックをアクセス可能な状態にするには、「管理分類」ダイ
アログボックスの適切なチェックボックスにマークを入れ
ます。 

ノートトピックの割当  「追加」をクリックします。割り当てた
いノートトピックを選択します。複数のトピックを割り当てる
には、Ctrl キーを押したまま、割り当てたいノートトピックを
クリックします。「割当」ボタンをクリックしてから「閉じる」
ボタンをクリックします。

「ノート」タブの右側のセクションに、選択ノートトピックの短
い説明を入力します。HTML 編集機能を利用できます。この中
には、テキストのフォーマットや画像の挿入、他の情報フィー
ルドからの情報のコピーと貼付（書式は維持）、ハイパーリンク
の追加などが含まれます。
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ステップの追加

ステップと呼ばれる小さいタスクにアクティビティを分割し、
ステップに加重を割り当てて、Project Management モジュールで
メソドロジをインポートする際にアクティビティの進捗率を計
算することができます。加重ステップを利用すると、完了した
ステップ数に基づいてアクティビティの進捗状況をトラッキン
グできます。

Methodology Management モジュールでは、他のステップの加重に
関わるパーセンテージが表示されます。例えば、3 つのステップ
がアクティビティに割り当てられたとします。最初のステップは
加重が 2、2 番目と 3 番目のステップはそれぞれ加重が 1 です。
Project Management モジュールで最初のステップ（加重 2）に完了
済みのマークをつけると、進捗率は 50 です。1 番目と 2 番目のス
テップに完了済みのマークをつけると、進捗率は 75 になります。
3 つのステップがすべて完了済みになると、進捗率は 100 です。

アクティビティステップテンプ

レートの作成およびアクティビ

ティへの割当に関する詳細につ

いては、次の  127 ページの「ア

クティビティステップテンプレー

トの作成と割当」を参照してくだ

さい。

各アクティビティに特有のステップを追加できます。また、複数
のアクティビティに共通するステップのグループをキャプチャす
るアクティビティステップテンプレートを作成し、ステップのグ
ループをアクティビティに割り当てることができます。このセク
ションでは、アクティビティに特有のステップを追加する方法に
ついて、次のセクションでは、アクティビティステップテンプ
レートを作成して割り当てる方法について説明します。

ステップの追加  「メソドロジ」、「アクティビティ」を選択しま
す。「レイアウトオプション」バーをクリックして、「下部表示」、
「アクティビティ詳細」を選択します。「アクティビティ」ウィン
ドウで、ステップを追加するアクティビティを選択します。「ア
クティビティ詳細」の「ステップ」タブをクリックします。

「追加」をクリックします。新規ステップの名前を入力します。
選択アクティビティのステップの短い説明を入力します。
HTML 編集機能を利用できます。この中には、テキストの
フォーマットや画像の挿入、他の情報フィールドからの情報の
コピーと貼付（書式は維持）、ハイパーリンクの追加などが含ま
れます。ステップをアクティビティの早期段階に移動するには、
上向き矢印をクリックします。ステップをアクティビティの後
期段階に移動するには、下向き矢印をクリックします。

メソドロジが、明確なタ
スクを含む大規模なアク
ティビティで構成されて
いる場合は加重ステップ
の使用をお勧めします。
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一覧表示されているアクティビティの他のステップに関係して、
ステップの加重を示す数字を入力します。加重は 0.0 ～ 999999.0
のうちどの数字でも構いません。ステップ加重は、アクティビ
ティに対するステップの重要性を示します。数字が大きいほど、
重要性が高くなります。「ステップ加重率」列には、ステップの
加重に相当するパーセンテージが表示されます。ステップ加重
率の値は、アクティビティに割り当てられているステップ加重
に基づいて計算されます。この列は、非加重ステップでは 0%
になります。

Project Management モジュールでアクティビティの進捗率
を計算するために加重ステップを使う場合は、「アクティビ
ティ詳細」の「全般」タブで進捗率のタイプとして「業績」
を選択する必要があります。

ユーザ定義フィールドをステップタブに追加  アクティビティの
メインリソースであるユーザは、ユーザ定義フィールドのタイ
トルを変更して、終了日や開始日、コスト、ステップの作業時
間などの値を入力することができます。「エンタープライズ」、
「ユーザ定義フィールド」を選択して、タイトルを割り当てて編
集します。ユーザ定義フィールドの列を追加するには、「ステッ
プ」タブで列を右クリックし、「ステップ列のカスタマイズ」を
選択します。
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アクティビティステップテンプレートの作成と割当

所属組織が、プロジェクト内で、または複数のプロジェクトで
繰り返される複数のアクティビティを抱えていることもありま
す。例えば、建物を建てるたびに、複数の仕様を作成して承認
する必要があります。仕様の開発は、決して変更されることの
ない複数のステップから成るプロセスです。 

例えば、「仕様を書く」活動には以下のようなステップが含まれ
ています。

■ 初期仕様の提出

■ 初期仕様のレビュー

■ 初期仕様の改訂

■ 最終レビュー

■ 最終改訂

このようなステップは、プロジェクト内で、またはすべてのプ
ロジェクトで多くの、あるいはすべての「仕様書を書く」活動
に適用されます。このステップを手動で「仕様書を書く」活動
に入力するよりも、このようなステップを含むアクティビティ
ステップテンプレートを作成すると、該当するアクティビティ
にテンプレートを一度に割り当てることができます。アクティ
ビティステップテンプレートは手動で作成したり、既存のス
テップをテンプレートに変換したりできます。

手動でアクティビティステップテンプレートを作成  「定義」、
「アクティビティステップテンプレート」を選択します。「アク
ティビティステップテンプレート」ダイアログボックスの最上
部のグリッドで「追加」をクリックします。「ステップテンプ
レート名」フィールドに名前を入力します（「仕様ステップ」な
ど）。ステップをテンプレートに追加するには、最下部のグリッ
ドで「追加」をクリックします。ステップ名とステップ加重を
入力します。ステップ加重は、アクティビティの進捗を計算す
るために使われます。ステップを完了済みとマークする際のス
テップ加重が大きいほど、アクティビティは進んでいます。
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加重ステップの詳細については、
前項  125 ページの「ステップの
追加」を参照してください。

テンプレートには、無制限の数のステップを追加できます。

既存ステップをアクティビティステップテンプレートに変換  
「アクティビティテーブル」で、テンプレートに変換したいス
テップが含まれているアクティビティを選択します。「アクティ
ビティ詳細」の「ステップ」タブで、Ctrl キーを押しながら望ま
しいステップをクリックして選択し、「ステップ」タブを右ク
リックして「テンプレートの作成」を選びます。指示が表示され
たら、テンプレートの名前を入力します。ステップとその関連
名、詳細記述、加重、UDF を新規テンプレートに追加します。  

アクティビティステップテンプレートをアクティビティに割当  
アクティビティステップテンプレートは個別にアクティビティ
に割り当てたり、一度に複数のアクティビティに割り当てたり
できます。テンプレートをひとつのアクティビティに割り当て
るには、「アクティビティテーブル」でアクティビティを選択し
ます。「レイアウトオプション」バーをクリックして、「下部表
示」、「アクティビティ詳細」を選択します。「ステップ」タブで
「テンプレートから追加」をクリックします。「アクティビティ
ステップテンプレートの割当」ダイアログボックスで、追加し
たいテンプレートを選択して「選択」アイコン（「+」記号）を
クリックします。テンプレートに一覧表示されているステップ
が「ステップ」タブに自動入力されます。
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また、アクティビティステップテンプレートは複数のアクティ
ビティに一度に割り当てることもできます。「アクティビティ
テーブル」で、Ctrl キーを押しながら、テンプレートに追加し
たいアクティビティをクリックします。「コマンド」バーで「ス
テップ」をクリックして、「アクティビティステップテンプレー
トの割当」ダイアログボックスを開きます。選択アクティビ
ティに追加したいテンプレートを選択して、「選択」ボタン
（「+」記号）をクリックします。

ここをクリックする
とアクティビティス
テップテンプレート
からステップを追加
してテンプレートを
選択できます。

ここをクリックすると、
テンプレートを複数の
アクティビティに追加
できます（アクティビ

ティは「アクティビ
ティテーブル」で選択
する必要があります）。
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アクティビティコードと属性の作成および割当

アクティビティコードは、製造や品質管理、場所など広範な情
報分類を示します。各コードにつき、分類をさらに説明する特
定の値を定義できます。例えば、企業が複数の場所に事業所を
構えている場合は、「ニューヨーク」、「ロサンゼルス」、「シカ
ゴ」どいった値のついた場所を作成できます。次に、アクティ
ビティを特定の場所（「ニューヨーク」など）に関連付けられま
す。各コードで定義できる値の数は限定されていません。

プロジェクトマネージャがメソドロジからプロジェクト計画を
作成すると、Project Architect はアクティビティコードの割当を
コピーします。Project Management モジュールでは、
Methodology Management モジュールでアクティビティに割り当
てられているアクティビティコードや値に応じて、アクティビ
ティをソート、フィルタ、グループ化できます。

属性は、あらゆるメソドロジでアクティビティを分類し、プロ
ジェクト計画で企業基準を維持するための特徴です。属性には、
品質保証や監査、セキュリティなどがあります。属性はあらゆ
るメソドロジのアクティビティに割り当てられます。 

Methodology Management モジュールでは、属性を使ってアク
ティビティをソート、フィルタ、グループ化します。Project 
Management モジュールでは、プロジェクトマネージャは属性を
割り当てることにより、プロジェクト計画をより効率的かつ効
果的にカスタマイズできます。属性割当に基づいてアクティビ
ティを含んだり、削除したりします。

また、プロジェクト計画に確実にアクティビティやアク
ティビティグループが含まれるよう「ロックされた」属性
を作成することもできます。ロック済みの属性をアクティ
ビティやアクティビティグループに割り当てると、Project 
Management モジュールのユーザはメソドロジからアク
ティビティを削除できなくなります。

Methodology Management モジュールでは、アクティビティコー
ドや属性はグローバルです。これは、あらゆるメソドロジでア
クティビティの割当に利用できるということです。
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グローバルアクティビティコードの作成  「定義」、「アクティビ
ティコード」を選択して、「修正」をクリックします。「追加」
をクリックしてから、アクティビティコード名を入力します。
アクティビティコード値の最大文字数を指定します。

アクティビティコー
ド値

アクティビティコード
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グローバルアクティビティコード値の作成  「定義」、「アクティ
ビティコード」を選択します。値を作成したいアクティビティ
コードを選び「追加」をクリックします。値の名前と詳細記述
を入力します。

アクティビティコードまたは値を変更すると、変更内容が
すべてのアクティビティ割当に適用されます。

これらのセルには新しい値
の名前と詳細記述を直接入
力できます。名前の長さは
当該コードの「最大文字数」
フィールドで指定された数

を超えられません。

これらの矢
印を使うと、
アクティビ
ティコード
階層構造内
の値をイン
デントまた
はアウトデ
ントして、
選択値をリ
スト内で上
下に移動で
きます。
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アクティビティ属性の作成  「定義」、「アクティビティ属性」を
選択します。「追加」をクリックして属性の名前を入力します。
Project Management モジュールのユーザがこの属性を持つアク
ティビティを削除しないよう、「ロック」チェックボックスに
マークを入れます。属性の簡単な詳細記述を入力します。

コード、コード値、属性の割当  「メソドロジ」、「アクティビ
ティ」を選択します。「レイアウトオプション」バーをクリック
して、「下部表示」、「アクティビティ詳細」を選択します。「ア
クティビティ」ウィンドウで、コードと値を割り当てるアク
ティビティを選択します。「アクティビティ詳細」の「コード /
属性」タブをクリックします。

「コード / 属性」タブの左にある「割当」をクリックします。割
り当てたいアクティビティコードと値を選択します。複数の
コードや値を割り当てるには、Ctrl キーを押したまま、割り当
てるコード値をクリックします。「割当」ボタンをクリックして
から「閉じる」ボタンをクリックします。

この属性に割り当てられてい
るアクティビティは、Project
Management モジュールのメ
ソドロジから削除できません。
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属性を選択アクティビティに割り当てるには、「コード / 属性」
タブの右にある属性リストの下で「割当」をクリックします。
割り当てたい属性を選択します。複数の属性を割り当てるには、
Ctrl キーを押したまま、割り当てる属性をクリックします。「割
当」ボタンをクリックしてから「閉じる」ボタンをクリックし
ます。

このレイアウトで
は、アクティビ

ティは属性別にグ
ループ化されてい

ます。
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コア再使用の表示

メソドロジでアクティビティとアクティビティ情報をコピーし
た場合、メソドロジからアクティビティを再使用するよう選択
すると、コピーされたアクティビティと元のアクティビティの
接続またはリンクを維持できます。再使用されたアクティビ
ティを変更すると、あらゆるメソドロジで当該アクティビティ
のインスタンスがすべて更新されます。アクティビティは単一
のメソドロジ内でも、複数のメソドロジでも再使用できます。

コア再使用の詳細については、
 43 ページの「メソドロジの作成
とリンク」を参照してください。

「メソドロジ」、「アクティビティ」を選択します。「レイアウト
オプション」バーをクリックして、「下部表示」、「アクティビ
ティ詳細」を選択します。「アクティビティ」ウィンドウで、ア
クティビティを使用するメソドロジのリストを表示したいアク
ティビティを選択します。「アクティビティ詳細」の「コアの再
使用」タブをクリックします。

選択アクティビティが対応するメソドロジ
に表示される回数

選択アクティビティの
元のメソドロジを示し

ます。
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経費の追加

「メソドロジ」、「アクティビティ」を選択します。「レイアウト
オプション」バーをクリックして、「下部表示」、「アクティビ
ティ詳細」を選択します。「アクティビティ」ウィンドウで、経
費を追加したいアクティビティを選択します。「アクティビティ
詳細」の「経費」タブをクリックします。

メソドロジの経費設定の詳細につ
いては、 139 ページの「メソド
ロジ経費の利用」を参照してくだ
さい。

「追加」をクリックして経費の名前を入力します。経費分類を経
費に割り当てるには、「経費分類」フィールドをダブルクリック
してリストから経費分類を選択し、「選択」ボタンをクリックし
てから「閉じる」をクリックします。経費の発生レートを変更
するには、「発生タイプ」フィールドをダブルクリックして新規
発生レートを選択します。「コスト低」フィールドをダブルク
リックしてから、経費の最低コスト見積を入力します。「コスト
高」フィールドをダブルクリックしてから、経費の最高コスト
見積を入力します。最低および最高コストの見積により、
Project Management モジュールのユーザは Project Architect でボト
ムアップ見積を実行できます。これにより、プロジェクトを作
成または追加する前にコストを見積もることができます。

経費を支払う組織や企業を指定するには、「業者」フィールドをダ
ブルクリックしてから業者名を入力します。「計量単位」フィール
ドをダブルクリックして、経費項目の単位を指定します。
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ドキュメントの割当

「ドキュメント」を利用すると、プロジェクトに関するあらゆる
ドキュメントや成果物を分類してトラッキングできます。この
ようなドキュメントは、あらゆるメソドロジのアクティビティ
やワークブレークダウンストラクチャ (WBS) ノードに割り当て
られます。ドキュメントは作業を行う際の基準やガイドライン
となります。また、ドキュメントはアクティビティの作業によ
るドキュメントや成果物を指します。作業成果物は、テスト計
画やデザイン仕様、機体の青写真などです。ドキュメントをア
クティビティに割り当てると、これが作業成果物かどうかを示
すこともできます。

ドキュメントの詳細については、
 151 ページの「ドキュメントラ
イブラリの作成と管理」を参照し
てください。

ドキュメントの分類を設定するには、「管理」、「管理分類」を選
択してから「ドキュメント分類」タブをクリックします。分類
は「ドキュメント」ウィンドウでドキュメントに割り当てられ
ます。

ドキュメントの割当  「メソドロジ」、「アクティビティ」を選択
します。「レイアウトオプション」バーをクリックして、「下部
表示」、「アクティビティ詳細」を選択します。「アクティビ
ティ」ウィンドウで、ドキュメントを割り当てたいアクティビ
ティを選択します。「アクティビティ詳細」の「ドキュメント」
タブをクリックします。

「割当」をクリックします。割り当てたい作業成果物またはド
キュメントを選択します。複数のドキュメントを割り当てるに
は、Ctrl キーを押したままドキュメントをクリックします。「割
当」ボタンをクリックしてから「閉じる」ボタンをクリックし
ます。詳細な情報を表示したり、ドキュメントを開いたりする
には、当該アイテムを選択してから「詳細」をクリックします。
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経費は、メソドロジに関係し、メソドロ

ジのアクティビティに割り当てられる非

リソースコストです。通常は、再使用で

きないアイテムのための 1 度限りの支出

です。経費には施設や旅費、間接費、ト

レーニング費などが含まれます。

本章では、経費をメソドロジに追加する

方法について説明します。

本章の内容：

経費の追加

経費詳細の定義

メソドロジ経費の利用
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経費の追加

メソドロジ特有の経費を作成して、これをアクティビティに割
り当てることができます。また、経費をカテゴリ分類して、経
費を開始時、終了時、またはアクティビティ期間中に均一に計
上するか指定できます。また、ボトムアップ見積を行うために
経費ごとにコスト見積の最低値と最高値を入力できます。

経費はリソースとは異なります。リソースは時間ベースで、
通常は複数のアクティビティやメソドロジに適用されます。
リソースには、人員や装置などが含まれます。経費はリ
ソースとは異なり、メソドロジに特有のもので時間ベース
ではありません。

「メソドロジ経費」ウィンドウを使うと、開示中のメソドロジの
アクティビティについて経費および関連コスト情報を作成、表
示、編集できます。プロジェクトマネージャがメソドロジを
使って Project Management モジュールでプロジェクト計画を策定
すると、この情報を使ってプロジェクトのコスト総額を見積も
ることができます。また、対応するワークブレークダウンスト
ラクチャ (WBS）を割り当てて、関連のある作業領域を識別する
こともできます。 

「メソドロジ経費」ウィンドウは、「メソドロジ」、「経費」を選
択すると表示されます。「メソドロジ経費」ウィンドウの最下部
にメソドロジ経費詳細を含むには、「表示オプション」バーをク
リックしてから「経費詳細」を選択します。
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「アクティビティ」ウィンドウか
ら経費をアクティビティに追加す
るステップについては、 107
ページの「アクティビティの利
用」を参照してください。

経費の追加  「追加」をクリックします。経費が発生するアク
ティビティを選び「選択」ボタンをクリックします。「アクティ
ビティ選択」ダイアログボックスのアクティビティは WBS コー
ド別に整理されているため、WBS との関連によりアクティビ
ティを容易に見つけられます。

「全般」、「アクティビティ」、「詳細記述」タブをクリックし、経
費情報を入力します。このようなタブのフィールドの説明につ
いては、 142 ページの「経費詳細の定義」を参照してください。

経費のグループ化  経費は WBS コード、経費分類、または業者
別にグループ化して、割当を容易にすることができます。「表示
オプション」バーをクリックして「グループとソート」を選択
します。一覧表示されているグループ化アイテムのひとつを選
択します。

経費のコピー  コピーしたい経費アイテムを選択して「コピー」
をクリックします。コピー済みの経費を追加する経費アイテム
グループを選択して「貼付」をクリックします。

経費が WBS 別にグループ化されている場合は、経費のコ
ピー元である WBS にのみ貼り付けられます。WBS は経費
のアクティビティに割り当てられ、「メソドロジ経費」ウィ
ンドウ内からは変更できません。
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経費詳細の定義

「メソドロジ経費詳細」を使うと、選択経費アイテムに関する詳
細な情報を表示、編集できます。「表示オプション」バーから
「経費詳細」を選択すると、「メソドロジ経費詳細」が「メソド
ロジ経費」ウィンドウの下部に表示されます。「メソドロジ経
費」ウィンドウを表示するには、「メソドロジ」、「経費」を選択
します。

全般情報  「全般」タブを使うと、選択経費アイテムについて名
称や分類、業者、コスト見積最低値および最高値などの一般的
な情報を定義できます。また、経費の計量単位を入力できます。

アクティビティ情報  「アクティビティ」タブを使うと、選択さ
れた経費アイテムのアクティビティ割当を変更して、経費項目
の発生タイプを指定できます。また、WBS ノードに基づいてア
イテムのアクティビティ割当を表示できます。

「管理分類」ダイアログボック
スで経費分類を定義します。

選択経費の支払先である企
業または組織名

最低および最高コストの見積により、Project
Management モジュールのユーザは Project

Architect でボトムアップ見積を実行できます。

経費分類の詳細については、
『Primavera アドミニスト
レータガイド』を参照してくだ
さい。

計量単位には、ヤード、立
方フィート、各々（経費が

アイテムごとの場合）が
あります。

選択経費の発生レート

選択された経費の割当
アクティビティを含む
WBS ノードのコード 

選択経費を発生させる
アクティビティの ID

と名前
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以下の発生タイプのいずれかを選択します。

■ アクティビティ開始時：アクティビティの開始日に経費全体
が発生

■ アクティビティ終了時：アクティビティの終了日に経費全体
が発生 

■ 期間中均一：アクティビティの所要期間中、経費を均一に
配分

経費割当を変更するには、「アクティビティ」フィールドで「ブ
ラウズ」ボタンをクリックします。経費を割り当てたいアク
ティビティを選び、「選択」ボタンをクリックしてから「閉じ
る」ボタンをクリックします。

詳細記述  「詳細記述」タブを使うと、選択経費アイテムの説明
を入力できます。新しい詳細記述を入力できます。HTML 編集
機能を利用できます。この中には、テキストのフォーマットや
画像の挿入、他のドキュメントファイルからの情報のコピーと
貼付（書式は維持）、ハイパーリンクの追加などが含まれます。
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Methodology Management モジュールに

は統合リスク管理機能が含まれており、

特定のワークブレークダウンストラク

チャ (WBS) ノードに関連する潜在的な

リスクを識別して分類し、優先順位をつ

けることができます。また、リスク管理

計画を作成して、各リスクの発生率を割

り当てられます。 

本章では、リスクを追加し、リスクのエ

クスポージャ値を計算して、リスク表示

をカスタマイズする方法について説明し

ます。

本章の内容：

リスクの追加

エクスポージャ値の計算

リスクレイアウトのカスタマイズ

リスクの管理
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リスクの追加

Methodology Management モジュールには統合リスク管理機能が
含まれており、特定のワークブレークダウンストラクチャ
(WBS) ノードに関連する潜在的なリスクを識別して分類し、優
先順位をつけることができます。 

また、各リスクについて「仮定的な」影響を分析できます。
Methodology Management モジュールでは、リスクの発生率やリ
ソース単位、経費見積を使ってリスクの正味エクスポージャ値
を計算できます。Project Architect を使って Project Management モ
ジュールでメソドロジをインポートする際には、このようなエ
クスポージャ値を使い、プロジェクトのコストやフロート、終
了日に対するリスクの影響を決めます。現行プロジェクトの
データは変更されません。 

「メソドロジ」、「リスク」を選択すると、「リスク」ウィンドウ
を表示できます。「表示オプション」バーをクリックしてから
「リスク詳細」をクリックします。

リスクの追加  「追加」をクリックしてから「リスク詳細」の
「全般」タブをクリックします。リスクの名前を入力し、リスク
が影響をおよぼす WBS ノードを選択します。

リスクタイプ追加の詳細につい
ては、『Primavera アドミニ
ストレータガイド』を参照して
ください。

1 ～ 5 の優先度を選択しま
す。5 は最も重要です。

ここをクリックすると、リスクを
最もよく分類するタイプを選択で

きます。
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リスクの詳細記述と管理計画の追加  「詳細記述」タブをクリッ
クしてからリスクの説明を入力します。リスク管理計画の説明
を入力するには「管理」タブをクリックし、「リスク管理計画」
フィールドに説明を入力します。双方のタブで HTML 編集機能
を利用できます。この中には、テキストのフォーマットや画像
の挿入、他のドキュメントファイルからの情報のコピーと貼付
（書式は維持）、ハイパーリンクの追加などが含まれます。
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エクスポージャ値の計算

Methodology Management モジュールでは、リスクの発生率やリ
ソース単位、経費見積を使ってリスクの正味エクスポージャ値
を計算できます。Project Architect を使って Project Management モ
ジュールでメソドロジをインポートする際には、このようなエ
クスポージャ値を使い、プロジェクトのコストやフロート、終
了日に対するリスクの影響を決めます。現行プロジェクトの
データは変更されません。「メソドロジ」、「リスク」を選択する
と、「リスク」ウィンドウを表示できます。「表示オプション」
バーをクリックしてから「リスク詳細」をクリックします。

リスクのエクスポージャ値の計算  コンティンジェンシ値を計算
したいリスクを選択し、「影響」タブをクリックします。労務お
よび非労務工数の見積を入力します。リスクが発生した場合は、
リスクにより発生する経費の見積総額も入力します。リスクが
発生する見積率を入力または選択します。 このモジュールでは、
リスクのエクスポージャ値が「エクスポージャ = 影響 x 確率」
として計算、表示されます。

これらのフィールドには、現在選択されている
リスクに関わる WBS の労務および非労務工数
見積の最低および最高値、経費コスト見積の最

低および最高値が含まれます。

この数字は、WBS を使って計算されます。
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リスクレイアウトのカスタマイズ

「列」ダイアログボックスを使うと、現行リスクの集計表レイア
ウトで表示したい列を指定できます。「メソドロジ」、「リスク」
を選択すると、「リスク」ウィンドウを表示できます。

リスクレイアウト列のカスタマイズ  「表示オプション」バーを
クリックして「列」、「カスタマイズ」を選択します。

左右の矢印ボタンをクリックして「利用可能オプション」と
「選択オプション」列の間でデータ項目を移動すると、リスクレ
イアウトに表示される列を修正できます。 

「OK」をクリックすると、「選択オプション」列に表示されている
項目が現行レイアウトに含まれます。「適用」をクリックすると、
ダイアログボックスを閉じなくても変更内容を表示できます。

二重矢印ボタンを使うと現行レイアウトで利用できるあ
らゆる列を追加、削除できます。一重矢印ボタンは、現

行レイアウトの選択項目を追加、削除できます。

ここをクリックすると、選択項
目の列タイトルを変更できます。
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リスクレイアウトのフィルタ、グループ化、ソート  表示したい
リスクを選択して、表示方法を指定し、表示するリスクを制限
することができます。「リスク」ウィンドウで「表示オプショ
ン」バーをクリックします。「フィルタ」または「グループと
ソート」を選択して、リスク表示方法に最も適した説明のオプ
ションを選びます。

このリスクレイアウトは分析
しやすいよう WBS ノード別
にグループ化され、確率別に

フィルタされています。
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「ドキュメント」機能を使うと、メソド

ロジに関するあらゆるドキュメントを分

類してトラッキングできます。この中に

は、ガイドラインやプロシージャ、基

準、計画、デザインテンプレート、ワー

クシート、あらゆるタイプの成果物が含

まれます。ドキュメントはアクティビ

ティの作業を行う際の基準やガイドライ

ンとなります。また、ドキュメントはア

クティビティの作業による成果物である

こともあります。作業成果物は、テスト

計画やデザイン仕様、機体の青写真など

です。ドキュメントをアクティビティに

割り当てると、これが作業成果物かどう

かを示すこともできます。

本章では、メソドロジのドキュメントラ

イブラリをメンテナンスする方法につい

て説明します。

本章の内容：

ドキュメントライブラリの表示とド
キュメントの追加 / 削除

ドキュメントロケーションリファレ
ンスの指定

ドキュメントの割当

ドキュメントライブラリの作成と管理
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ドキュメントライブラリの表示とドキュメントの追加 / 削除

「ドキュメント」機能を利用すると、改訂日やロケーション、作
者、組織関連情報などの一般的な情報を維持できます。実績ド
キュメントファイルは、組織に応じてネットワークファイルサー
バ、設定管理システム、または Web サイト上に保管できます。

「定義」、「ドキュメント」を選択して、「ドキュメント」ウィン
ドウを表示します。「表示オプション」バーをクリックして「ド
キュメント詳細」を選択します。

階層表示から作業成果物と
ドキュメントのリストを変
更するには、「タイトル」
列ラベルをクリックしま
す。「タイトル」列ラベル
の三角形の記号（ ）は、
一覧表示を示します。

メソドロジのドキュメントライブラリの表示  表示したい情報を
持つ作業成果物またはドキュメントを選択します。

作業成果物またはドキュメントの追加  追加したいアイテムのす
ぐ上にあり、レベルが同じ作業成果物またはドキュメントを選
択して「追加」をクリックします。「ドキュメント詳細」の「全
般」タブをクリックします。作業成果物またはドキュメントの
名前を入力してから、それに関する一般的な情報を追加します。
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「ドキュメント詳細」を使って、詳細な情報を表示、追加、編集
したり、選択した作業成果物またはドキュメントを開いたりし
ます。また、「ドキュメント詳細」を使うと、選択項目をワーク
ブレークダウンストラクチャ (WBS) ノードおよびアクティビ
ティに割り当てられます。

ドキュメント詳細記述の入力  「詳細記述」タブをクリックして
からドキュメントの説明を入力します。HTML 編集機能を利用
できます。この中には、テキストのフォーマットや画像の挿入、
他のドキュメントファイルからの情報のコピーと貼付（書式は
維持）、ハイパーリンクの追加などが含まれます。

作業成果物またはドキュメント記録の削除  削除したい作業成果
物またはドキュメント、あるいは作業成果物やドキュメントの
グループを選択して、「削除」をクリックします。指示が出たら
「はい」をクリックします。

ドキュメント記録を削除すると記録のみが削除され、ド
キュメントを含む実績ファイルは削除されません。

「管理」、「管理分類」を選択して、ド
キュメントの分類を設定します。

対応する番号と最終更新
日を入力して作業成果物

またはドキュメントの
バージョンをトラッキン

グします。

選択された作業成果物ま
たはドキュメントの参照
番号またはカタログ番号

を入力します。
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ドキュメントロケーションリファレンスの指定

このモジュールでは、プライベートとパブリック（公開）の 2
タイプのドキュメントロケーションリファレンスに対応します。
プライベートロケーションリファレンス（プライベートフォル
ダ）は、Methodology Management および Project Management モ
ジュールのユーザのみが閲覧できます。パブリックロケーショ
ンリファレンス（公開フォルダ）は、Primavera Progress Reporter
のユーザを含むプロジェクト参加者全員が閲覧できます。この
ため、公開フォルダは通常、広範にアクセスできるネットワー
クフォルダ、イントラネット、またはインターネットに保管さ
れているファイルを指します。

「定義」、「ドキュメント」を選択します。「表示オプション」
バーをクリックして「ドキュメント詳細」を選択します。

ドキュメントロケーションリファレンスを入力します。  ロケー
ションリファレンスを入力したい作業成果物またはドキュメン
トを選択します。「ファイル」タブをクリックします。

「起動」機能を使用するに
は、「プライベートフォル
ダ」または「公開フォル
ダ」フィールドに表示され
ているファイルは Windows
で認識できるタイプでなく
てはなりません。

作業成果物またはドキュメントを開く  開きたい作業成果物また
はドキュメントを選択します。「ファイル」タブをクリックしま
す。作業成果物またはドキュメントのプライベートファイルを
表示するには、「プライベートフォルダ」フィールドの隣にある
「起動」をクリックします。作業成果物またはドキュメントのパ
ブリックファイルを表示するには、「公開フォルダ」フィールド
の隣にある「起動」をクリックします。 

このフィールドを使うと、
ドキュメントをパブリック

（公開）として定義できます。

このフィールドを使うと、
ドキュメントをプライベー

トとして定義できます。



 ドキュメントライブラリの作成と管理    155     

Oracle Primavera P6 - Methodology Management     

ドキュメントの割当

このモジュールを使うと、作業成果物とドキュメントをアクティ
ビティおよび WBS ノードに割り当てられます。例えば、メソド
ロジの早期計画段階で作業成果物またはドキュメントを WBS 
ノードに割り当てられます。その後、メソドロジのアクティビ
ティ詳細が決まるに従って同じ作業成果物またはドキュメントを
ひとつまたは複数のアクティビティに割り当てられます。

「定義」、「ドキュメント」を選択します。「表示オプション」
バーをクリックして「ドキュメント詳細」を選択します。

作業成果物とドキュメントを
「アクティビティ」および「ワー
クブレークダウンストラクチャ」
ウィンドウから割り当てる方法
については、 107 ページの「ア
クティビティの利用」および  63
ページの「ワークブレークダウン
ストラクチャの設定」を参照して
ください。

ドキュメントウィンドウから作業成果物とドキュメントを割り
当てる  割り当てたい作業成果物またはドキュメントを選択しま
す。複数の作業成果物またはドキュメントを割り当てるには、
Ctrl キーを押したまま作業成果物またはドキュメントをクリッ
クします。「割当」タブをクリックします。 

「割当」をクリックします。選択作業成果物やドキュメントを割
り当てるアクティビティまたは WBS ノードを選択します。「割
当」ボタンをクリックしてから「閉じる」ボタンをクリックし
ます。作業成果物やドキュメントの割当をアクティビティまた
は WBS ノードから除去するには、「割当」タブの項目を選択し
てから「除去」をクリックします。

列のソート順を変更する
には列のラベルをクリッ

クします。

項目が作業成果物であることを示
すためにマークを入れます。
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チェックイン / チェックアウト機能を利

用すると、他のロケーションで使用する

ためにチェックアウトしたメソドロジを

トラッキングできます。メソドロジがモ

ジュールに再度チェックインされるま

で、他のユーザはメソドロジのアクティ

ビティやリソース、その他の情報を変更

できません。

本章では、モジュールのメソドロジの

チェックインおよびチェックアウトの方

法について説明します。

本章の内容：

リモートメソドロジの管理

メソドロジのチェックアウト

メソドロジのチェックイン

モジュールのメソドロジのチェックイ
ンとチェックアウト
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リモートメソドロジの管理

メソドロジをモジュールからチェックアウトすると、離れた場
所で作業を行えます。メソドロジをチェックアウトすると、再
度チェックインされるまではモジュール内で修正できません。

メソドロジは Primavera 専有フォーマット (XER) でチェックアウ
トできます。これにより、使用しているデータベース（Oracle
または Microsoft SQL Server、SQL Server Express を含む）に関わ
りなく、アクティビティ、コスト、リソース、その他のタイプ
のメソドロジ情報を他の Methodology Management インストレー
ションと併用できます。

チェックイン / チェックアウトステータスのトラッキング  メソ
ドロジがモジュールからチェックアウトされているかどうかは
簡単に判定できます。「メソドロジ」、「メソドロジのプロパ
ティ」を選択します。

「全般」タブをクリックし
て、「チェックアウト」

フィールドの値をレビュー
します。
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メソドロジのチェックアウト

「チェックアウト」ウィザードでは、メソドロジをチェックアウ
トする方法を順番に説明します。ウィザードを開始する前に、
チェックアウトしたいメソドロジを開きます。一度にひとつの
メソドロジのみをチェックアウトできる点に留意してください。

メソドロジのチェックアウト  「ファイル」、「チェックアウト」
を選択します。ファイル名と、ファイルを保存する場所を指定
して「終了」をクリックします。 

「ブラウ
ズ」ボタ
ンをク
リックし
てファイ
ルの場所
を選択し
ます。
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メソドロジのチェックイン

以前に Methodology Management モジュールデータベースから
チェックアウトされたメソドロジは、再度、Methodology 
Management インストレーションにチェックインできます。ウィ
ザードを開始する前に、チェックアウトしたメソドロジを開き
ます。

メソドロジのチェックイン  「ファイル」、「チェックイン」を選
択します。「ブラウズ」ボタンをクリックして、チェックインし
たいメソドロジファイルを選択し、「次へ」をクリックします。
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更新メソドロジオプションの選択  メソドロジデータのインポー
ト時に使うレイアウト設定を選択します。レイアウト設定で指
定されたオプションによって、データベースのデータが一致す
るインポートファイルでデータを取り扱う方法が決まります。
いくつかの異なった設定を作成、保存できますが、ファイルの
インポートに使用できるのはひとつの設定のみです。使用した
い設定の隣にある「使用」フィールドで「はい」を選択します。

インポート設定の修正  レイアウト設定で指定されたオプション
を修正するには、「メソドロジ更新オプション」ダイアログボッ
クスでレイアウト名を選択し「修正」をクリックします。

ここをクリックすると
新規インポート設定を

作成できます。

ここをク
リックす
るとレイ
アウト設
定をカス
タマイズ
できます。

インポートファイルに
は含まれておらず、更
新されているメソドロ
ジのデータを削除する

には、このチェック
ボックスにマークを入
れます。データを維持

するには、チェック
ボックスをクリアにし

ます。
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「インポート設定の修正」ダイアログボックスには、オプション
を設定できるデータのタイプが表示されます。チェックイン済
みファイルに含まれていない更新中メソドロジのデータを除去
するには、タイプの隣にある「削除」チェックボックスにマー
クを入れます。例えば、チェックインされていないファイルに
含まれていない更新中メソドロジでリスクを定義するには、「削
除」列のチェックボックスにマークを入れて更新中のメソドロ
ジからリスクを除去します。「アクション」フィールドで以下の
いずれかを選択して、データタイプを更新する方法を示します。

■ 既存の保持 ― 既存メソドロジのデータを維持します。この
ようなデータは更新データにより上書きされません。記録が
ない場合は新規データを追加します。

■ 既存を更新 ― 既存メソドロジのデータを更新されたデータで
上書きします。記録がない場合は新規データを追加します。

■ 新規挿入 ― 既存メソドロジのデータを維持し、新規データ
項目を追加します。例えば、新規ロールがデータに追加さ
れていた場合で、既存ロールを変更したくない場合は、「新
規挿入」を選択して既存メソドロジに新規ロールを追加し
ます。

■ インポートしない ― 既存メソドロジにデータを維持し、更
新データをインポートしません。

「OK」をクリックして、変更内容をレイアウト設定に保存しま
す。「次へ」をクリックします。

チェックイン中のメソドロジで指定されている通貨表示が
検出されない場合は、これを選択できるようダイアログ
ボックスが表示されます。「ブラウズ」ボタンをクリックし
て一致する通貨を選択し、「終了」をクリックしてチェック
インを完了します。チェックイン中のメソドロジの通貨表
示を利用できない場合、ウィザードをキャンセルしてから
管理者に連絡をとり、当該通貨を追加するよう要請してく
ださい。
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メソドロジデータは、XER ファイル

（Primavera 固有の交換フォーマット）を

エクスポートおよびインポートすること

により、Project Management モジュール

ユーザ間で転送できます。本章では、

Methodology Management モジュールで、

エクスポートおよびインポートウィザー

ドを使う方法を説明します。これによ

り、Methodology Management モジュー

ルユーザ間でメソドロジを転送したり、

Project Management モジュールにプロ

ジェクト計画としてメソドロジをエクス

ポートしたり、Project Management モ

ジュールから新規メソドロジとしてプロ

ジェクトをインポートしたりできます。

本章の内容：

メソドロジのエクスポート

ロールまたはリソースのエクス
ポート

メソドロジのインポート

メソドロジとしてプロジェクトをイ
ンポート

ロールまたはリソースのインポート

メソドロジデータの転送
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メソドロジのエクスポート
XER ファイルでメソドロジをイ
ンポートすることについてのさら
なる情報は、168 ページの「メソ
ドロジのインポート」を参照して
ください。

メソドロジは、Methodology Management モジュールから XER 
ファイル (Primavera 固有のファイル形式 ) で転送できます。ま
た、実行しているデータベースタイプに関わらず、他の 
Methodology Management で利用できます。

エクスポートウィザードを使用すると、メソドロジを XER ファ
イルにエクスポートできます。インポートウィザードを使用す
ると、Methodology Management モジュールに XER ファイルをイ
ンポートできます。 

ウィザードは単一または複数のメソドロジをすばやくバッ
クアップしてリストアできますが、データベース全体を
バックアップするものではありません。

エクスポートタイプとメソドロジの選択  Methodology 
Management モジュールで、エクスポートしたいメソドロジを開
きます。[ ファイル ]、[ エクスポート ] を選択します。[ メソド
ロジ ] を選択して、[ 次へ ] をクリックします。

エクスポートタイプと
して [ メソドロジ ] を選
択し、[ 次へ ] をクリッ
クします。
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ファイル名と場所の指定  XER ファイル名をタイプします。別の
ファイル保存ロケーションを指定するには、「ブラウズ」ボタン
をクリックします。フォルダを指定しないと、ファイルは現在
のユーザの My Documents フォルダに保存されます。[ 終了 ] を
クリックし、メソドロジを拡張子 XER がついた 1 つのファイル
にエクスポートします。
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ロールまたはリソースのエクスポート

Methodology Management モジュールを利用すると、企業リソー
ス階層内のロールやリソースを XER ファイルにエクスポートで
きます。このオプションを選択すると、既存のロールまたはリ
ソースを新規データベースに含めることができます。

ロールまたはリソースデータのエクスポート  Methodology 
Management モジュールで、[ ファイル ]、[ エクスポート ] を選
択します。[ エクスポートタイプ ] ダイアログボックスで、[ リ
ソースのみ ] を選択してリソースデータをエクスポートするか、
[ ロールのみ ] を選択してロールデータをエクスポートし、[ 次
へ ] をクリックします。

[ リソースのみ ] データのエクスポートを選択して、 
[ 次へ ] をクリックします。. . . [ ロールのみ ] のエク
スポートを選択して、[ 次へ ] をクリックします。
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XER ファイル名をタイプします。別のファイル保存ロケーショ
ンを指定するには、「ブラウズ」ボタンをクリックします。フォ
ルダを指定しないと、ファイルは現在のユーザの My Documents 
フォルダに保存されます。[ 終了 ] をクリックし、ロールまたは
リソースを拡張子が XER の単一ファイルにエクスポートします。

クリック
して、
ファイル
が保存さ
れる場所
を選択し
ます。
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メソドロジのインポート
メソドロジのエクスポートに関す
る情報については、164 ページの
「メソドロジのエクスポート」 を参
照してください。

メソドロジは、Methodology Management モジュールから XER 
ファイル (Primavera 固有のファイル形式 ) で転送できます。また、
実行しているデータベースタイプに関わらず、他の Methodology 
Management で利用できます。

エクスポートウィザードを使用すると、プロジェクトを XER 
ファイルにエクスポートできます。インポートウィザードを使
用すると、Methodology Management モジュールに XER ファイル
をインポートできます。ウィザードは単一または複数のメソド
ロジをすばやくバックアップやリストアできます。

インポートタイプとファイルの選択  Methodology Management モ
ジュールで、[ ファイル ]、[ インポート ] を選択します。[ メソドロ
ジ ] を選択して [ 次へ ] をクリックし、[ メソドロジ ] を選びます。

[ ブラウズ ] ボタンをクリックして 
インポートしたいファイルを選択し

ます。「次へ」をクリックします。
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インポートされたデータに対するアクションの選択  インポート
時にメソドロジが開いていれば、アクションを取るよう指示さ
れます。以下のいずれかのアクションを選択し、[ 次へ ] をク
リックします。

■ 新規メソドロジの作成   既存メソドロジのデータはそのまま
保持します。新規メソドロジが作成されます。インポート時
に開いているメソドロジがない場合は、自動的にこのアク
ションが実行されます。

■ 既存メソドロジへの追加  インポートされたメソドロジと既存
メソドロジを統合することができます。[ 次へ ] をクリックし
て、メソドロジの特定の WBS レベルを選択します。インポー
トされたメソドロジは、選択した WBS に追加されます。

■ 既存メソドロジの置換   既存メソドロジは削除され、XER ファ
イルからインポートされたメソドロジで置き換えられます。



170    パート 3：メソドロジの実装

Oracle Primavera P6 - Methodology Management

更新メソドロジオプションの選択  [ 次へ ] をクリックして、メ
ソドロジのインポート時に使うインポート設定を選択します。
レイアウト設定で指定されたオプションによって、データベー
スのデータが一致するインポートファイルで Methodology 
Management モジュールがデータを取り扱う方法が決まります。
いくつかの異なった設定を作成、保存できますが、ファイルの
インポートに使用できるのはひとつの設定のみです。使用した
い設定の隣にある「使用」フィールドで「はい」を選択します。

インポートオプションの選択にかかわらず、[ メソドロジの
更新オプション ] ダイアログボックスが表示されます。例え
ば、新規メソドロジの作成を選択した場合でも、グローバ
ルデータのインポート設定を選択する必要があります。

インポート設定の修正  インポート設定で指定されたオプション
によって、メソドロジがインポートされたときにデータが更新
される方法が決まります。これらのオプションを変更するには、
[ 更新メソドロジオプション ] ダイアログボックスで [ インポー
ト ] を選択し、[ 変更 ] をクリックします。

ここをクリックすると新
規インポート設定を作成

できます。

ここをクリックするとインポー
ト設定をカスタマイズできます。
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「インポート設定の修正」ダイアログボックスには、オプション
を設定できるデータのタイプが表示されます。更新されるメソ
ドロジに含まれていて、インポートされるファイルには含まれ
ていない項目を削除する場合、そのデータの横にある [ 削除 ] 
チェックボックスをマークします。例えば、更新するメソドロ
ジでいくつかのアクティビティが定義され、それらがインポー
トされるファイルに含まれていない場合、削除列のチェック
ボックスをマークし、更新されるメソドロジからアクティビ
ティを削除します。

削除フィールドは、アクティビティ、アクティビティコア、
リスクだけに適用されます。この設定は、グローバルデー
タタイプには影響しません。 

「アクション」フィールドで以下のいずれかを選択して、データ
タイプを更新する方法を示します。

■ 既存の保持  既存メソドロジのデータを維持します。このよ
うなデータは更新データにより上書きされません。レコード
がない場合は新規データを追加します。

■ 既存を更新  既存メソドロジのデータを更新されたデータで上
書きします。レコードがない場合は新規データを追加します。

■ 新規挿入  既存メソドロジのデータを維持し、新規データ項目
を追加します。例えば、新規ロールが XER ファイルに追加さ
れていた場合で、既存ロールを変更したくない場合は、「新規
挿入」を選択して既存メソドロジに新規ロールを追加します。

■ インポートしない  既存メソドロジにデータを維持し、更新
データをインポートしません。

ここをマークすると、
更新されるメソドロジに含まれ
ていてインポートファイルに含

まれていない、リスク、アク
ティビティ、またはアクティビ

ティコアを削除できます。
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「OK」をクリックして、修正されたレイアウト設定に変更を保
存します。「次へ」をクリックします。

通貨の選択  インポートファイルが通貨を指定しない場合、ある
いは通貨が Methodology Management モジュールで定義された通
貨に一致しない場合、[ 通貨タイプ ] ダイアログボックスが表示
されます。[ ブラウズ ] ボタンをクリックして、インポートファ
イルに一致する通貨を選択します。該当の通貨が表示されない
場合は、インポートウィザードをキャンセルして、[ 通貨 ] ダイ
アログボックス（管理、通貨）で通貨を追加します。 

インポート通貨が基本通貨と同じ場合は、このダイアログ
ボックスは表示されません。

[ 次へ ] をクリックし、[ 終了 ] をクリックしてメソドロジをイン
ポートします。
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メソドロジとしてプロジェクトをインポート
プロジェクトデータのエクスポー
トの詳細については、『Project 
Management モジュールユー
ザガイド』を参照してください。

プロジェクトデータは、Project Management から XER ファイル
（Primavera 固有のファイル形式）として転送し、メソドロジとして
インポートできます。プロジェクトをメソドロジとしてインポー
トすることで、成功プロジェクトのベストプラクティスを導入す
ることができます。Project Management モジュールで、エクスポー
トウィザードを使ってプロジェクトを XER ファイルにエクスポー
トし、Methodology Management モジュールでインポートウィザード
を使って XER ファイルをメソドロジとして取り込みます。

プロジェクトをメソドロジとしてインポートするには、
XER ファイルにはインポートするプロジェクトだけが含ま
れていなければなりません。Project Management 5.0 以上
のバージョンからエクスポートされた XER ファイルは、P6 
Methodology Management モジュールにインポートするこ
とができます。

インポートタイプとファイルの選択  Methodology Management モ
ジュールで、[ ファイル ]、[ インポート ] を選択します。[ プロ
ジェクト ] を選択して [ 次へ ] をクリックします。

インポートファイルのデータは、インポート中の形式に一
致しなければなりません。例えば、ロールまたはリソース
データだけを含む XER ファイルから、プロジェクトをイン
ポートすることはできません。

インポートタイプとして [ プロジェクト ] 
を選択し、[ 次へ ] をクリックします。
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インポートされたデータに対するアクションの選択  インポート
時にメソドロジが開いている場合は、以下の中からアクション
を選択します。

■ 新規メソドロジの作成   既存メソドロジのデータはそのまま
保持します。新規メソドロジが作成されます。インポート時
に開いているメソドロジがない場合は、自動的にこのアク
ションが実行されます。

■ 既存メソドロジへの追加  インポートされたメソドロジと既
存メソドロジを統合することができます。[ 次へ ] をクリック
して、メソドロジの特定の WBS レベルを選択します。イン
ポートされたメソドロジは、選択した WBS に追加されます。

■ 既存メソドロジの置換   既存メソドロジは削除され、XER ファ
イルからインポートされたメソドロジで置き換えられます。

[ブラウズ ] 
ボタンをク
リックして
インポート
したいファ
イルを選択
します。
「次へ」を
クリックし
ます。
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見積データの選択  プロジェクトからの実績労力およびコスト
データ、またはプロジェクトの予定データのいずれかをメソド
ロジ工程・コスト見積として使用することができます。

プロジェクト更新オプションの選択  [ 次へ ] をクリックして、
プロジェクトデータのインポート時に使うインポート設定を選
択します。レイアウト設定で指定されたオプションによって、
データベースのデータが一致するインポートファイルで 
Methodology Management モジュールがデータを取り扱う方法が
決まります。いくつかの異なった設定を作成、保存できますが、
ファイルのインポートに使用できるのはひとつの設定のみです。
使用したい設定の隣にある「使用」フィールドで「はい」を選
択します。
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インポートオプションの選択にかかわらず、[ プロジェクト
の更新オプション ] ダイアログボックスが表示されます。例
えば、新規メソドロジの作成を選択した場合でも、グロー
バルデータのインポート設定を選択する必要があります。

インポート設定の修正  インポート設定で指定されたオプション
によって、プロジェクトがインポートされたときにデータが更
新される方法が決まります。これらのオプションを変更するに
は、[ 更新プロジェクトオプション ] ダイアログボックスで [ レ
イアウト ] を選択し、[ 変更 ] をクリックします。

ここをクリックすると新
規インポート設定を作成

できます。

ここをクリックするとインポー
ト設定をカスタマイズできます。

ここをマークすると、
更新されるメソドロジに
含まれていてインポート
ファイルに含まれていな
い、リスク、アクティビ
ティ、またはアクティビ
ティコアを削除できます。
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「インポート設定の修正」ダイアログボックスには、オプション
を設定できるデータのタイプが表示されます。更新されるメソ
ドロジに含まれていて、インポートされるファイルには含まれ
ていない項目を削除する場合、そのデータの横にある [ 削除 ] 
チェックボックスをマークします。例えば、更新するメソドロ
ジでいくつかのアクティビティが定義され、それらがインポー
トされるファイルに含まれていない場合、削除列のチェック
ボックスをマークし、更新されるメソドロジからアクティビ
ティを削除します。

削除フィールドは、アクティビティ、アクティビティコア、
リスクだけに適用されます。この設定は、グローバルデー
タタイプには影響しません。 

「アクション」フィールドで以下のいずれかを選択して、データ
タイプを更新する方法を示します。

■ 既存の保持  既存メソドロジのデータを維持します。このよ
うなデータは更新データにより上書きされません。レコード
がない場合は新規データを追加します。

■ 既存を更新  既存メソドロジのデータを更新されたデータで上
書きします。レコードがない場合は新規データを追加します。

■ 新規挿入  既存メソドロジのデータを維持し、新規データ項目
を追加します。例えば、新規ロールが XER ファイルに追加さ
れていた場合で、既存ロールを変更したくない場合は、「新規
挿入」を選択して既存メソドロジに新規ロールを追加します。

■ インポートしない  既存メソドロジにデータを維持し、更新
データをインポートしません。

「OK」をクリックして、修正されたレイアウト設定に変更を保
存します。「次へ」をクリックします。

通貨の選択  インポートファイルが通貨を指定しない場合、ある
いは通貨が Methodology Management モジュールで定義された通
貨に一致しない場合、[ 通貨タイプ ] ダイアログボックスが表示
されます。[ ブラウズ ] ボタンをクリックして、インポートファ
イルに一致する通貨を選択します。該当の通貨が表示されない
場合は、インポートウィザードをキャンセルして、[ 通貨 ] ダイ
アログボックス（管理、通貨）で通貨を追加します。 

インポート通貨が基本通貨と同じ場合は、このダイアログ
ボックスは表示されません。

[ 次へ ] をクリックし、[ 終了 ] をクリックしてプロジェクトをイ
ンポートします。
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ロールまたはリソースのインポート

Methodology Management モジュールによって、ロールまたはリ
ソースだけを含む XER ファイルをインポートすることができま
す。このオプションを選び、新しいロール／リソースをエン
タープライズリソース階層に追加したり、既存のロール／リ
ソース階層を上書きできます。ロールとリソースは、グローバ
ルレベルで定義されています。

Project Management 5.0 以上のバージョンからエクスポー
トされた XER ファイルは、P6 Methodology Management 
モジュールにインポートすることができます。

インポートタイプとファイルの選択  Methodology Management モ
ジュールで、[ ファイル ]、[ インポート ] を選択します。[ リ
ソースのみ ] を選択してリソースデータをインポートするか、 
[ ロールのみ ] を選択してロールデータをインポートし、[ 次へ ] 
をクリックします。

[ リソースのみ ] または [ ロールのみ ] を
選択して、[ 次へ ] をクリックします。
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インポートファイルのデータは、インポート中の形式に一
致しなければなりません。例えば、プロジェクトデータを
含む XER ファイルから、リソースデータをインポートする
ことはできません。

ロールまたはリソースの更新オプションの選択  [ 次へ ] をク
リックして、ロールまたはリソースデータのインポート設定を
選択します。レイアウト設定で指定されたオプションによって、
データベースのデータが一致するインポートファイルで 
Methodology Management モジュールがロールまたはリソース
データを取り扱う方法が決まります。いくつかの異なった設定
を作成、保存できますが、ファイルのインポートに使用できる
のはひとつの設定のみです。使用したい設定の隣にある「使用」
フィールドで「はい」を選択します。

[ ブラウズ ] ボタンをク
リックしてインポートし
たいファイルを選択しま
す。「次へ」をクリックし
ます。



180    パート 3：メソドロジの実装

Oracle Primavera P6 - Methodology Management

インポート設定の修正  インポート設定で指定されたオプション
によって、ロール／リソースがインポートされたときにデータ
が更新される方法が決まります。これらのオプションを変更す
るには、[ ロール／リソースの更新オプション ] ダイアログボッ
クスで [ インポート ] を選択し、[ 変更 ] をクリックします。「イ
ンポート設定の修正」ダイアログボックスには、オプションを
設定できるデータのタイプが表示されます。削除フィールドは、
リソースまたはロールのインポートに影響しません。この
フィールドは、アクティビティ、リスク、アクティビティコア
だけに適用されます。

 

ここをクリックすると新規イ
ンポート設定を作成できます。

ここをクリックするとインポート
設定をカスタマイズできます。

ダブルクリックして、重
複したデータに遭遇した
場合に取るアクションを

選択します。



 メソドロジデータの転送    181     

Oracle Primavera P6 - Methodology Management     

「アクション」フィールドで以下のいずれかを選択して、ロール
またはリソースを更新する方法を示します。

■ 既存の保持  グローバルディクショナリのロール／リソース
を維持します。このようなデータは更新データにより上書き
されません。レコードがない場合は新規データを追加します。

■ 既存を更新  グローバルディクショナリのロール／リソース
を更新されたデータで上書きします。レコードがない場合は
新規データを追加します。

■ 新規挿入  グローバルディクショナリの既存のロール／リ
ソースを維持し、新規のロール／リソースを追加します。

ロールのみをエクスポートするときは、リソースロールの
割当は含まれません。新規データの挿入を選択するときに、
リソースロールの割当を維持するには、リソースデータを
エクスポート／インポートしなければなりません。

■ インポートしない  既存ロール／リソースをグローバルディ
クショナリに維持し、更新データをインポートしません。

「OK」をクリックして、修正されたレイアウト設定に変更を保
存します。  
[ 次へ ] をクリックします。

通貨の選択  インポートファイルが通貨を指定しない場合、ある
いは通貨が Methodology Management モジュールで定義された通
貨に一致しない場合、[ 通貨タイプ ] ダイアログボックスが表示
されます。[ ブラウズ ] ボタンをクリックして、インポートファ
イルに一致する通貨を選択します。該当の通貨が表示されない
場合は、インポートウィザードをキャンセルして、[ 通貨 ] ダイ
アログボックス（管理、通貨）で通貨を追加します。 

インポート通貨が基本通貨と同じ場合は、このダイアログ
ボックスは表示されません。

[ 次へ ] をクリックし、[ 終了 ] をクリックしてロール／リソース
をインポートします。
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レイアウトの使用

データのグループ化、ソート、フィルタ

レイアウトのカスタマイズ

レポートのカスタマイズ

レイアウトとレポートの印刷

パート 4

メソドロジのカスタマイズ

内容



このパートでは、デスクトップをカスタマイズして、

メソドロジの管理に必要なデータを表示するレイアウト

を作成する方法を学びます。 

「レイアウトの使用」では、作成できるレイアウトのタイ

プのほか、レイアウトを追加、開始、保存する方法につい

て説明します。また、他のユーザと共有できるようレイア

ウトをインポート、エクスポートする方法を説明します。

「データのグループ化、ソート、フィルタ」では、閲覧す

る必要のある情報をすぐに見つけられるようレイアウトに

表示するデータを整理する方法を学びます。 

「レイアウトのカスタマイズ」では、レイアウトの外観や

内容の変更方法について説明します。列を修正したり、

「アクティビティネットワーク」ボックスをカスタマイズ

したり、フォントや色を編集したりできます。「レポート

のカスタマイズ」では、レポートの作成方法と、レポー

トグループへの割当方法を説明します。最後の章「レイ

アウトとレポートの印刷」では、レイアウトとレポート

をプレビュー、印刷して、HTML ファイルとして保存す

る方法を示します。
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このモジュールを使うと、閲覧したい

データを表示するレイアウトを閲覧する

必要のあるフォーマットで作成すること

ができます。テーブルやアクティビティ

ネットワーク図、アクティビティ詳細を

含むようレイアウトの最上部および最下

部をカスタマイズできます。レイアウト

が完成したら保存します。これにより、

ユーザやその他のチームメンバーがレイ

アウトを再使用できます。

本章では、異なったレイアウトのタイ

プ、およびレイアウトを作成、開始、保

存、エクスポート、インポートする方法

について説明します。

本章の内容：

レイアウトタイプ

レイアウトの作成、開始、保存

レイアウトのエクスポートとイン
ポート

レイアウトの使用
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レイアウトタイプ

以下のタイプのアクティビティレイアウトを開くことができま
す。アクティビティテーブル、アクティビティネットワーク、
アクティビティ詳細、トレースロジック。「アクティビティ」
ウィンドウを上下に分割して、異なったタイプのレイアウトを
同時に表示できます。例えば、上部ペーンには「アクティビ
ティテーブル」、下部ペーンには「トレースロジック」を表示で
きます。 

「レイアウトオプション」
バーをクリックすると、「ア
クティビティ」ウィンドウ
の上下ペーンのカスタマイ
ズに使用できるオプション
のメニューを表示できます。

「上部表示」および「下部
表示」をクリックすると、

「アクティビティ」ウィン
ドウの各エリアに表示され
ているレイアウトのタイプ

を選択できます。
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レイアウトのタイプとサンプルレ
イアウトの例に関する追加情報に
ついては、 17 ページの「クイッ
クツアー」を参照してください。

以下のページの例を参照してください。

アクティビティテーブル

は表形式でアクティビ
ティ情報を表示します。
このタイプのレイアウ
トを利用すると、メソ
ドロジをすばやく更新

できます。

「下部レイアウトの表示 / 非表示」ボタンをクリックす
ると、拡張ビューで上部レイアウトを表示できます。

フィルタとデータのグ
ループ化を利用すると、
現行ステータスサイクル
で発生するアクティビ
ティのみを表示できます。

アクティビティネット
ワーク

ロジカルな関係を含む
アクティビティをグラ
フィックなかたちで表
示します。アクティビ
ティネットワークは上
部レイアウトにのみ表
示できます。この例の
左側には WBS 階層構
造が表示され、右側に
はグラフィックな形式
でアクティビティフ

ローが表示されます。
このレイアウトを使う
と、メソドロジが発展
するにつれて、一連の
アクティビティを変更

できます。
「アクティビティネットワーク」ボックスに
すばやくズームインするには、Alt キーを押
したまま「アクティビティネットワーク」

セクションをクリックしてドラッグします。
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アクティビティ詳細

「アクティビティテーブ
ル」または「アクティビ
ティネットワーク」のい
ずれかで選択したアク
ティビティの詳細な情報
を表示して修正できます。
このタイプのレイアウト
は、下部レイアウトでの
み表示できます。このタ
イプのレイアウトを使う
と、アクティビティを追
加して更新できます。

「詳細」タブを表示または
非表示にするには、タブの
タイトルを右クリックして

「アクティビティ詳細タブ
の編集」を選択します。

ボックスにすばやくズームインするに
は、Alt キーを押したまま「トレースロ
ジック」レイアウトでドラッグします。
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レイアウトの作成、開始、保存

レイアウトを作成した後、これを保存して、他のメソドロジ段
階または異なったメソドロジ内で再度使用することができます。
あらゆるユーザ（グローバル）または特定のユーザのみがレイ
アウトを利用できるようにします。 

上下レイアウトの詳細なカスタマ
イズ方法については、 207 ペー
ジの「レイアウトのカスタマイ
ズ」を参照してください。

新規レイアウトの追加  新規レイアウトを作成するために上下レ
イアウトをカスタマイズし、指定した名前を使ってレイアウト
を保存します。「レイアウトオプション」バーをクリックしてか
ら「レイアウト」、「別名で保存」を選択します。レイアウト名
を入力してから、このレイアウトを使用できる人を選択します。
ユーザ全員、現行ユーザ、他のユーザのいずれかになります。
「他のユーザ」を選択した場合は「ユーザ」フィールドのブラウ
ズボタンをクリックしてユーザ名を選択します。（レイアウトを
保存して自分以外のユーザを指定すると、そのレイアウトには
アクセスできなくなります。）「保存」をクリックします。

レイアウトを開く  「レイアウトオプション」バーをクリックし
てから「レイアウト」、「開く」を選択します。開きたいレイア
ウトを選択して「開く」をクリックします。「レイアウトを開
く」ダイアログボックスを閉じないでレイアウトをプレビュー
するには「適用」をクリックします。

変更内容のレイアウトへの保存  「レイアウトオプション」バー
をクリックしてから「レイアウト」、「保存」を選択します。異
なった名前のレイアウトのコピーを保存するには、「レイアウ
ト」、「別名で保存」を選択します。レイアウトコピーの名前を
入力して「保存」をクリックします。

「レイアウト」、「開く」
を選択して、既存レイア
ウトを現行メソドロジに

適用します。
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アクティビティネットワークのレイアウト保存  「アクティビ
ティネットワーク」のレイアウトは「.ANP」ファイルとして保
存し、後日使用したり他のプロジェクトユーザにメール送信し
たりできます。アクティビティネットワークのレイアウトを保
存するには、「レイアウトオプション」バーをクリックして「ア
クティビティネットワーク」、「接続ポジションの保存」を選択
します。

レイアウトを識別でき
るよう特有の名前を入

力して「保存」をク
リックします。



 レイアウトの使用    191     

Oracle Primavera P6 - Methodology Management     

保存済みアクティビティネットワークのレイアウトを開く  「レ
イアウトオプション」バーをクリックしてから「アクティビ
ティネットワーク」、「ネットワークポジションを開く」を選択
します。保存レイアウトファイルのあるフォルダまでブラウズ
します。ファイルを選択して「開く」をクリックします。
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レイアウトのエクスポートとインポート

レイアウトを他のユーザと共有したい場合は、他のユーザのメ
ソドロジでの使用向けにレイアウトをインポートできる中央の
ロケーションにエクスポートします。

レイアウトのエクスポート  「レイアウトオプション」バーをク
リックしてから「レイアウト」、「開く」を選択します。エクス
ポートしたいレイアウトの名前をクリックして「エクスポート」
をクリックします。エクスポートファイルの名前と保存場所を
指定して「保存」をクリックします。 
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レイアウトのインポート  「レイアウトオプション」バーをク
リックしてから「レイアウト」、「開く」を選択します。「イン
ポート」をクリックし、インポートしたいレイアウトファイル
の場所を選択します。（Primavera レイアウトファイルには
「.PLF」という拡張子が付いています。）「開く」をクリックしま
す。あらゆるユーザがレイアウトを利用できるようにしたい場
合は、指示が出たら「はい」をクリックします。 

現行レイアウトを変更して上書きするには、「レイアウトオ
プション」バーをクリックして「レイアウト」、「保存」を
選択します。
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このモジュールは広範なグループ化、

ソート、フィルタ機能を備えており、多

くの方法でメソドロジを表示することが

できます。

グループ化を行うと、共通の属性を持つ

分類にアクティビティを分割して整理で

きます。例えば、リソース、責任、また

は期間別にアクティビティに焦点をあて

られます。ソートを行うと、ユーザの選

択した順序（労務コストなど）にアク

ティビティやリソースを配置できます。

フィルタを使うと、特定のデータグルー

プに選択肢を狭めることができます。こ

のモジュールには、使用したり修正した

りできるいくつかのフィルタが備えられ

ており、新規フィルタも追加できます。

本章では、メソドロジでデータをグルー

プ化、ソート、フィルタする方法につい

て説明します。

本章の内容：

データのグループ化

データのソート

データのフィルタ

データのグループ化、ソート、フィルタ
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データのグループ化

グループ化を行うと、ワークブレークダウンストラクチャ
(WBS)、コード値、リソースなど共通の属性を持つ分類別に情
報を整理できます。アクティビティやリソースで作業を行う際
にグループ基準をカスタマイズできます。期間やコスト、その
他の数字データなど、簡単な単一レベルの情報リストによりグ
ループ化します。また、同じレイアウト内の複数のデータ項目
によってグループ化することもできます。例えば、アクティビ
ティのタイプ、次にリソース別にグループ化できます。各グ
ループのバンドには独特の色とフォントが割り当てられます。

グループ基準は、複数のレベル（最高 20 まで）でデータを階層
構造に配置することもできます。このような項目には WBS やア
クティビティコードなどが含まれます。階層構造の各レベルを
インデントするかどうか選択し、どのレベルまで表示するか指
定します。レベル数を制限すると、追加データ項目を使ってグ
ループ化できます。 

このレイアウトは、
WBS の複数のレベ
ルでグループ化され

ています。
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グループ化のカスタマイズ  「アクティビティ」ウィンドウで、
「レイアウトオプション」バーをクリックして「グループとソー
ト」を選択します。また、「リソース」ウィンドウで「表示オプ
ション」をクリックして「グループとソート」、「カスタマイズ」
を選択することもできます。 

データのグループ化に使用す
るデータ項目を選択するには、

「グループキー」フィールドを
クリックしてからドロップダ
ウンリストの値を選択します。

WBS などの階層項目でグループ化する場合
は、各レベルをインデントできるよう「イン
デント」チェックボックスにマークを入れ、
表示するレベルの数を指定します。 

 

数字または期間別にグループ化する場合は、各グルー
プの間隔を選択します。例えば、3000 ドルごとの実績

コストでアクティビティをグループ化できます。

これらの設定は上記で選択し
た「グループ化」フィールド

に適用されます。
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ID/ コードと名前 / 詳細記述の双方を含む階層構造でグループ化
する場合は、「ID/ コード」および「名前 / 詳細記述」フィール
ドはグループバンドのラベルとして表示または非表示にできま
す。チェックボックスにマークを入れるかクリアにして、グ
ループバンドに表示するテキストを選択します。

■ フィールド名をグループバンドに表示するには、「タイトル」
チェックボックスを選択します。

■ ID またはコード値をグループバンドに表示するには、「ID/
コード」チェックボックスを選択します。

■ 名前または詳細記述をグループバンドに表示するには、「名
前 / 詳細記述」チェックボックスを選択します。

「ID/ コード」または「名前 / 詳細記述」のいずれかを選択
する必要があります。

グループバンドは階層別ではなく、アルファベット順にソート
できます。「アルファベット順でグループバンドをソート」
チェックボックスがマークされていない場合、グループバンド
は既定により階層構造内の位置に応じてソートされます。

このソートオプションは、グループ化の行ごとに適用でき
ます。例えば、グループ階層の最初の行のバンドをアル
ファベット順にソートして、グループ階層の 2 番目の行の
バンドを階層別にソートすることができます。

タイトル ID/ コード 名前 / 詳細記述
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このグループバンドはアル
ファベット順にソートされ
ています。 . . . . . . このグループバンドは階層別

にソートされています。
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データのソート

ソートを行うと、表示ウィンドウに応じてアクティビティやリ
ソースが一覧表示される順序が決まります。選択したデータ項
目に応じてアルファベット順、数字、または時間順にソートで
きます。例えば、期間を降順にソートすると、より長い時間が
かかると予測されるアクティビティがレイアウトの最上部に表
示されます。 

ソート順の指定  「アクティビティ」ウィンドウで、「レイアウト
オプション」バーをクリックして「グループとソート」を選択
します。「ソート」をクリックします。また、「リソース」ウィ
ンドウで「表示オプション」をクリックして「グループとソー
ト」、「カスタマイズ」を選択し、「ソート」をクリックすること
もできます。 

ソート方法として使用する
データ項目を選択するには、
「フィールド名」セルをダブ

ルクリックしてフィールド
を選択します。

ソート順を選択するには、
「ソート順」セルをダブルク

リックして「昇順」または
「降順」を選びます。

「追加」をク
リックして追
加ソート基準
を指定します。
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アルファベット順に列をソート  列のヘッダをクリックすると、
列内の行をアルファベット順にソートできます。3 方向のトグル
により、列を階層別に、または昇順か降順のアルファベット順
にソートできます。

また、「ソート」ダイアログボックスでソート順を変更すること
もできます。「グループとソート」ダイアログボックスの「ソー
ト」をクリックします。

列ヘッダのアウトライン記号（ ）は階層表示を示しま
すポイントしている向きに応じて、三角形の記号（ ）
は降順または昇順のアルファベット順リストを示します。
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データのフィルタ

フィルタを使うと、特定のデータに焦点を当てられます。 フィル
タは、レイアウトに表示するデータを決定する指示のセットで
す。アクティビティ用のフィルタを作成したり、定義済みの
フィルタを使ったりできます。フィルタはユーザ定義またはグ
ローバルのどちらにでもなります。ユーザ定義フィルタは、
ユーザが定義できるフィルタを指します。これは、ユーザがア
クセスできるメソドロジすべてにおいて当該ユーザのみが利用
できます。グローバルフィルタは、あらゆるメソドロジですべ
てのユーザが利用できます。フィルタを適用すると、フィルタ
基準を満たすアクティビティのみを含むよう現行レイアウトを
変更するかどうか指定できます。また、基準を満たすアクティ
ビティをハイライトするだけでも構いません。 

現在、レイアウトに適用さ
れているフィルタの名前を

表示します。



 データのグループ化、ソート、フィルタ    203     

Oracle Primavera P6 - Methodology Management     

フィルタの選択  「アクティビティ」ウィンドウで、「レイアウト
オプション」バーをクリックして「フィルタ」を選択します。
適用したい各フィルタの隣にあるチェックボックスにマークを
入れます。

レポートの作成時に各フィルタをカスタマイズすることもでき
ます（「レポートウィザード」を利用します）。 

「すべて」または「いずれか」を選択して複数のフィ
ルタを組み合わせます。フィルタを組み合わせると、
選択データをさらに限定することができます。 

ユーザ定義
フィルタを
Methodology 
Management
のユーザ全員
がアクセスで
きるよう変更
するには、
フィルタを選
択してから

「グローバルに
変更」をク
リックします。

これを選択すると、フィル
タ基準を満たす現行レイア
ウトのアクティビティのみ
を表示したり、基準を満た

す現行レイアウトでアク
ティビティをハイライトし

たりできます。

ここをマークするとあらゆる
アクティビティを表示できま
す（あらゆるフィルタを削除

することもできます）。

これらの定義済みフィ
ルタは、「アクティビ

ティ」ウィンドウでア
クティビティを選択す
る際に利用できます。
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適用前にユーザ定義または
グローバルフィルタの設定
を表示するには、該当設定
を選択して「修正」をク
リックします。定義済み
フィルタの条件を表示する
には、条件をコピーしてか
ら貼り付けます。フィル
タがユーザ定義リストに
コピーされ、修正できる
ようになります。 

ユーザ定義フィルタの作成  「アクティビティ」ウィンドウで、
「レイアウトオプション」バーをクリックして「フィルタ」を選
択します。「新規」をクリックします。フィルタ名を入力しま
す。「パラメータ」セルをクリックしてデータ項目を選択しま
す。「条件」セルをダブルクリックしてフィルタ条件を選択しま
す。「値」フィールドで値を指定します。値に特定の入力が必要
な場合は、ドロップダウンリストから選択できます。例えば、
アクティビティタイプ別にフィルタする場合は、利用可能なタ
イプのリストから選択する必要があります。 

「追加」をクリックして、複数の選択条件を定義します。あらゆる条
件を満たすか、少なくともひとつの条件を満たすよう指定します。

条件を「ネスト」すると、複数レベルの選択肢を作成できます。
「以下のすべて」として最上位のパラメータを指定する場合、そ
の後のあらゆるレベルでは、上位のレベルの条件を満たすアク
ティビティのみが選択されます。「以下のいずれか」を最上位パ
ラメータとして指定すると、各条件グループの間には「または」
が挿入されます。

フィルタの除去  「アクティビティ」ウィンドウで、「レイアウト
オプション」バーをクリックして「フィルタ」を選択します。
特定のフィルタを除去するには、当該フィルタの隣にある「選
択」チェックボックスをクリアにします。すべてのフィルタを
除去するには「すべてのアクティビティ」をクリックします。
変更内容をプレビューするには「適用」をクリックします。

ユーザ定義アクティビティフィルタの削除  「アクティビティ」
ウィンドウで、「レイアウトオプション」バーをクリックして
「フィルタ」を選択します。削除したいフィルタを選択して「削
除」をクリックします。ユーザ定義フィルタのみを削除できます。

すべての条件を満たすよう指定した場合、モジュールは
各ステートメントを「および」でつなぎます。 いずれか
の条件を満たす場合は、「または」を使用します。 

また、「リスク」ウィンド
ウで「表示オプション」
バーをクリックして、リ
スクの現行リストをフィ
ルタリングするよう
「フィルタ」を選択するこ
ともできます。「リスク」
で作成したフィルタは保
存できません。 
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フィルタの組み合わせ

ひとつの選択条件からアクティビティを選択し、別の選択条件
からもアクティビティを選択するフィルタを作成するには、2 つ
の異なったフィルタを定義して、フィルタの実行時に組み合わ
せる必要があります。例えば、完了していない「エンジニアリ
ング」グループに属するアクティビティを選択するには、さま
ざまな WBS レベル（「エンジニアリング」グループに特有のも
の）に該当するアクティビティを選択するフィルタをひとつ作
成し、ゼロを上回る残りの労務単位を持つアクティビティを選
択する別のフィルタを作成します。フィルタを実行するには
「アクティビティは選択フィルタすべてを満たす」を選択して
「フィルタ」ダイアログボックスの 2 つのフィルタのチェック
ボックスにマークを入れます。
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本章では、メソドロジのアクティビティ

を分析しやすいようにレイアウト列をカ

スタマイズして「アクティビティネット

ワーク」ボックスの表示を指定する方法

について説明します。また、アクティビ

ティのレイアウトをカスタマイズする方

法についても紹介します。

本章の内容：

列の修正

アクティビティネットワークレイア
ウトのフォーマット

レイアウトのカスタマイズ
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列の修正

「アクティビティ」ウィンドウのテーブルや集計表に含まれてい
る列の表示や内容はカスタマイズできます。どの列を含むか選択
したり、列の幅や表示順、行の高さを変更することもできます。
列のフォントや配色を変更したり、タイトルを編集できるほか、
列の形式を別のレイアウトからコピーすることもできます。 

列を移動するには、
ここをクリックして
新しい場所までド
ラッグします。

列のタイトルをクリックすると、
ソート順を昇順から降順に切り替え
られます。下向き矢印は、データが
降順にソートされていることを示し
ます。

「リソース」や「WBS」、
「経費」などほとんどの
ウィンドウに表示される
列をカスタマイズするこ
ともできます。 
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列の追加または除去  「アクティビティ」ウィンドウで、「レイア
ウトオプション」バーをクリックして「列」を選択します。 

別のレイアウトから列の形式をコピー  「列」ダイアログボック
スで「コピー元」ボタンをクリックします。レイアウトを選択
して「開く」をクリックします。

列のタイトルの編集  「列」ダイアログボックスの「利用可能オ
プション」または「選択オプション」エリアで、変更したい列
の名前を選択します。「タイトルの編集」をクリックします。新
しい名前を入力して、列の幅に合う最大文字数を指定します。
タイトルを整列する方法を選択します。

レイアウトの列の順序は、こ
のリストの順序と同じになり
ます。上下矢印をクリックす
ると、列をリスト内で上下に
移動できます。

レイアウトに列を含むには、「利用可能オプ
ション」エリアにある列を選択して右向き
矢印をクリックします。レイアウトから列
を除去するには、「選択オプション」エリア
にある列を選択して左向き矢印をクリック
します。二重矢印をクリックすると、すべ
ての列を一度に追加または除去できます。



210    パート 4：メソドロジのカスタマイズ

Oracle Primavera P6 - Methodology Management

列のフォント、配色、行高の変更  「アクティビティ」ウィンド
ウで、「レイアウトオプション」バーをクリックして「テーブ
ル、フォントと行」を選択します。「フォント」ボタンをクリッ
クしてフォントを変更します。色を変更するには、「色」ボタン
をクリックします。

行の高さは以下のように指定することもできます。

■ 「現在の行高を維持」オプションを使うと、現在のユーザ
セッション中に手動でレイアウトに設定された行の高さをす
べて維持できます。

■ 「現在の行高を維持」チェックボックスをクリアにすると、
各行はセルの内容やフォントサイズ、列の幅に応じて自動的
にサイズが決まり、レイアウト内のあらゆる行高を指定でき
ます。「行内容による高さの最適化」を選択すると、ライン
数を制限する値を設定できます。ラインはテキストの折り返
しにより自動的に調節されます。

これらのフィールド
をクリックすると、

テーブルをカスタマ
イズできます。

ここにマークを入れると、異なったレ
ベルの情報がレイアウトに含まれてい
ることを示す記号が表示されます。

このチェックボック
スをクリアにすると、
行の高さを指定でき

ます。
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アクティビティネットワークレイアウトのフォーマット

「アクティビティネットワーク」レイアウトには、ワークブレー
クダウンストラクチャ (WBS) に応じて、アクティビティと接続
関係の図としてメソドロジが表示されます。アクティビティの
外観、アクティビティボックスの内容、アクティビティの間隔
など、「アクティビティネットワーク」のほとんどすべての面を
コントロールできます。 

「アクティビティネットワーク」レイアウトを使うと以下を実行
できます。

■ アクティビティ間の接続関係や、メソドロジの作業フローを
容易に表示できます。

■ アクティビティとその先行および後続作業をチェックして編
集できます。

■ 起動接続パスに焦点を当てます。

「アクティビティネットワーク」ボックスはメソドロジのアク
ティビティを視覚的に示します。ボックスをカスタマイズする
と、特定のフォントや色を指定して間隔や配置を設定し、別の
レイアウトからスタイルをコピーできます。
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「アクティビティネットワーク」ボックステンプレートの選択  
「アクティビティネットワーク」レイアウトが「アクティビ
ティ」ウィンドウに表示されている際に「レイアウトオプショ
ン」をクリックして「アクティビティネットワーク」、「アク
ティビティネットワークオプション」を選択します。「アクティ
ビティボックステンプレート」タブをクリックします。 

「アクティビティネットワーク」ボックステンプレートのカスタ
マイズ  定義済みのアクティビティボックステンプレートのひと
つを利用するか、テンプレートを自分でカスタマイズできます。
「アクティビティネットワーク」レイアウトが「アクティビ
ティ」ウィンドウに表示されている際に「レイアウトオプショ
ン」をクリックして「アクティビティネットワーク」、「アク
ティビティネットワークオプション」を選択します。「アクティ
ビティボックステンプレート」タブをクリックします。ドロッ
プダウンリストから作成したいテンプレートに似たものを選択
し、「ボックステンプレート」をクリックします。新規フィール
ドを挿入するための行を追加して、アクティビティボックス内
でフィールドセルの高さと幅を決められます。 

ここをクリックすると定義済みのアク
ティビティボックステンプレートのリス
トが表示されます。

ここをクリックすると選択アク
ティビティボックステンプレート
をカスタマイズできます。

ここをクリックすると選択
アクティビティフォックス
のフォントや色をカスタマ

イズできます。
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「アクティビティネットワーク」レイアウトのカスタマイズ  「ア
クティビティネットワーク」レイアウトが「アクティビティ」
ウィンドウに表示されている際に「レイアウトオプション」を
クリックして「アクティビティネットワーク」、「アクティビ
ティネットワークオプション」を選択します。「アクティビティ
ネットワークレイアウト」タブをクリックします。

ここをク
リックする
とアクティ
ビティボッ
クスに新し
い行を追加
できます。 

「フィールド名」フィールドをダ
ブルクリックして、ボックスに追
加するデータ項目を選択します。 

「幅」と「高
さ」フィール
ドを使うと、
新規データ項
目のセルのサ
イズをカスタ
マイズでき 
ます。 

先行 / 後続作業に対してアク
ティビティボックスを「アク

ティビティネットワーク」
ウィンドウの最上部に配置し

ます。

先行 / 後続作業に対してアク
ティビティ

ボックスを中央に配置します。

これを選択すると、リンクさ
れた最上部のアクティビティ
の最長または最短パスを持つ
アクティビティネットワーク

を表示できます。
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先行 / 後続作業が「アクティビティネットワーク」でアクティビ
ティのすぐ隣にない場合は、他のアクティビティボックスが原
因で接続ラインが見えなくなっている可能性があります。すべ
ての接続ラインが見えるようにアクティビティボックスの位置
を変えるには、「全接続を表示するように調整」チェックボック
スにマークを入れます。

再編成後にレイアウトですべてのアクティビティボックスを最
適に表示できる画面を自動的に決めるには、「再編成後に最適サ
イズにズーム」チェックボックスにマークを入れます。

「アクティビティネットワーク」でアクティビティボックス間の
垂直スペースの量を変更するには、間隔ファクタを指定します。
このファクタは、「アクティビティネットワーク」テーブルのア
クティビティボックスの高さのパーセンテージです。

「アクティビティネットワーク」でアクティビティボックス間の
水平スペースを変更するには、水平間隔ファクタを指定します。
このファクタは、「アクティビティネットワーク」テーブルのア
クティビティボックスの幅のパーセンテージです。

別の「アクティビティネットワーク」レイアウトからコピー  
「アクティビティネットワーク」レイアウトが「アクティビ
ティ」ウィンドウに表示されている際に「レイアウトオプショ
ン」をクリックして「アクティビティネットワーク」、「アク
ティビティネットワークオプション」を選択します。「コピー」
をクリックします。コピーしたい属性を持つ「アクティビティ
ネットワーク」レイアウトを選択します。「開く」をクリックし
ます。

「アクティビティネットワーク」でグループ化するデータ項
目を選択すると、ウィンドウの左側にある階層構造に WBS
が含まれます。このため、階層構造に応じてアクティビ
ティをフィルタできます。
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レポートは、プロジェクトを監視し、そ

の進捗状況をチームメンバーや経営陣に

伝える上で重要な作業です。本章では、

標準的なレポートを開いたり、新規レ

ポートを作成したり既存のレポートを修

正したりする方法について説明します。

また、階層構造のグループでレポートを

整理する方法についても説明します。

ページ設定や印刷オプション、レイアウ

トとレポートのプレビューと印刷、

HTML 形式でのレイアウトとレポート

の発行の手順については、 221 ページの

「レイアウトとレポートの印刷」を参照

してください。 

本章の内容：

レポートの概要

レポートを開く

レポートの作成と修正

レポートグループの使用

レポートのカスタマイズ
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レポートの概要

「レポートウィザード」または「レポートエディタ」を使用する
と、新規レポートを作成したり既存レポートを修正したりでき
ます。このモジュールには、標準的なレポートのライブラリが
備えられています。

「レポートウィザード」を使うと、ウィザードスタイルのイン
ターフェースにより複雑なレポートを非常にすばやく作成でき
ます。また、このウィザードを使うと、ウィザードで作成した
レポートを修正できます。

「レポートエディタ」は見た通りにできあがる (WYSIWYG) レ
ポートライタで、メソドロジ情報をグループ化、ソート、フィ
ルタ、ロールアップできます。また、単位およびコストの時間
配分を表示したり、レポートにグラフィックや HTML リンクを
含むこともできます。 

レポートの作成後、これをプレビューまたは印刷したり、テキ
ストや HTML ファイルに保存したりできます。レポートをファ
イルに保存すると、データをスプレッドシートプログラムにイ
ンポートしたりメール送信したりできるほか、Web サイトでの
パブリッシュやアーカイブも可能になります。
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レポートを開く

「レポート」ウィンドウを使用すると、グローバルなメソドロジ
レポートを作成、編集、実行、削除できます。また、レポート
を他のアプリケーションにエクスポートしたり、インポートし
たりすることもできます。

「レポート」ウィンドウを開く  「ツール」、「レポート」を選択し
ます。 

レポートが「レ
ポートウィザー

ド」を使って作成
されたことを示し

ます。

ここをク
リックす
ると、特
別レポー
トを容易
に作成で
きます。

ここをク
リックす
ると「レ
ポートエ
ディタ」
でレポー
トを作成
できます。

ここをク
リックす
ると、選
択レポー
トを印刷
できます。

「表示オプション」
バーをクリックす
ると、画面のフォ
ントや色を定義で

きます。

レポートが「レ
ポートエディタ」
を使って作成され
たことを示します。
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レポートの作成と修正
「レポートウィザード」および
「レポートエディタ」によるレ
ポートの作成と修正に関する追加
情報については、オンラインヘル
プを参照してください。

「レポートウィザード」または「レポートエディタ」を使うとレ
ポートを作成、修正できます。 

「レポートウィザード」では、特別レポートの作成方法について
すばやく説明し、データをグループ化、ソート、フィルタでき
ます。「レポートエディタ」を使ったレポートを修正し、再度
「レポートウィザード」を使って変更する場合、「レポートエ
ディタ」で行った変更内容は失われます。

特定のレポートグループに新規レポートを含むには、ウィ
ザードを開始する前に「レポート」ウィンドウでレポート
グループを選択します。レポートの作成を終了すると、こ
れは選択レポートグループに保存されます。 

レポートウィザードでレポートを作成  「ツール」、「レポート
ウィザード」を選択して指示に従います。レポートパラメータ
の定義を終了したら「終了」をクリックします。

レポートで利用できる
追加データ領域が決ま
ります。データ領域は

ここで選択し
ます。
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レポートの修正  「レポートウィザード」または「レポートエディ
タ」を使うとレポートを修正できます。「レポート」ウィンドウ
で、修正したいレポートの名前を選択します。ウィザードを使用
するには、「ウィザード」ボタンをクリックします。「レポートエ
ディタ」を使用するには、「修正」ボタンをクリックします。

ここをクリックすると、レポートに表
示されるフィールド名を変更できます。 

設定するデータ領域を選択し
ます。列をカスタマイズして、
グループ化、ソート、フィル
タのオプションを適用します。
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レポートグループの使用

レポートグループは、レポートを整理するための階層構造です。
各レポートは、ひとつのレポートグループに属しています。こ
のモジュールには、レポートを整理するための標準的なグルー
プが備えられています。 

レポートグループは「管理分類」ダイアログボックスで追
加、削除できます。詳細については、『Primavera アドミニ
ストレータガイド』を参照してください。

2 「レポートグループ」フィールドで
「ブラウズ」ボタンをクリックします。 

1 レポートを
選択します。

3 新規レ
ポートグ
ループを
選択し 
ます。
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配布用にレイアウトとレポートを印刷す

ることは、プロジェクトデータを通知す

る効果的な方法です。本章では、ページ

設定（ページの方向、余白、ヘッダ /

フッタの設定）の定義、レイアウト / レ

ポートのプレビュー、印刷（Web レ

ポートへの変換方法を含む）などの方法

について説明します。 

本章の内容：

ページ設定の定義

レイアウトとレポートのプレビュー

レイアウトとレポートの印刷

HTML 形式でのレイアウトやレポー
トの発行

レイアウトとレポートの印刷
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ページ設定の定義

このモジュールは、印刷されたレイアウトやレポートをカスタ
マイズする多数のオプションを備えています。例えば、ヘッダ
やフッタの設定をカスタマイズしたり、印刷ページの余白を変
更したりできます。

ページ設定の定義  「印刷プレビュー」ウィンドウで「ページ設
定」ボタンをクリックします。「ページ」タブをクリックして、
方向やスケール、用紙サイズを設定します。

「縦」方向ではページが垂直
に印刷されます。「横」方向

では水平に印刷されます。

印刷レイアウト / レポートの
サイズを増減するには、「調
整」フィールドでパーセン
テージを指定します。水平
および垂直に印刷するペー
ジ数を増減するには、「適

合」を選択して「ページ幅
ｘ 高さ」フィールドで値を

指定します。
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ページマージンの設定  「マージン」タブをクリックしてから、
マージンの値を指定します。 

ヘッダとフッタの追加  ヘッダとフッタはカスタマイズできます。
また、会社のロゴなどのグラフィックをヘッダやフッタに挿入で
きます。「ヘッダ」または「フッタ」タブをクリックします。 

グローバル変数を選択して「追加」
をクリックします。グローバル変数

には、設定の属性（最も早いプロ
ジェクトの開始、最も早いデータの

日付など）が含まれます。

ここをクリックするとフォ
ントを変更できます。フォ
ントの設定を指定してから
「OK」をクリックします。

「テキスト / ロゴ」セク
ションでは、選択タブに
直接入力してテキストを
ヘッダやフッタに追加し
ます。角括弧［］内のテ

キストは修正できません。

ヘッダやフッタを分割するセクショ
ンの量を入力するか選択します。

ヘッダやフッタを印刷す
る場合に選択します。

ヘッダやフッタの高
さを選択します。

ここをクリックすると選
択セクションにロゴを追

加できます。

ここにマークを入れると、
セクション間の分割線を

表示できます。
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「ヘッダ / フッタの定義」セクションで、ヘッダまたはフッタに
挿入したい値を定義します。「テキスト / ロゴ」を選択して、テ
キスト変数またはロゴを追加します。「画像」を選択して、選択
セクションで表示する画像を選択します。「改訂履歴」を選択す
ると、日付や承認、改訂情報を入力できるようヘッダ / フッタに
スペースを入れられます。

ヘッダまたはフッタへのロゴの追加  「ヘッダ」または「フッタ」
タブをクリックし、「ヘッダ / フッタの定義」セクションで選択
セクション用に「テキスト / ロゴ」を選択します。「テキストの
追加」セクションで「画像」ボタンをクリックします。「画像」
ダイアログボックスで「ブラウズ」ボタンをクリックし、ファ
イル名を選択して「開く」をクリックします。レイアウトや間
隔オプションを指定して「OK」をクリックします。ロゴの画像
が「ヘッダまたはフッタのサンプル」エリアに表示されます。

「印刷プレビュー」ダイアログボックスでレポートページ設
定を変更すると、変更内容は現在の印刷にのみ適用されま
す。変更内容をレポートページ設定に恒久的に保存するに
は、「レポートエディタ」の「属性」パレットで変更を行い
ます。
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レイアウトオプションの指定  「オプション」タブを使用すると、
印刷レイアウトにアイコンやグリッド線を含むかどうか選択で
きます。

「オプション」タブは、レポートの印刷時または「アクティ
ビティネットワーク」レイアウトの使用時には利用できま
せん。

各グループを別のページ
に印刷したい場合は、こ

のチェックボックスに
マークを入れます。例え

ば、リソース別にアク
ティビティをグループ化
したり、各個人にプリン
トアウトを配布したりで

きます。
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レイアウトとレポートのプレビュー

「印刷プレビュー」オプションを利用すると、プリンタに送信す
る前にレイアウトやレポートをレビューできます。

印刷プレビューを開く  レイアウトをプレビューするには、「ア
クティビティ」ウィンドウにレイアウトを表示して「ファイ
ル」、「印刷プレビュー」を選択します。レポートをプレビュー
するには、「レポート」ウィンドウでプレビューしたいレポート
を選択し、「レポートの実行」をクリックします。「印刷プレ
ビュー」を選択してから「OK」をクリックします。

マウスを「印刷プレビュー」ウィンドウに移動すると、マウス
のポインタが拡大鏡に変わります。ツールバーで「ズームイン」
ボタンをクリックすると詳細にズームインでき、「ズームアウ
ト」ボタンを使うとズームアウトできます。

ステータスバーでは、現在拡大表示されているレイアウトやレ
ポートのサイズ、現在表示されているページの数、レイアウト

やレポート内の合計ページ数が表示されます。

これらのボタンを使うと、レイアウトやレポートの最
初に移動したり、1 ページずつスクロールしたり、レ

イアウトやレポートの最後に移動したりできます。

ここをクリックすると、表示され
ているページにズームインまたは
ズームアウトできます。 

レイアウトやレポートの外
観が完成したら、ここをク

リックして印刷します。

ここをクリックすると、既
定のプリンタや用紙サイ
ズ、方向を選択できます。
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レイアウトとレポートの印刷

このモジュールでは、いくつかの方法を使ってレイアウトやレ
ポートを印刷できます。また、プリンタに直接送信したり、
HTML ファイルを作成したりできます。さらに、ASCII テキス
トファイルに印刷できます（レポートのみ）。 

レイアウトの印刷  レイアウトを直接プリンタに送信するには、
印刷したいレイアウトを開いて「ファイル」、「印刷」を選択し
ます。また、「印刷プレビュー」ウィンドウで「印刷」ボタンを
クリックすることもできます。

レポートの印刷  「レポート」ウィンドウで、印刷したいレポー
トの名前を選択します。「レポートの実行」をクリックします。

「印刷プレビュー」を使うとレポートを HTML ファイルにパ
ブリッシュできます。さらなる詳細については、 229 ペー
ジの「HTML 形式でのレイアウトやレポートの発行」を参
照してください。

1 レポートの送信先を選択し
ます。ASCII テキストファ
イルでは、フィールドやテ
キストの分離に使う文字を
指定することもできます。 

2 HTML および ASCII ファ
イルでは、保存ファイル
の名前と場所を指定でき
ます。

3 レポートを
実行するに
は、ここを
クリックし
ます。 
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プリンタの選択

レイアウトやレポートを印刷するためにオペレーティングシス
テムの現在の既定以外のプリンタを選択できます。プリンタ設
定は、モジュールからログアウトするまで同じままになります。
「ファイル」、「印刷設定」を選択します。 

ここをクリッ
クすると、選
択したプリン
タの機能や設
定を調節でき
ます。
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HTML 形式でのレイアウトやレポートの発行

「印刷プレビュー」を使用すると、レイアウトやレポートを
HTML ファイルとして発行し、これを Web サイトに掲示して他
のプロジェクトチームメンバーと共有することができます。 

1 「発行」ボタンを
クリックします。

2 ファイルを保管するドラ
イブとフォルダを選択し
ます。

3 ファイル名を入力します。 4 「保存」をク
リックします。
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このモジュールは、Web ブラウザでレイアウトやレポートを開
きます。
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